
























































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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入学式で、ほとんど人類最強決定戦が勃発したという話

いきなり転校したと思ったら、四神：青龍と戦うことになりました
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　魔王討伐のパーティーは盛大なものだった。




　古今東西のありとあらゆる贅ぜいの限りを尽くした料理と酒、煌きらびやかに場を彩る調度品の数々。

　参列する面々も各国の重鎮ばかりで、元々は貧乏貴族の八男として生まれた俺からすれば……ここは震えがくるような場所だ。

「それでは勇者を補佐し、見事……魔王を討ち滅ぼした四人の大英雄達よ」

　俺の隣で同じように神聖皇帝陛下の前で跪ひざまずき、頭を下げているのは、良き戦友であり、そして良きライバルでもある大賢者の三名となる。

「火・土・水・風のそれぞれの賢者達に最強の魔導士たる称号──四皇を授ける」

　火・土・水の三人が皇帝陛下より冠を授かっていく。

　無論、皇という称号ではあるが……それは高貴なる血族にのみ名乗ることが許されるソレとは違う。

　だがしかし、魔術学会を始めとする魔術の場限定であるが、我ら四人は正まさしく皇帝と名乗ることを許される──これはそんな規格外の褒章なのだ。

「賢者エフタル」

「はいっ！」

　俺は立ち上がり、そして再度頭を大きく下げる。

　すると陛下は俺の頭に冠を載せて、ニコリと微笑ほほえまれた。

「これからは雷神皇と名乗るがいい。そこが魔術の場であれば、貴様もまた皇を称することを許されたのだ」

　俺の視界は涙でボヤけた。

　魔術に生きて四十と有余年……俺の人生の全てが、紛れもなく最高の形で認められることになったのだから。




　──そうして我々四人は褒章授与式の参列者から、会場が割れんばかりの拍手の祝福を受けたのだった。







　それから十五年後。

　病のために現役を退いた後、俺は少数の弟子と共に山奥の邸宅に隠いん遁とんして余生を過ごすことになった。

　俺は日課の散歩で、花咲き乱れる中庭を眺めていた。

　と、そこでケホンと肺から死神のサインが聞こえてきた。

　不治の病の初期状態なのは既に知っていた。覚悟もしているが、咳せきの度に憂鬱な気持ちになることは否定はできん。

「エフタル様？」

　直弟子であるマーリンが声をかけてきた。

　いつもの通りに俺は微笑で応じる。

「なんだ、マーリン？」

「齢よわい五十を超え、雷神皇の称号を得て……いや、病魔に臥ふせって……なお、貴方あなた様さまは未いまだに魔導の鍛錬を続けておられます。それはどうしてなのでしょう？」

　こいつは孤児……いや、違うな。

　俺達が討伐した魔王と吸血鬼との間にできた子だ。

　魔王城からの凱がい旋せんの最さ中なか、泣き叫ぶ赤子を、たとえ魔族とはいえ俺には放っておくことはできなかった。

　それも、母の自決と共に助命を懇願されてしまうと……な。

　と、まあそれはさておき、この娘は筋がいい。

　現在、十五歳か。全くもって、末恐ろしいものだ。

　俺がこの娘と同年齢だった時に対たい峙じしたなら、まるで相手にはなっていなかっただろう。本当に先が楽しみだ。

　しかも、この娘は吸血鬼と魔族との混血で寿命は長い。はたして、この子の魔導はどこまで進むというのだろうか。

　まあ、それをこの目で見届けるができんことは非常に残念ではある。

「エフタル様？」

　と、物思いにふけっていると、不思議そうにマーリンが小首を傾かしげてそう尋ねてきた。

「ああ、何故なぜに鍛錬を続けるかだったか。俺は世界最強を目指していた」

「世界最強……ですか？」

「魔導を含めた武を志す者であれば、誰しもがその頂を目指すもの──俺もまた然しかりだ。それに、俺がそうしているのは他にも理由がある」

「と、おっしゃいますと？」

「後進の育成だよ。俺の背中を見てお前達が何を思うかとな。残念ながら俺では魔導の頂までは到底届きそうにないしな」

「何をおっしゃいます。エフタル様は十分に強つわ者ものでしょうに」

「弱い者の中ではそりゃあ俺は強かろうよ。しかし、真の強者の中では俺など……」

「エフタル様以上の力……？」

「四皇の他の三人に比べれば、俺の魔導などはあまりにも……な」

　そこでマーリンは押し黙った。

　この娘もまた、その事実は重々承知している。

　そもそも魔王討伐の面々の中で俺は飛びぬけて最年長で、以降の伸びしろもなかったというのだからな。

　今では連中は俺との差をどんどんと広げ、噂うわさでは連中の弟子にすら俺は負ける……という話すらある。

　まあ、認めたくはないが、それも恐らくは事実だろう。

　と、その時、俺のところに久しぶりに見る直弟子が血相を変えて走ってきた。

「エ、エ、エ……エフタル様っ！」

「どうしたのだ？　お前は帝都の魔法大学院で客員教授をしているはずだろう？」

「いえ、魔術学会で……激震が走っておりますっ！」

　息を切らしていることから相当に慌てて走ってきたことが窺うかがえる。

　これは尋常ではないな、と俺は怪け訝げんに思い眉を顰ひそめた。

「ふむ？　どういうことだ？」

「長らく謎とされてきた、魔法適性に関する理論が発表……いや、確立されたのですっ！」

「ほう、炎神皇が研究していたアレか？」

「左様でございますっ！」

　そうして弟子は懐から研究論文の写しが記載された羊皮紙を俺に差し出してきた。

「……ふむ」

　しばらく文字に目を落とし「さすがは炎神皇だ」と俺は唸うなった。

　実践は別として、魔術理論では俺に並ぶ者はいないと自負していたが、中々どうしてやるではないか。

「魔法適性を見定めるのにこんな方法が……」

　方法は簡単だ。

　体の組織である髪の毛を特殊な魔力を帯びた──火・土・水・風のそれぞれの適性に対応する魔力水に浸す。

　すると赤・茶・青・緑に魔力水が染まり、色の濃さによってＥ～Ｓまでのそれぞれのランクが分かるというものだ。

　なるほどな、これは確かに画期的だ。

　魔法学院の基礎課程では全種類の魔法を学ばせて、ある程度の年月の後に最終的に適性を判断することになっている。

　例えば俺の場合は火と風の属性に適性があり、その中から風を専門に選んだという具合だ。

　全ての系統を学ぶことは悪いことではないが、すぐにでも特定の系統の魔術を使えるようになることを望む者もいる。

　そういう連中からすれば、数年間の適性審査も兼ねた教育は邪魔でしかないのも、また事実だからな。

「では、早速試すとするか」

「そうおっしゃると思っておりましたよ」

　そういうと、懐から弟子は試験管を取り出した。

「ふむ……」

　そうして俺は髪の毛を四本抜いて、それぞれの試験管に入れてみた。

　しかし、しばらくしても試験管の色は変わらない。

「どれくらいの時間で変化があるものなのだ？」

「私の時は瞬時に赤色と茶色に染まりましたが……」

　はてなと俺はマーリンを手招きする。

　俺の意図を察したように、弟子は懐からもう一セットの試験管を取り出した。

「マーリン。髪の毛を四本」

「はい」

　そうしてマーリンは髪の毛を四本抜き、それぞれの試験管に投入する。

　入れた瞬間に魔力水は反応し、水と風に対応する青と緑が発光すら伴って瞬時にパッと染まった。

　火と土に対応する試験管もそれなりに変化があり、それぞれ赤色と茶色に染まる。

　そこで、弟子がうんと頷うなずいた。

「マーリンの適性と一致しますね。水と風はそれぞれＳランク。火はＣランクで土はＢといったところでしょうか」

「確かに私は火と土は苦手で……強いて言えば土は火よりはマシですね」

　そこで、俺は弟子に再度問いかけた。

「……で、どれくらいの時間で色は変化するのだ？」

「ご覧になったように瞬時で変わるはずですが……」

「ははっ」と俺は笑った。

　論文によると無色透明は……いかなる精霊の加護も得られないという話だ。

　もしもそうなら、それはそもそもが魔術に適性がないという話で……。

　そこで背中に嫌な汗を感じた俺は再度、先ほど髪の毛を入れた無色透明の試験管に髪を投入した。

「……俺にはやはり無色透明に見える。念のために聞くが、お前らには何色に見える？」

　マーリンに顔を向ける。

「無色透明です」

　次に、論文を渡してきた弟子に顔を向ける。

「何色だ？」

「信じがたいことですが……無色透明です。論文によれば無色透明は……」

「言わんでいい。さっき、この目で見た事項だ」

　まさか本当に？

　そうして俺が弟子に目を向けると、やはり意図を察したようにすぐに髪の毛を抜いて四本差し出してきた。

　試験管に投入する。すぐに色は染まる。

　弟子は火と土がＳランク……。間違いない。弟子の適性と合致する。全くもって間違いない。

　と、なると……。

「何故……？」

　いや、と俺は思う。
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　昔から俺は人よりも魔術を覚えるのが遅かった。

　それを、人の何十倍の努力を続けることで、人より上に立つことができただけだった。

　適性試験の時も、何度も試験を受けさせられた。

　その度に魔法学院の教官が「優秀なのに……何の間違いだ？」と首を捻ひねっていたのも覚えている。

　そこで、俺は全てを理解した。

　俺が何故に他の三皇に勝てないのか。何故に三人と、差がどんどんと開くばかりなのか。




　──俺には魔法の適性が……なかったのか。




　あまりの衝撃に、俺はその場で血の気を失って気絶してしまったのだった。








☆★☆★☆★









　それから俺は部屋に籠こもりがちになった。

　心が弱ると体も弱る。病も加速度的に進行し、医者がいうには今夜が山とのことだ。

　そして、何よりも俺自身が、あと数時間も体がもたんことがよく分かる。

　命の灯ともしびが消えようとしているのが……よく分かる。

　弟子達の部屋への入室を一切禁じた俺は、薄暗い部屋の中で、意識が朦もう朧ろうとする中──ただただ己を恨んでいた。




　──人より何十倍も、何百倍も努力した。




　他の三皇も努力はしただろうが、それでも俺は連中の何倍も努力した。これは断言できる。

　けれど、才能という壁を越えることはできなかった。

　それどころか、連中は俺の目指した魔導の頂へと……俺よりも遥はるか高みへと。

　涙で視界がボヤけ、頰ほおを伝っていく。

　──情けない。

　──本当に情けない。

　才能がなかった？

　そんなことで諦められるほどには……俺は生ぬるい道を歩いてきてはいない。

　──俺の人生はピエロだ。神にこれほど虐げられた人間もいないだろう。

　そして、俺の心臓からドス黒い感情が溢あふれていく。

　いや、黒い何かが爆発した。

　──悔しい。




　──悔しい、悔しい──悔しいっ！




　魔導に捧ささげた五十と有余年。その結果が──このザマだっ！

　この世の全てに、何よりも自分自身に対する恨みの中。

　魂の慟どう哭こくと声なき叫びの中で、病という名の死神が俺の意識を刈り取った。








☆★☆★☆★









「……なるほど、こうなるのか。五十年以上も前のことだから、そもそもそんなスキルを貰もらったことすらも忘れていた」

　気が付けば、俺は一面が白色の謎の空間に立ちすくんでいた。

　眼前には金髪の女神が立っている。その姿はあの時のままで、何一つ変わらぬままだ。

　そう、この場所は俺が以前に、あの世界ではない日本での生涯を閉じた時に初めに彼女と遭遇した場所だ。




　──スキル：再転生




　死んでしまった場合、再度の転生を行えるという特典スキル。

　転生時に神が俺に与えた……いや、俺が選んだスキルだ。

「色々……あったようですね」

　神はニッコリと満面の笑みを浮かべていた。

「ああ、色々あった。本当に……色々な」

　ここのことは夢幻の如ごとくに思っていたが、やはり夢ではなかったのか。

　そして、俺が尋常ではない努力に打ち込むことができたのも、スキル：不屈のおかげということか。

　目的に向かって決して折れず、とことんまで努力する。

　そういえば、俺はそういうスキルを最初に選んだのだったな。

「それでは、最初の時と同じく、再転生時の初期ボーナススキルを二つ選んでもらえますか？」

「スキルはなしで構わんよ」

「なしですか？　成長速度が倍であるだとか、色々ありますが？」

「過ぎたるは及ばざるが如し……ってやつだ。授かりもののスキルの力に頼り、慢心してしまえばそこで人は努力を諦めるものだ」

　そこで女神はクスリと笑った。

「流石さすがですね」

「流石というと？」

「才能もないのに四皇と呼ばれるまでに昇りつめた。それはスキルの力だけではなく、貴方あなたの意思の力だとも思いますよ」

「さあ、それはどうなんだろうな」

「しかし、本当にスキルは必要ないと？」

　カッカと笑いながら、俺は大きく頷いた。

「俺は雷神皇だぞ？　魔導の知識は俺の頭に入っている。これ以上、何かを貰うとチートに過ぎるだろうさ」

　ニコリと女神は笑って、やはり大きく頷いた。

「それでは、良き旅を……。貴方はこれから四百年後の世界で生まれ変わります」

　女神はニコリと微笑ほほえんだ。

「さあ、行くとするか」

　俺は大きく頷き、そして拳をギュッと握った。

　向かう先は俺の夢。世界最強の魔導への追究だ。

　そう、もう決して届かないと思っていた、魔導の頂への再挑戦の権利を俺は与えられることになったのだ。




　──そうして、俺は三度目の人生を生きることになった。








☆★☆★☆★









　と、そんなこんなで僕は赤ちゃんとして生まれ変わって転生した。

　ちなみに笑えることに、どうやら僕は、僕の子孫の家に生まれたらしい。

　父親はアズール王国の魔術系統の重鎮である公爵家で、僕は末っ子ということらしいね。

　でも、公爵家にしては邸宅はかなり質素で、使用人も一人しかいない状態で小首を傾かしげたんだけど──。

　と、それはさておき、物心がついた四歳の頃に僕の意識がこの体に宿ったんだよね……。

　あ、ちなみに喋しやべり方や思考の一部が肉体に引きずられて、基本は今、一人称は僕っていう感じなんだよね。

　で、僕がまず最初にしたのは魔法適性の確認だ。

　これから一から魔法の鍛錬をするにしても、適性を見定めてからじゃないとプランも立てられないからね。

　魔力水を作るのは簡単なので、四歳の時点で確認しても困ることは何もなかった。







「さて……」

　家の中庭に並べられたのは四つのコップ。

　試験管は家にはなかったからコップで代用したんだけど、髪の毛を魔力水の中に入れて僕はその場で叫んでしまった。

「えええええっ!?」

　四つの試験管の色が全て、前世と同じく無色透明だった。

　──どういうこと？　どういうことだ？　ありえない、いや、こんなことはありえていいことじゃない。

　だったら、どうして僕は……生まれ直したんだ？

　フラフラと僕は家の庭に出て、そのまま地面に崩れ落ちた。

　これじゃあどれだけ頑張っても、前回の四皇の最底辺だった僕と同じ道を進むことになるじゃないか。

　グラグラと体が揺れるような感覚、脱力して力が入らない。

　魂が抜けて、少し高いところから自分を見下ろすような、そんな感覚。

　自分が自分じゃないような……そして、とにかく、吐き気が酷ひどい。

「この体の脳には魔法式が植え付けられていないし、魔法に対する最適化は為なされてない」

　今の僕はレベル１の魔法すら扱うことはできないだろう。

　当然、前世に会得したレベル10のオリジナル極大魔法：雷神皇エフタルを会得するのに、前世と同じく数十年の歳月を要するのも明白だ。

「はは、レベル１魔法の習得からやり直し……か」

　いや、今回は魔法の知識があるから、前世よりはいくらかマシか。

　でも、いくら努力をしても僕の伸びしろには限界があって……。やっぱり、レベル10魔法を覚えた辺りで限界を迎える。

　結局のところは、前世と同じ領域に到達したところで頭打ちだ。

　しかし、運命の女神は本当に次から次に僕に笑えない試練を用意してくれるものだね。

　そうして僕は仰向けになり、右掌てのひらを天に向かって突き出した。

「レベル10：雷神皇エフタル……」

　発動するはずのない魔法の術式発動を試みてみる。

　エフタルの代名詞と呼ばれる、僕が作った僕自身のオリジナル魔法……でも、僕の言葉は虚むなしく響くだけで、決して魔法となって発動はしな──

　ん？　体の奥底から力が溢れて……。そして──




　──ゴロゴロズガシャアアアアアアアアアンッ[image: ]




　天地を割かんばかりの雷鳴が上空千メートルで轟とどろき、かつて、カイザードラゴンを一撃で丸焼きにした雷熱が僕の頰まで届いた。

　そうして、僕は周囲に満たされた雷気の中で、ただただ呆ぼう然ぜんとこう呟つぶやいたのだった。

「え……？」

　そして翌日、謎の超魔法の発動の形跡を調べるということで、王都から調査団が屋敷の近辺を訪れることになった。

　当然ながら、四歳の僕……という解答には到達できるはずもなく、神の奇跡の類だろうということで聖教会への引継ぎ事項になった。

　まあ、自然科学関係で魔術師が分からない時の常じよう套とう手しゆ段だんだ。聖教会もそれは分かっているので、丸投げされた調査事項をロクに調べることもない。

　と、そんなことはさておき、つまりは──




　──どうやら僕は前世の魔術の力をそのままにこの世界に生まれ変わったらしい。








☆★☆★☆★









　──僕が七歳になったある日のこと。




「いつもありがとうございます」

　応接間で母さんが何度も何度も頭を下げている。

　ちなみに母さんは二十三歳で金髪の凄すごい美人だ。そして頭を下げている相手は母さんと同じくらいの年齢の女の人である。

　腰までの銀の髪色で、これまた驚くくらいの美人さんだ。

　所属する後宮のロイヤルガードである白しろ薔薇ばら騎士団の制服はいつ見ても凛り々りしい。

「弟のことですから気にしなくていいですよ」

　そういうと、セシリア姉さんは僕にウインクをしてきた。

　この人は僕の姉にあたる人物で公爵家では長女となる。

　で、まあ、たまに家を訪れて、僕の相手をしてくれる感じなんだ。

　まあ、家にくるメインの理由は生活費の支給ということなんだけどね。

「……父さんは？」

　僕がそう尋ねると、セシリア姉さんは渋面を作った。

「父上は忙しくて……中々時間を作れないんです」

　セシリア姉さんは優しい人だ。

　自分の父を悪く言いたくないので、そういう風に言っているのは僕も母さんも重々承知している。

　──僕の母は父の愛人だったんだ。

　しかも、母さんはあまりにも美しかったために、正妻に疎まれ貶おとしめられることになったんだ。

　屋敷から追い出され、国の辺境の土地に小さな家を与えられて、そして現在に至る。

　そして僕は物心がついてから……父親には会ったことはない。

　まあ、つまりは僕と母さんはそういう扱いをされているという訳だね。

　噂うわさによると、僕の養育費も半ば打ち切られる寸前で、正当な嫡子であるセシリア姉さんが見るに見かねて、個人的に相当な色をつけてくれているという話だ。

「しかし、大きくなるにつれてエフタルは美人になっていきますね」

　その言葉で僕はうんざりとばかりにため息をついた。




　──また始まってしまった……と。




　セシリア姉さんの言葉で、母さんが大きく頷うなずいた。

「私のエフタルですから。そりゃあもう……赤ちゃんの頃から女の子ですか？　女の子ですか？　って色んな人に聞かれて──」

　そう言ってハート目になっている母さんは僕の横に立って、右腕に絡みつくように抱き着いてきた。

「はは、違いないですね。私もこの子を初めて見た時は妹ができたと……」

　やはりハート目になっている姉さんが僕の左腕に絡みつくように抱き着いてきた。




　──サンドイッチ。




　右方に母、左方に姉という感じで……僕は今、挟まれてしまったのだ。

「本当に息子ながらエフタルは綺き麗れいな顔をしていると思いますよ。セシリア様」

「ええ、本当に私も弟ながら、エフタルは綺麗な顔をしていると思います」

「息子じゃなかったら十年後には絶対に求婚してしまうレベルですわ」

「ええ、実は私もこれまで異性に惹ひかれたことはなく……唯一、弟だけは素直に可愛かわいらしい顔をしていると思います」




　と、そこでセシリア姉さんが僕にニコやかに尋ねてきた。




「知っていますかエフタル？　これは巷ちまたで恋人腕組みと言われているものなんですよ」




　そりゃまあ、両手を絡みつかせるように僕の腕に抱き着いてきてますからね。

　そんなの恋人相手にしかしないでしょうよ。




「そうよエフタル。これは巷で恋人腕組みと言われているものなのよ」




　母さんがニコニコ笑顔で追従してきた。

　っていうか、この人達はそれを僕に伝えてどうして欲しいんだろうか。




「そうは言っても──」と、母さんはセシリア姉さんを睨にらみつけた。

「まあ、エフタルは基本はママ好きなのでそれ以外の女の人には興味がないと思いますけどね」

「はは、エフタルは基本は姉好きですよ？　というか、さすがに実の母というのは無理があるでしょう」

　二人の間に火花が走ったのが僕にでも分かった。

　語気を荒らげて、母さんが唇を尖とがらせる。

「いやいや、エフタルは病的なママ好きですが？」

「いえいえ、エフタルはエクストリームな姉好きですっ！」

「いいえ、エフタルの理想のタイプは……お母さんみたいな人のはずですっ！」

「いやはや、エフタルの理想のタイプはお姉ちゃんみたいな人……と、相場が決まっているんですけれどもね？」

「なら、決着をつけますか？」

「ええ、そうしましょうっ！」

　そうして、二人は僕から一旦離れる。

　続けざま、僕の右手と左手をそれぞれの両掌でガッツリと握った。

「ご存ぞん知じでしょうかセシリア様？　その昔、一人の少年がいて、実の母を名乗る女が二人いたという伝説があります」

「ええ、知っていますよ。少年は孤児で、変わり者の山奥に住むお爺じいさんに拾われて暮らしていた。そしてお爺さんが亡くなった時、お爺さんが実は大富豪だと知れて大騒ぎとなったので、さあ大変という話でしょう？」

「その通りです。片方は確かに少年の母で、大騒ぎになったことで昔から探していた息子を見つけた。そうしてもう一人は噓うそをついている女で、大富豪の遺産目当てでした」

　二人は僕の両手を握りしめて力を込める。

「そしてどちらが本当の母親なのかを、少年は裁判所に訴え出たのですよ」

「そうして裁判官は言ったのですよね。二人で少年の腕を引っ張り合い、母として子供に対する強い気持ちを見たところで真の母と認める……と」

　あ、この話は僕も知っているぞ。

　日本でポピュラーな話で、お奉行様……江戸時代の裁判官みたいな人の名判決の話だね。

　確かこの後、子供の腕を引っ張り合って自分に引き寄せようとしたが、本当の母親は痛がる子供を見るに見かねて手を放してしまう。

　そうして偽の母親が子供を引き寄せて喜んでいるところに、彼女に対してお奉行様が一言「私は母親としての愛を見ると言いました。貴方あなたに子供に対する愛はありません」と、確かそんな感じだったはずだ。

　──正に名判決だよね。

　僕も初めて見た時はうんうんそうだよね……となったもんだ。

　そうして二人は僕の両手を引っ張り始めて──

「セシリア様っ！　かつて裁判官であるリチャードは言いました」

「ええ、知っていますよ。力こそが正義っ！　引き寄せた者こそが真の母っ！　千切れた腕はエリクサーで元通りにしてやるっ！　さあ、二人の女よっ！　力の限りに争えっ！　ってね」




　──なんというストロング奉行スタイルっ！




　さすがは異世界だ……まさかそうくるとは思わなかった。

　っていうか……。

「ダメッ！　ダメダメッ！　ダメだからっ！」

　身の危険を感じた僕は二人の手を必死に振り解ほどいた。

「セシリア様。エフタルが嫌がって……」

「まあ、そうであれば仕方ないですね」

「なら、どうやって決着をつければ……」

「直接聞いてみたらどうでしょうか？」

「それは名案ですね」

　そうして、すぐさま二人は僕の眼前に並んで──




「「エフタルはどっちと結婚するのっ!?」」




　と、真剣な表情で僕にそう尋ねてきたのだった。

　この質問はつまり、どちらかと結婚するということは既に確定済みということでもある。

　深い深いため息をついて、さて、困ったなと僕は思う。

　──そうなのだ。

　最も早はや、言うまでもないが、僕の母さんと僕の姉さんは病的なまでに僕のことが大好きなのだ。

　そうして、僕は本日最大のため息をついて──

「どっちも嫌です」

　と、素直な感想を述べた。いや、実際に肉親だから無理があるしね。

　で、僕の言葉を受けた二人はというと──




　──フリーズしていた。




　それも、かなりのフリーズ。否いや、ロングフリーズだった。

　そうして、しばらくの後、フリーズから解けた二人はパクパクパクと口を開閉させて、顔面を蒼そう白はくにさせた。

「セシリア様っ！　エフタルがっ！　エフタルがっ！　おかしくなっちゃいましたっ！」

「いけませんっ！　これは死せる魔王の混乱魔法に違いないっ！　隣の山に解呪の薬草を取りにいかないとっ！」

　いやいや、素直な感想が呪い扱いなのっ!?

　と、まあそんなこんなで二人は手を取り合って、マジで隣の山に薬草を取りにいったのだった。

「何だかんだで仲が良くて息もピッタリなんだよね、あの二人」

　そうして僕は呆あきれ笑いと共に二人を見送ったのだった。




　そして、その日はセシリア姉さんは僕の家に一泊して、翌日となったのだった。
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　その日の昼食後に僕達は真面目な話をすることになった。と、いうのも──

「それでエフタルは今後はどういう道を？」

「姉さん。僕は伝説の大賢者の家系なんだ。開祖のエフタルの名前も授かっているし、やっぱり十五歳になったら帝都の魔法学院に──」

　と、そこで母さんが僕の口を慌てて塞いだ。

「これから剣術を学ばせて……士官学校か……それが無理なら騎士の学校にやろうと思っています。この子は……魔法適性がないですから」

　六歳になった時点で、公式に僕の魔法適性テストが行われた。

　結果は僕が事前にやっていたのと同じく、試験管の変化はゼロで無色透明だった。

　──いや、まあ……僕は四皇レベルの魔法を使えるんだけどね。

　とはいえ、流石さすがに前世の力をそのままにという訳にもいかない。

　今は、魂に刻み付けられている魔術の知識と力を、この体と大脳に慣れさせている最中というところかな。

　この作業だけで恐らく十二歳～十三歳までかかるだろう。

　まあ、前世で生涯をかけた力を少年期の時点で獲得できるというのだから、僕としては一切の文句はない。

　っていうか、そういえば進路の話というのも初めてのことだな。

　今までは家庭教師から一般座学や、何故なぜか軍学のようなことばかり教育されてきたけど……。

　まあ、初めて目にする分野なので特に不満もなく僕は講義を受けていた。

　勿もち論ろん、一人の時は魔術の鍛錬を行ってはいたけどね。

「士官学校ですか。それはいいですね。これでも私は首席で卒業していましてね」

　そこで母さんはクスクスと笑った。

「有名な話ですよね。父親に逆らって、賢者の家系が士官学校になんて……」

「はは、まあ……反抗期って奴やつでしょうね。でも、結果的には正解だったと思いますね。魔法剣士っていうのは珍しいですから、軍部では重宝されてますよ」

「しかし、兄妹きようだい揃そろって親に逆らって首席で士官学校を卒業ですか。フレイザー様はお元気で？」

「まあ次男と長女ということで好きにさせてもらっています。父上としては長男が自分に懐いているのでそれで良いというところでしょう。それと……フレイザー兄さんは本当に忙しいので最近はここに来れないとボヤいていますよ。アレも中々にエフタルを気にかけていますからね」

「フレイザー様は王都の宮殿のロイヤルガードの近この衛え騎士団長ですか。立派なお勤めでお忙しいのでしょうね」

「ほとんどが式典における座席決めの仕事ですけどね。上座下座……貴族連中相手のくだらぬ調整作業です。まあ、その際だけは公爵家の肩書が役に立つと兄は苦笑いしています」

「それはセシリア様も同じでしょう？」

「私は後宮警護の女性騎士団所属ですからね。白しろ薔薇ばら騎士団では幹部ではありますが、ロイヤルガード全体ではまだまだ重責という訳でもありませんし、気楽なものです」

　そうしてセシリア姉さんは「さて、雑談はこの辺りにして……」と、僕に立つように促した。

「それじゃあちょっと……エフタルの剣の筋を見てみましょうか。剣にも適性はありますからね。それを見たうえで、知り合いの剣の先生を見繕ってあげましょうか」







　そして──

　僕達は木剣を持って家の中庭へと出た。

「僕は魔法学院に通いたいんだけど……」

　ぶっちゃけた話、魔法適性がないのは変わらないので、根本的な問題の解決には至っていない。

　魔術学会も当時よりは進んでいるはずなので、魔法適性の限界を突破するような手法が確立されている可能性もある。

　あるいは、そのものズバリでそういう手法や理論が確立されていなくても、その基礎となるモノがあれば、その続きは僕が発展させればいい。

　と、いうかそこに賭けるしかないのだ。当然、七歳の子供として可能な範囲では調べている。

　が、そのものズバリの手法は見当たらなかった。

　やはり、魔法学院の図書館で閲覧権限が与えられたうえでないと目を通せない論文等にあたるしかない……それが現在の結論だ。

　と、それはさておき。

「いいですかエフタル。人間には向き不向きというものがあるんです」

　セシリア姉さんは儚はかなげな表情を浮かべ、僕の頭を撫なでてきた。

　そのまま姉さんは庭の樹木に掌てのひらを向けた。

「風の精霊シルフィーよ。我に祝福を──レベル２：風刃ウインドエツジ」

　と、魔法が発動して樹木は切り倒された。

「今のが高位魔法である風刃ウインドエツジです。見て分かる通りに奇跡としか思えない御み業わざで、このレベルの魔法を扱うには鍛錬に鍛錬を重ねる必要と──そして適性が……って……え？」

　ん？　風のせいで何言ってるのかよく分からなかったな。

　で、ビュオンッと僕の掌から無詠唱で風刃ウインドエツジが放たれた。

　そうしてセシリア姉さんが切り倒した隣の木を切り倒す。

「魔法の勉強をしてたから僕もできるよ？」

　僕の保護者達は、僕を魔法学院にやるつもりはないらしい。

　とはいえ、僕は適性はないけれど魔法は使える。それはもう、ゴリ押しで色んなことがどうにかなる程度には使えるほどだ。

　という訳で、かなり勉強している子供なら扱えてもおかしくない程度で、初歩風魔法を実演した訳だね。

　さすがにレベル３以上の魔法を七歳でやっちゃうと化け物扱いされちゃうもんね。

「……エ……エ……エ……エフ……エ……フタル？　い、い、今……君は……えっ？　えっ!?　え……っ？」

　目を白黒させて、セシリア姉さんは何度も何度も僕と切り倒した樹木を交互に見やり始めた。

「え……セシリア姉さん？　どうして血の気が引いて……？」

　そして──そのまま姉さんは貧血症状のようにその場でヘタりこんでしまった。
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　結論から言うと、四百年後の世界では魔法文明が著しく衰退していた。

　一体全体、何が起きたのかって話なんだけど……。ともかく、そういう風になっているのだから仕方がない。

　魔法のレベルについてまとめてみるとこうなる。







・今

　レベル１　　　　　魔法

　レベル２～３　　　高位魔法

　レベル４～５　　　超高位魔法

　レベル６～８　　　儀式魔法クラス

　レベル９～10　　　ロストテクノロジー




・昔

　レベル１　　　　　生活魔法

　レベル２～３　　　初歩魔法

　レベル４～５　　　魔法

　レベル６～７　　　高位魔法

　レベル８～９　　　超高位魔法

　レベル10　　　　　儀式魔法クラス（四皇単独クラス）

　エクストラレベル　四皇儀式魔法







　ちなみに、僕達が昔に魔王を屠ほふったのは、四大精霊の全ての力を結集したエクストラレベルだ。

　極限の状況の中で、命の危険の中で、全員が精神を究極まで研ぎ澄ませて成功した……力を合わせての究極魔法となる。

　まあ、後にも先にもアレは僕達四皇でも一回しかできなかったけどね。

　話が脱線したね。セシリア姉さんに話を戻そうか。

　とにかく、七歳時点でレベル２魔法を、しかも無詠唱で扱えるのは非常に不味まずいということだった。

　それで、慌てふためいている姉さんに僕は「姉さんの魔法で二本樹木が切れたんじゃないかな？」と、ごまかした。

　納得いかない風だったけど、信じてくれたようだ。

　まあ、子供が無詠唱でレベル２を扱うなんて、この世界の常識ではありえないことだから、その方向で信じるしかなかったのだろう。

　で、それからは僕はこっそりと魔術の修行をすることにしたんだよね。

　理由としてはレベル10魔法を普通に扱えることが分かれば、どう考えても面倒なことになるからだ。

　今はまだ肉体そのものが、かつての僕が扱っていた魔法を扱いきれていない。そのための慣らしの期間という言い方が適切な状況だ。

　だから、魔法学院行きについても一旦保留とした。

　そもそも魔法文明が衰退しているのも不気味だし、面倒ごとや厄介ごとは今は可能な限り避けて、まずは自分の力を早急に昔の次元まで引き上げることに専念しようと思ったのだ。

　で、僕は表向きは士官学校を目指すべく、剣術や筋力鍛錬、軍学なんかの座学を学ぶ日々となった。

　まあ、当然ながら僕としては別に士官学校には行きたくないんだよね。

　けど、魔導の探求というのも僕の目標ではあるけれど、それ以上に大きな括くくりとしての武という形で強くなりたいんだ。

　だから、当面は大人しく言うことを聞いて剣術修行をするってのも悪くないのも事実だった。

　と、そんなこんなで剣術を学んで数年が経たったある日──







　その日、僕がいつものように中庭で剣を振っていると、セシリア姉さんが突然に声をかけてきた。

「特別ゲストをお連れしましたよエフタル。今日はこの人から剣を学ぶことになります」

　ちなみに、僕は姉さんから週に三回剣を教わっている。

　どうにも僕は筋が良くて、剣術道場からわざわざ家庭教師に来てくれるレベルの人では既に学ぶことはないらしい。

　まあ、前世でも強くなるために一通りのことはやっていたんだよね。

　例えば、魔物に距離を詰められた時に、再度、距離を稼ぐ手段の一つとして剣術を少しはかじっていたし、この辺りはちょっとしたズルみたいなもんだね。

「特別ゲスト？」

「元アズール王国騎士団長のモーリア様です」

　セシリア姉さんが連れていたのは、五十代後半で筋骨隆々の白髪の男の人だった。

「おいセシリア？　これがお前の言ってた小僧か？」

「はい。そうです」

　するとモーリアさんは僕に模擬剣を放り投げてきた。

「構えろ。胸を貸してやる」

　と、そこでセシリア姉さんは胸を張った。

「ふふ、胸を貸すどころか……とっても驚くことになりますよ？」

「これでも今まで才能のある奴やつはたくさん見てきた。俺はもう多少のことでは驚かんさ」

「ふふ、ですから──多少のことではないと言っているのですが？」

「お前な……お前もお前の兄貴のフレイザーも達人だ。お前らを俺は子供の時から見ているし、その時も驚きはしなかった。才能があるのはすぐに分かったがな」

　セシリア姉さんはモーリアさんに不敵な笑みを浮かべる。

「で・す・か・ら！　私のエフタルちゃんを普通の物差しで測らないでもらいたいと言っているのですっ！」

　エフタルちゃんっ!?

　ドン引きしながら僕が狼ろう狽ばいしていると、うんざりだとばかりにモーリアさんは肩をすくめた。

「お前の弟好きは知ってるが、ここまでくるとほとんど病気だな」

　うん、モーリアさん。僕もそれは同感だ。

「ともかく構えろエフタルの坊ぼんっ！」

　言われるがままに僕は木剣を構えるが、対するモーリアさんは構えてはいない。

　まあ、僕相手には構える必要もないということなんだろう。

　でも、その自信も頷うなずけるものだ。

　──強い。

　対たい峙じするだけで感じる威圧感。

　今の僕の戦闘力が低いってのが大きいだろうけど……こりゃあちょっと尋常じゃないぞ。

「かかってこい小僧」

　モーリアさんが言い終える前に、僕は地面を蹴って跳躍していた。

　やや、不意打ち気味ではあるけれど、地力の差は否いなめないので仕方ない。

　そのまま僕は木剣を大上段から打ち下ろした。

　自分の剣を動かしもせずに、モーリアさんは身をひるがえして最小の動きで打ち下ろしを避よけた。

「遅すぎるだろ？　その程度か？」

　ニヤリとモーリアさんが笑った瞬間──。




　──身体能力強化っ！




　僕は一気に加速して、下段から撥はね上げるように木剣を一いつ閃せんする。

　そこでモーリアさんは再び身をひるがえして避けようとして……舌打ちと共に剣を動かして僕の剣を受けた。

　そのままバックステップで僕と距離を取る。

「はは、この年で身体能力操作を極めてるってか？　確かに……こりゃあ中々のタマだなセシリアッ！」

　その言葉で姉さんは誇らしげに頷いた。

「その子の身体能力操作は化け物じみていましてね。特に体内魔力操作があまりにもスムーズで……本職の魔術師ですらも舌を巻くレベルですからねっ！」

　いや、そりゃあそうでしょうよ。

　本職の魔術師っていうか……本職は賢者だからね。

「それで魔抜けじゃなければ魔法でも天才だったかもな」

　魔抜け……ああ、魔法適性無しのことか。

「だが……」と、モーリアさんはギロリと僕を睨んだ。

　今度はモーリアさんが僕に飛び掛かるようにして大上段からの打ち下ろしを仕掛けてきた。

　──速いっ！

　ギリギリのところで剣で受ける。

　──そして重いっ！

　受けた剣を持つ手がビリビリと震える圧倒的な剣圧だ。

「お前には技術が足りない、いや、何よりも背丈と筋力が足りない──っ！」

　いやいや。まあ、そりゃあ十歳だからね。

　猛烈な連撃をどうにかこうにか避けながら隙を探すけど、どこにも隙はない。

　と、そこでセシリア姉さんの悲鳴にも似た声が飛んできた。

「どーいうことなんですかっ！　子供相手に本気出してますよねっ！」

「やかましいセシリアッ！　お前がこんな化け物の前に俺を連れて来るからだろっ！　手加減してたらやられちまうっ！」

「本当に大人げないですよっ!?　怪我けがは絶対にさせないって約束じゃないですかっ！　ええい、そっちがそういうつもりなら、私もエフタルに助太刀しま──っ！」

　僕は強く剣を握りしめ、セシリア姉さんに怒声を飛ばした。

「良いから姉さんは黙っててっ！」

「えっ……!?」

　僕の言葉を受け、姉さんは「反抗？　エフタルが私に反抗……？　ありえない……そんなのありえない……」と、膝をついて頭を抱え地面に向けてブツブツと何かを呟つぶやき始めた。

　と、それは良しとして、僕とモーリアさんはお互いに再度剣を構えた。

　最初に感じた通りに強い……っていうか、滅め茶ちや苦く茶ちや強い。半端じゃない。

　魔法を使えばどうとでもなるけど、ここでそれをしても意味はないし。

　はてさて困ったな……。

「──俺とまともにやるには三年は足りなかったな小僧っ！」

　そうして大上段にモーリアさんが剣を構えた。

　この攻撃を避けることはできるけど、避けたところで反撃はできない。

　このままじゃジリ貧だ。

　そして上段打ち下ろしを避けたところで僕は──剣を捨てた。

「なっ!?」

　一瞬。

　本当に一瞬だけだけど、モーリアさんは僕の行動に動揺してくれた。

　そして、その一瞬もあれば十分だ。僕はモーリアさんの襟と袖を摑つかんで──




　──背負い投げ。




　日本にいた頃、僕は柔道をやっていた。

　一応、二段の腕前で素人なら摑んだ瞬間に宙を舞わせることができるんだよね。

　で、この世界じゃ組打ち格闘は軽視されているし、間隙を突けば絶対にハマるという想定通りだ。

　ましてや、寝技や関節技なんて軽視どころか概念が存在するかどうかすら怪しい。

　実際、この方法で前世で何度も窮地を脱したこともある。効果のほどは折り紙付きだ。

　と、まあ、僕は地面に叩たたきつけたモーリアさんに馬乗りになって──マウントパンチ四発からの腕ひしぎ逆十字。

　非の打ち所のない、綺き麗れいな一本勝ちだ。

　完璧に右手が極きまっている状態で、折ろうと思えばいつでも折れる。

　そうしてモーリアさんは愉快そうに笑った。

「ふははっ！　ふははっ！　本当に化け物かよコイツはよっ!?　剣術だけでもこの年齢だとありえねえレベルなのに……こんな妖怪じみた徒手格闘もできんのかよオイッ！　東方じゃあ組打ち格闘の技術も進化してるって聞いたが……」

「もう終わりということでいいんですか？　それとも、まだ続きをやりますか？」

　残った方の腕でモーリアさんは僕の手をポンポンと優しく叩いた。

「負けだ負け。俺の負けっ！　放してくれよなっ！」

　関節技を解くと、モーリアさんは立ち上がってニカリと笑った。

「ただし、格闘で負けただけだからな。剣術は俺の勝ちだ！　だから、今日は──引き分けだっ！」

　負けず嫌いっぽい人だな。

　まあ、いい人そうだし嫌いじゃないけどね。

　すると姉さんが僕に駆け寄って来た。そのまま猛烈な勢いで僕の胸にダイブをして、抱き着いてきたのだ。

「流石さすがはエフタルですねっ！　奇襲とは言え、まさか校長先生に勝っちゃうなんてっ……！　で、どうしましょうかモーリア校長？」

「聞くまでもねえだろ？　セシリア？」

　ん？　校長？　どういうこと？

　そうして姉さんは僕の頭を優しく撫なでてくれた。

「本当に君には驚かされるばかりです。学費免除の剣術特待推薦入学は百％だと思っていましたが……まさか校長に勝つだなんて……」

「えーっと……つまりこちらの元騎士団長のモーリアさんは……？」

　うん、と姉さんは満面の笑みで頷いた。

「栄えあるアズール王国士官学校の校長先生ですよ」

「そして……僕は？」

　モーリアさんはニコニコ笑顔でこう言った。

「剣術は規格外。座学も優秀って話だし……フレイザー兄ちゃんやセシリア姉ちゃんの記録を塗り替えての卒業も狙えるぜ？」

「エフタル？　貴方あなたのお母さんにも既に話を通していますからね。今日の試験をとてもあの人は気にしていました。これでお母さんを心の底から喜ばせることができますね」

　あー……なるほど。

　でも、僕は魔法学院に通いたい訳で。

　別に剣術は嫌いじゃないし、軍学とかも嫌いじゃないよ？

　……いや、でもさ、僕って……賢者な訳じゃないですか。

　って……えええええっ!?




　──本当にどうしてこうなったっ!?
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　それから四年が経過した。

　どうやら僕の士官学校行きは既定路線になっているようだ。

　この世界では十五歳で成人扱いになっていて、貴族の子息は一旦外に放り出される。

　普通はそれが士官学校なり魔法学院なんだけど……。

　まあ、僕も執行猶予一年でそうなるという訳だね。

　何だかんだで一人でも魔法の訓練はできるし、ようやく僕はレベル８までの魔法なら前世と同じように違和感なく使えるようになった。

　レベル９と10も使うことはできるけど、反応速度や発動速度という意味でのタイムラグがまだ若干ある。

　コンマ数秒とかのレベルだけど、命のやりとりの最中にそれはあまりにも致命的だ。

　で、以前の力を取り戻す以外にも、そこから先の領域の魔導の探求には魔法適性なしという事実の排除が必要だ。

　だから、僕はやっぱり各種資料や論文にあたるために、魔法学院にはいかなくちゃいけない。

　このまま家を飛び出してもいいんだけど、士官学校に入学が決まっている状況で家を飛び出すと母さんに迷惑がかかる。

　セシリア姉さん曰いわく、父さんは「魔抜けをまともに育てるとはお前も中々だな」と上機嫌らしいし、僕が家出しちゃうと母さんの立場は間違いなく更に悪くなっちゃうんだ。

　そして、今、僕が何をしているかというと……件くだんの父さんと、僕の家の応接室で面会しているという中々にヘヴィな状況なんだよね。







「初めまして……父上」

　父さんは五十代後半でヒゲを生やした男だった。

　冷たい目つきが印象的で、父さんは僕の言葉に一いち瞥べつをくれて──しばらく無言で何やら考えてからため息をついた。

「オルコット公爵閣下と呼べ。お前は正式な私の子ではない。しかも魔抜けの恥さらしときている」

「……オルコット公爵閣下」

「それでいい。しかし、我が家の開祖の雷神皇も泣いておろうな。我が一族に魔法適性なしが生まれるとは……」

　うん。本当に泣きたい気分だ。

　どうして僕の子孫にこんな奴やつが生まれたんだろう。

　子供達は厳しく躾しつけたんだけどな……。まあ、四百年も経たてば仕方ないか。

　ちなみに、母さんについてはこの場での同席すら許されていない。本当に何というか、もう無む茶ちや苦く茶ちやな感じだ。

「で、貴様は士官学校に剣術特待推薦入学をするということだな？」

「はい、そのように……」

　なっちゃってるんだよなー。いや、本当に困ってるんだけどね。

　そこで初めてこの人は嬉うれしそうに笑った。

　その表情を見て僕は安あん堵どする。

　息子の将来が安泰と見て、素直に喜んでいるように見える。めちゃくちゃロクデナシっぽいけど、やっぱり人の親なんだね。

「これで貴様の養育費もストップだな。特待であれば、衣食住の全てがタダだ。三年目からは軍部預かりになって給与まで出るはずだ。まあ、せいぜい家名に泥を塗らぬように励むがいい」

　前言撤回。正真正銘のダメな人だよこれは。

「それで……用事は？　まさかそれだけでしょうか？」

　父さんは立ち上がって、入り口のところに立っていた二十代の男の人に声をかけた。

「おい、ヨアヒムよ」

「何でしょうか父上？」

　この人は僕達の長兄で、フレイザー兄さんやセシリア姉さんの兄にあたる人だ。

　中々に筋骨隆々で、剣術の達人という話だね。

　そして、公爵のボディーガード兼後継者として、常に父さんに付き従っているのだとか。

「ヨアヒム。愛人が産んだとは言えコレは俺の子だ。本当に士官学校で恥をかかん程度の実力かどうかを見てやれ」

　そうしてニヤリとヨアヒム兄さんは笑った。

「──犬の躾しつけということでしょうか？」

「ああ、それで構わん。そこそこ腕は立つらしいが、今後増長して公爵家に逆らわんように力の差を見せてやれ」

　そうして僕は中庭に連れていかれて、訓練用の木剣を渡された。

　訓練用の木剣ではあるけど、これは普段は使わない奴だ。

　丈夫な樫かしの木でできていて、衝撃吸収の素材も一切使われていない。

　思い切り叩けば当たり前に骨が折れるし、それが頭なら頭蓋骨が陥没する。

　そうして木の剣を構えて兄さんはこう言った。

「俺は魔法学院の魔法学科で優秀な成績を収めていてな。特に剣技は上から数える方が早いぐらいだった」

　うーん……。

　逆に言うと他の科目は下から数えた方が早かったってこと？

「それでどうして僕が貴方と模擬戦を……？」

「お前の母親について、父上は心配されているのだ」

「どういうことでしょうか？」

「父上には愛人が十人以上いる。本妻との間にも既に何人も子がいたし……お前ができた時に、父上はお前の母親に堕胎しろと命令したんだ。純粋に邪魔だったからな」

　初めて聞いた話だけど……酷ひどい話だなそれは。

「その時、愛人がまるで正妻のように気取って、泣きわめきながら父上に抗議したと聞いている。そこで父上も人間ができているので……寛大な処置を取られたのだ」

「そんなことが……」

「そのおかげで父上は本妻である母上から、未いまだにお前についてネチネチと小言を言われておるのだぞ？」

「……それで？」

「今後の話だ。お前があの女のように、父上に何か意見等を言わぬように格の違いを痛みで分からせようという訳だ。愚弟のフレイザー、そして愚妹のセシリアも士官学校に行ってから増長したフシもあるしな。奴らは今では父上に公然と意見を言う始末だぞ？　正統血族ですら面倒だというのに、お前にまでそのような増長をされてはたまらんのだ」

「……」

　呆あきれてモノも言えない。

　こんな人が……こんなのが──

《俺》の子孫だってのか？

「まあ、お前もそこそこ腕が立つって言ってもガキの中ではってことだろ？」

　ヨアヒムは剣を構えた。

「いいぜ……ハンデをやるよ。最初はお前から打ってこい」

　では、遠慮なく。

「なっ!?」

　身体能力強化も使っていないのに、ギリギリでしか反応できていないようだ。

　剣術の達人という話は、見み栄えを張るための噓うそだな。この人の剣の腕は、セシリア姉さんとは比べるべくもない。

　とはいえ、上段打ち下ろしを受けられたのも事実。

　つばぜりあいの状態になったところで、僕は術式を発動させた。

　──身体能力強化。

　そのまま、受けた剣ごと──思い切り剣を押し付ける。

　半ば打撃のような勢いで圧力を加えると、グギャリと嫌な音が鳴ってヨアヒムの鼻骨が粉砕された。

「なっ……なっ……」

　ヨアヒムはその場で崩れ落ちて、そして信じられないとばかりに止めどなく溢あふれる鼻血を呆ぼう然ぜんと眺めていた。

「二度は言いません。これ以上、僕の母親を侮辱しないでいただけませんかね？」

　そのまま僕は屋敷の中に戻ろうと歩を進める。

「おっ……おい……俺にこんなことして──ヒッ！」

　そうして《俺》は振り向いて、殺気と共にこう言った。

「それ以上グダグダ言うなら殺すぞ？」

「ヒッ……ッ！」

　そうして、父さんとヨアヒム兄さんは呆然と僕の背中を見送ったのだった。







　──その時の僕は、本当にこの後に二人を殺すことになるとは思いもしなかった。

　いや、僕じゃなくて《俺》の方なら予測はしていたのかもしれないけれど。
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　──それから二週間ほどが過ぎた。

　基本的には頭の悪そうな連中だったし、何らかの報復はあると思っていた。

　いや、実際にはその予定だったのだろうけど、彼らには彼らの大仕事があって、僕については後回しにされていただけというのが実際のところだった。

　と、いうのも──

「セシリア姉さん？」

　夕暮れ時に、鎧よろいに返り血を浴びたセシリア姉さんと、やはり返り血を浴びたモーリアさんが僕の家を訪ねてきた。

　そして、セシリア姉さんのその背には一歳～二歳の赤子が背負われていたのだ。

　二人を家に入れようとするが、二人はドアの前から中には入らない。

　そうこうしている内に母さんがやってきたんだけど、能天気な表情の母さんと、そして普段とは違う張り詰めた表情のセシリア姉さんが顔を突き合わせる格好となった。

　剣術の稽古の時なんかは姉さんはこれに近い表情を見せることはあるけど、今日の表情とは……一線を画している。

　まず、間違いなくロイヤルガードの仕事関連で何かが起きている。




　──それもとびっきりに不味まずい感じの奴だろう。




　そうして、セシリア姉さんは能天気な表情の母さんを見て、しばし何かを考える。

「……これから先の話を聞くかどうかはお任せします。もしも聞かないのであれば、私達はすぐにここを立ち去りますので」

「聞くかどうかを任せるとはどういうことでしょうか？」

「貴女あなたとエフタルに危険が及ぶ可能性があるということです。後に何かがあった場合、私達を追い返したということにしてください」

　姉さんの真剣な表情を見て、母さんは小さく頷うなずいた。

「それはお国の事情の話なのですね？」

「はい」

「そして、貴方あなた達は私に何らかの協力を求めている……と？」

「そうなります。今後、情勢がどう転ぶかは分かりません。状況次第ではこの家の立場は今よりも悪くなります」

　すると母さんは優しく笑ってセシリア姉さんの肩にポンと掌てのひらを置いた。

「ここは私の家だけではなく、エフタルの家です。かつて、魔王を討伐し、この国に多大なる貢献をした……雷神皇の子孫のね」

　母さんはそのまま僕を強く抱きしめる。

「雷神皇の血を引くエフタルが、お国の一大事に……事情を何も知らないままに貴方達を行かせるなど、教育者である母の私がさせる訳にはいかないでしょう？　そもそも、お国を思う気持ちは私にだってあります。危険だからなどと……少し私を舐なめ過ぎでは？」

　母さんの言葉を受けて、セシリア姉さんは苦笑した。

「いや、エフタルに危険ということで過剰反応を起こす可能性もあったものですから」

「過剰反応？」

「いや、私はこれでも軍人で公私の区別くらいはつきます。エフタルが最優先なのは貴女と変わりませんが、そこが戦場であれば、軍人としての私の……理路整然とした立ち回りとなる。そういう訓練を受けています」

「……？」

「ですから、つまり、貴女って……親バカなので」

「親バカ？」

　そうして僕とセシリア姉さんと母さんの三人はしばらく押し黙った。

「……」

「……」

「……」

　沈黙を破るように、母さんはそのまま小首を傾かしげてこう言った。

「親バカって何のことでしょうか？」

　僕とセシリア姉さんは驚きよう愕がくの表情で顔を見合わせた。

　そして──




　──ないのね、自覚……と脱力気味に苦笑したのだった。




　そうしてセシリア姉さんはコホンと咳せきばらいをしてこう言った。

「ともかく、いつものようにエフタルを巡ってのおバカな感じ……そういう軽い感じの訪問ではありませんので」

　いつの間にやら母さんの表情から能天気の色が消えている。

　母さんは姉さんの言葉を受け、コクリと小さく頷いたのだった。







「誰が敵で誰が味方かすら分かりません」

　武装を解いて湯あみをした二人は、応接室で紅茶を飲みながら母さんにそう言った。

　──曰いわく。

　隣国との戦争中にある僕達の国は、先日……戦局を分ける一大決戦を行うために国軍の六割の戦力を戦地に派遣したらしい。

　そのこと自体に問題はないのだが、厄介なことにこの国は政局が不安定となっていたのだ。

　と、いうのも先王の次男が、現在の国王となってしまっているからなんだね。

　長男を差し置いている理由としては、あまりにも優秀過ぎるという一言に尽きるらしい。

　そして、長兄が国務大臣になっているという……どう考えても泥沼不可避のややこしい状況なのだ。

　とはいえ、何だかんだで不安定ながらにここ数十年は安定していたのも事実なのだ。

　何故なぜなら、現在の国王は女子しか子宝に恵まれていなかった。

　最終的には大臣である長兄の嫡男に王位が譲られるということで、ギリギリのところで微妙なバランスを保ってた訳だね。

　けれど、最近、現国王に息子が生まれた。

　──それからは宮廷は滅め茶ちや苦く茶ちやなことになった。

　長兄派はにわかに殺気立ち、国王の嫡男の暗殺計画の噂うわさがまことしやかにささやかれるようになったのだ。

　そして長兄……大臣派の筆頭こそ、我らが父であるオルコット公爵ということになっている訳だ。

　ちなみにフレイザー兄さんやセシリア姉さんについては、士官学校に通った時から実家とは距離を置いて、今は完全に軍部の人間となっている。

　二人ともロイヤルガードに籍を置いていて、現在の国王陛下にも一目置かれ、立場的には現体制派の若手の有力株といったところだ。

「そして、私達が今……お守りしているのが王太子殿下です」

　姉さんの言葉にモーリアさんが頷いた。

「今回の大遠征を機に大臣派閥が仕掛けてくるっていう情報があってな」

「兄……ロイヤルガードの近この衛え騎士団長であるフレイザー兄さんが、上層部を丸め込んで退役軍人にまで緊急招集をかけたのです」

「ああ、さすがはフレイザーだな。俺みたいなロートルにまで緊急召喚をかけて宮廷警護をガッチガチに固めやがったんだ」

「まあ、この政情であれば、ロイヤルガードの団長としては当然の処置ですけどね」

「ああ、そのとおり。なんせ、国内がすっからかんの状態だからな。士官学校のヒヨッコレベルまでを導入して宮廷・王都の警備に回したまでは良かったんだが……」

「ええ、暗殺者の類であればネズミ一匹通さない警護でしたが──」

「まさか連中……王都を売るとは思わなかった。警護ではなく防衛となると話は別だからな」

　話によると、大遠征の最中に南の異民族の軍勢が王都に攻めてきたらしい。

　当然のことながら、遠征前に周辺各国とは利害関係の因果を含めたところで話はついていて、後顧の憂いのない状態での遠征となっている。

　しかし、本来は起こりえないはずのことが起きてしまった。

　そして南の異民族を王都まで手引きした何者かの形跡も確認されていて──

「恐らくは父上でしょうね。大臣派の筆頭で……公爵級以上で唯一国内に残っている最大の権力者です」

「元々黒い噂ばっかりだったから……あ、すまん。この場所でいうことではなかったな」

「いいえ大丈夫です。この場の全員──あの人を好いてはいません」

　そこで場に笑いが起きたが、どうにも状況は不味いようだ。

「異民族に王都が落とされました。まあ、主戦力が帰ってくれば即時殲せん滅めつされるのは連中も分かっているので、金銀財宝を奪った後に去るでしょう。そして異民族に宮殿を占拠される直前に、ロイヤルガードの精鋭とモーリア校長と共に王太子殿下をお連れして逃げ延びようとしたのですが……」

「俺達以外は全滅。オマケに襲ってくるのは異民族じゃなくて手て練だれの暗殺者達ばかりってことよ」

　そこで母さんは恐る恐るといった風に血の気が引いた表情で尋ねた。

「それで……フレイザー様は？」

　その問いかけに、二人は暗い面持ちを作った。

「宮廷を脱出する際に……兄さんが矢面に立って血路を開きました」

「足止めと時間稼ぎを引き受けてくれたんだが……フレイザーもまた剣の達人だが、あの状況じゃどうにもならねえだろう。むしろ、よく俺達を逃がすことができたもんだ」

「そうですね、今は兄の遺志を台無しにしないように、どうにかして殿下を安全なところまで……」

　そんな……と僕は思う。

　フレイザー兄さんが……死んだ？

　セシリア姉さんと同じく、公爵家で孤立している僕を表から裏から助けてくれていた……あの優しい兄さんが？

　と、母さんは一筋の涙を頰ほおに伝わせて、二人に再度尋ねた。

「それで皆様はこれからどうするおつもりで？」

「国境を抜けて一番安全な場所……我が国家の主戦力の下に殿下をお届けします。まず、遠征は中止となってトンボ返りとなるでしょう」

「だが、それまでが難儀だ。連中も俺達の動きは承知しているだろうしな。国境を抜けるまでのルートは限られているし、網は張られているだろうよ」

　そうしてセシリア姉さんはペコリと母さんに頭を下げた。

「宮廷は毒蛇の巣です。信用できる場所はここしかありません。我々に一晩の宿と……道中の糧食を授けてはもらえないでしょうか？」

　当然のことながら、僕と母さんは大きく頷いて、二人に可能な限りの協力を申し出たのだった。







　そして翌日。

　セシリア姉さんとモーリア校長が出立しようと屋敷の門の外に出ようとした時、軽けい鎧がいと白銀の剣で武装した僕は二人を追いかけていった。

　──この国は《俺》が生きていた時から続いている王家の国だ。

　当時の国王陛下には良くしてもらったのを覚えている。だから、もちろん、《俺》には国を守る義理がある。







　──それは俺の全力の魔術をもって処理するに値する程度にはな。








☆★☆★☆★









　国境へと向かう森の中。

　僕達は二回の襲撃をかわして、いよいよ隣国までは目と鼻の先となった訳だけど……。

「しかし、エフタルが参加してくれたのは僥ぎよう倖こうだったな」

「ええ、私やモーリア校長と比べても既に剣の腕も遜色有りませんし、何よりも信用できる戦力です。確かにこれ以上のない援軍ではあります……が……」

　セシリア姉さんも違和感に気づいているようだ。

　二回の交戦で、襲撃をしかけてきた連中は怪我けが人すら出さない段階で撤退した。

　是が非でもこの場で王太子殿下を亡き者にするというのが、連中の至上命題のはずなのに。

「姉さん、予想通りにこの森は既に……」

　と、その時──森のあちこちで爆発音が起き始めた。

　この音、そして微かすかに大気に漂う雷の気。

「とにかく急ぎましょう。この場に留とどまるのは最大の愚策でしょうしね」

　周囲に展開され、断続的に爆発音を奏でているこの魔法はまさか……。

　と、僕がそんなことを思っていたその時、樹林を抜けて視界が広がった。

　ようやく森を抜けた訳で、本来であれば国境までは後本当にもう少しのところまで来ている。

　でも、僕達の眼前には最後の難関でもあるモラリス平原が広がっていた。

　見晴らしのいい平原で、恐らくここに連中が網を張っているのは間違いないと思っていたけれど……。

「おいおい……ありゃあ……公爵家付きの魔術師団じゃねーか」

　平原には二百名程度の魔術師団が見える。

　儀式陣形を組んでいて、儀式魔法を連打できる態勢なのは明白だ。

「公の師団を動かすとは、本当になりふり構ってないようですね。危惧していた通り、先ほどの暗殺者達はあくまでも斥候。この森に我々がいるということを確定させればそれでいい……それだけの情報を魔術師団に伝えれば良かったのです」

　そこでモーリア校長は「あっ」と息を吞のんだ。

「連中……包囲爆撃で森ごと焦土にするつもりか？」

　ええ、とセシリア姉さんは頷うなずいた。

「あの儀式陣形は我が公爵家が扱うことができる最強の虎の子……レベル６：雷神エフタルです。先ほどから森の中で轟とどろいている爆発音は……伝説の四皇の名を冠する大魔法でしょう」

　そこでスンスンとモーリアさんは鼻を鳴らし始めた。

「煙……？　雷で発火したってことか？」

「それもあるでしょうが、別口で森の入り口からも放火したのでしょう。我々を確実に逃がさないためにね」

「まあ……もうお手上げだな。せめて王太子殿下だけでも生かす方法はないか？　文字通りに命と引き換えの方法なら……」

「退路は断たれています。しかも儀式陣形を組み終えた二百の魔術師団相手に、見晴らしのいい平原で距離を置かれている。三人で切り込んだとしても、連中に到達する前に集中砲火を受けてどうにもならないでしょう」

「八方塞がりって奴やつだな。だが、最後まで諦めちゃいかんってのが俺の信条よ。世の中は大体のことは気合で何とかなるもんだ」

「根性論は私は好きでは……いえ、校長限定であれば嫌いではありませんが現実的ではありませんね」

　姉さんが諦めたように首を左右に振った時──そこでずっとその場で固まっていた僕は我に戻った。




　──あの魔法がエフタルだって？




　いつから《俺》のオリジナル魔法はレベル６みたいな低レベルなものに成り下がったんだ？

　劣化した術式を扱う外道の子孫共か……。本当にとことんまで俺をコケにしてくれる連中だ。

「はは、こりゃあ許せねえな」

「……エフタル？」

　そうして俺は掌てのひらを頭上に掲げた。

「レベル７：絶対氷結コキユートス」

　俺を起点に見る間に一面を銀世界、純白に染め上げていく。

　それは言い換えるのであれば、森全体──距離にして一キロ程度を氷結が包んでいくということだ。

　無論、森の中に発生していた全ての火が消失する。




「え？」「え？」




　一面の銀世界を確認した二人が同時に口をパクパクと開閉させて、打ち上げられた魚みたいな状態になった。

　まあ、この世界だと……このレベルの魔法を単独で扱うなんて聞いたことすらないんだろうな。

　故に、その反応も仕方のないことではある。

「それじゃあちょっくら行ってくる」

　そうして、俺は平原へと向けて悠然と歩みを進めはじめた。

「この氷結は一体……？　尋常ではない規模の魔力行使……？　いや、エフタル？　それよりも……一人で突撃するつもりですか？」

　コクリと俺は頷いた。

「冥途の土産に、連中に見せてやろうと思ってな。本物のレベル10：雷神皇エフタルって奴を」

　そうして俺は振り向きもせずに右手を上げて、セシリアにこう言った。

「普段は大人しくてもな…‥‥雷神皇カミナリサマってのは本当は怖えんだぜ？」







サイド：オルコット公爵




　二百名を超える魔術師団。

　我がオルコット家の虎の子の魔術師達だ。

　開祖である雷神皇より四百年。我がオルコット家はアズール王国の魔術顧問を務めてきた。

　この戦力は今回の遠征では国を守るための最後の砦とりでとして残されたものでもある。

「しかし公爵閣下？」

　魔術師団の副長である賢者リチャードが私に頭を下げながら尋ねてきた。

「どうしたリチャード副長？」

「本当に王太子殿下を亡き者として大丈夫なのでしょうか？」

　そこで私はカッカと笑い、息子のヨアヒムが私の代わりにリチャードに応じた。

「心配するなリチャード副長よ。大臣である王兄殿下派はもちろんのこと、国王陛下の派閥にもかなりの部分の根回しは終わっている。王太子殿下が異民族に殺されたという悲しい事件であれば……仕方ないと大人しく静観してくれる程度にはな」

「存じてはいますが……しかし本当に？　王太子殿下……を？」

「元々は王兄殿下のご子息に王権が譲られるという話だったのだ。全てはそれで上手うまく回っていたんだよ。そこに生まれてしまった王太子殿下は……あまりにもその存在がこの国にとって爆弾に過ぎる」

　そこでヨアヒムは大きく頷いた。

「これも国家を憂える気持ちからのことよ。王太子殿下がいれば国が割れるのは必定。ならば誰かが汚れ仕事をしなければならん。リチャード副長よ？　お前もまた……国を憂える国士よな？」

「……それは……まあ……」

　私はリチャードの肩をポンと叩たたく。

「王兄殿下のご子息が国王になれば、私は公爵から大公になることが内定している。そうなれば魔術顧問でなく国務の大臣も兼任となる。既にいくつもの肩書を兼任している私だ。と、なると……忙しすぎてこの魔術師団の団長は兼任できんようになる。なあ、リチャード魔術師団長？　再度問うが、お前もまた国を憂える国士よな？」

　最初からリチャードは、「お前を魔術師団の団長の後釜とする」という言質が欲しかっただけだ。

　こやつは優秀であり、なおかつ利益で動く男だ。

　そこに利益がなければ私ですらも簡単に切り捨てるし、逆に言えば──だからこそ信用できる。

　そこでリチャードはうんと頷いた。

「ええ。私もまた国を憂える者。誰かが汚れなければならないのであれば、国のためにこの身を捧げましょう──オルコット大公閣下っ！」

「ああ、今後ともよろしく頼むぞ。リチャード魔術師団長」

　ニヤリと笑ったところで、標的のいる森の方に視線を送る。

　次男のフレイザーは既に亡き者に……そして長女のセシリアもまた、今回の包囲爆撃で殲せん滅めつの対象となるがそれも仕方ない。

　いや、むしろ好都合か。

　そもそもアレらは、私のやることなすこと全てに逆らってきた不出来な子供達だ。

　私にあてつけるように軍部で頭角を現しているらしいところが……また憎らしかったしな。

「……ん？」

　そこで私は異変に気づいた。

　森の中から一人の小柄な少年が出てきたのだ。

　剣を片手に、無防備に、無造作に、悠然と、ゆっくりと──歩を進めてきた。

「何だあの少年は？」




　──そして、モラリス平原に、雷神皇が出現した。







サイド：エフタル




　砲火がどんどんと苛烈になってくる。

　最初はレベル２：魔法矢マジツクアローから始まり、レベル３、レベル４と単発の魔法が飛んできて、最後はレベル５：魔法爆炎矢エクスプロージヨンアローか。

　まあ、全弾、俺の張った常時防御魔法陣で俺に届く前に空中で叩き落とされているがな。

「しかし、レベル５くらいどうして一人で扱えないんだよコイツらは？」

　俺がそう呆あきれたところで、連中も単発ではどうにもならないと気づいたらしい。

　ならば、数でゴリ押しだとばかりに魔法矢マジツクアローが数百単位で飛んできた。

「だから、俺にはそれは届かないって」

　右手を掲げるだけで、全ての矢が空中で爆裂四散する。

　と、その時──連中の儀式魔法陣に流れている魔力に、明らかな動揺と恐れの色が走った。

「おいおい、戦場で……魔力の流れで精神状態を悟らせてどうすんだよ？」

　どんだけ練度の低い連中なのかと涙が出そうになってくる。

　息子達にはちゃんと魔法の使い方とケンカのやり方は教えたはずなんだけどな……。

　四百年っていう歳月は恐ろしいな。と、俺が嘆いていると──

「まあ、そうくるわな。それしか打つ手もねえだろうし」

　そうして連中は虎の子であるレベル６：劣化雷神レツサーエフタルの準備に入った。

　連中は雷神エフタルと呼んでいるらしいが、あんなもんに俺の名前をそのまま使われちゃあコケンにかかわるってもんだ。

　で、アレは基本は殲滅魔法だ。

　単体に仕掛けるには向いてないんだが、連中としてはそれしか打つ手はないんだから仕方ない。

　そうして雷撃がこちらに放たれる寸前で俺はパチリと指を鳴らした。

「レベル７：四精霊極大防御陣エクストラマジツクガード」

　俺の周囲半径十メートル程度、半球状に虹色の魔法陣が形成される。

　さすがに常時で発動している補助防御魔法陣だけでは、直撃を受ければかすり傷程度は負ってしまう可能性があるからな。

　ここは保険も兼ねて、完封させてもらおうか。

　で、魔法陣に雷が到達した瞬間……ジュオンッという効果音と共に雷は水蒸気となり雲散霧消していく。

「はは、本当に情けねえ連中だ」

　儀式魔法陣の魔力の流れを察するに、連中の全員が今の完封で完全にビビッたらしいな。

　さて、連中の鼻先まであと五十メートル。

　連中如ごときに魔法は必要ないので俺は剣を抜いた。

　っていうか、実戦でキッチリと剣技が使えるかどうかの試運転でもあるからな。

　──身体能力強化

　魔術師団なんて懐に飛び込んでしまえば後は近接戦闘の素人しかいない。

　そこで俺はフッと笑った。

「百人斬りならぬ二百人斬りか、まあ、それも一興っ！」

「撃てっ！　撃てっ！　撃てっ！　儀式陣形の先端に切り込まれるぞっ！」

「そんなこと言ったって雷神エフタルすら無効化する正真正銘の化け物相手に──アビュッ！」

　はい、一匹目。

　陣形の最先端──魔術師の脳天をカチ割った。

「ギャッ！　ギャアアアアッ！」

「グワアアアッ！」

　剣を振ると人間が叫ぶ。

　剣を振ると人間の首が飛ぶ。

　なるほど。剣ってのも悪くはねえな。今後は剣に魔法を乗せる練習もしていこうか。

　と、俺の背後で……無駄だというのに魔法矢マジツクアローの詠唱をしているマヌケの声が聞こえてきた。

「お口はチャックしといたほうがいいよな？」

　──即興でレベル２の爆発魔法を乗せた剣を振る。

「ギシャッ！」

　爆裂粉砕された下アゴの肉片と骨片を撒まき散らしながら、マヌケはその場に倒れた。

　しかし、当たり前っちゃあ当たり前だが、やはり本職の魔法剣士であるセシリアに比べれば魔法伝導率が悪いな。

　今度、基礎を教えてもらうか。

　さて、陣形に切り込んでから十メートルほどは斬り進んだか。

　俺は加速して、周囲に立っていた六人を瞬く間に斬り倒した。

　と、そこで、周囲の連中の態度が明確に変わり、その表情は恐怖と絶望の二色に完全に塗りつぶされた。

　魔法を無効化した謎の魔人という認識から、自分達に死を告げる死神だという認識に改めたのだろう。

「ヒッ！　ヒッ！　ヒィ[image: ][image: ][image: ]ッ！」

「どけ！　どけっ！　逃げられねえだろうがっ！」

「触るな！　アレには触るなっ！　に、に……人間じゃねえっ！」

　瞬く間に陣形は崩れ、周囲の連中は我先にと逃げようとするが──と、そこで俺は笑った。

「生あい憎にくだが渋滞中だとよ」

　密集陣形が災いしている上に、奥の方の連中は仲間が何もできずに惨殺されていることを認識していない。

　そうなれば人山をかき分けて逃げるしかないが……。

　俺はニタリと笑いながら剣を振り上げた。

「戦闘中に背中を見せちゃダメだって、小さいころにママから教わらなかったか？」

　剣を振る。人が倒れる。

　剣を振る。人が死ぬ。

　ただただ、逃げ惑う背中に刃やいばを振り落としていく。やりたい放題の打ち込み放題とはこのことだな。

　まあ、異民族に国を売ってまで卑劣な方法で王太子殿下を亡き者にしようとする外道共だ。俺も最初から遠慮するつもりもない。

「でも、まあ……ウサギ狩りに似たような状況で、逃げる連中を後ろから斬るだけじゃあ剣の練習にもならんな」

　仕方ない。

　と、俺はそこで掌てのひらを頭上に掲げた。

「冥途の土産に見せてやるよ」

　俺の掌から魔力が空に放たれ、瞬く間に巨大な積乱雲が形成される。

　俺の魔力に腰を抜かした男が、かすれるような声でこう言った。

「雲……天候を……操った？　レベル９……ロストテクノロジー……神の御み業わざ……？」

　いいや、と俺は首を左右に振った。

「天候は正解だが雲じゃねえ。俺が操るのは雷だ。テメエらみたいに静電気をどうこうするショボくれたもんじゃねえ──本物の雷をなっ！」

　そうして俺は掲げていた掌を正面に向ける。

「レベル10：雷神皇エフタル」

　超ド級の轟ごう音おんと共に、特大の雷が陣形の中央に落とされた。
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　地表を紫電が巡り、落雷が外道共を焼いていく。

　悲鳴をあげる暇すら与えず、死神と同義の稲光は──猛烈な勢いで鎌を振るい、命を刈り取っていく。
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　そして、数秒もしないうちに都合二百の焼死体が転がることになった。

　そうして俺は炭化した死体の中を悠然と歩いていく。向かう先は雷の落ちた爆心地だ。

　ただ、事前に遠隔操作でその場所にはレジスト魔法を張っているし、魔力操作で雷の威力をピンポイントで抑えている。

　と、いうのも──

「よ、よ、寄るな化け物っ！」

　恐怖のあまりに涙と涎よだれを垂れ流すのは我が父上殿だ。

　取り乱しているあまりに、俺が息子であることも気づいていないらしい。

「え、え、エフタルっ!?　俺の弟がどうして……っ!?」

　こちらのお兄様は恐怖のあまりにズボンを濡ぬらしてしまっている。

　そこで俺は心の底からのため息をついた。

　──我が子孫ながら……本当に情けない……と。

　ともかく、二人は襲撃者が俺であることを理解したらしい。

「ど、ど、どういうこと？」

「お、お、お前っ！　公爵家の魔術師団に逆らってタダで済むと──ッ？」

　タダで済むもクソも全滅してんだろうが。

　そんなんで脅しになってるとでも思ってんのか？　どこまでもマヌケな連中だ。

「と、ともかくっ！　国軍に対する反逆罪だぞこれは！」

「そ、そうだっ！　大人しくお縄につけっ！」

　そこで俺は拳を振りかぶり、出来の悪い長兄の鼻っ柱に右ストレートを叩たたき込んだ。

「ぎゃっ！」

　拳が鼻骨を粉砕し、長兄は五メートルほど吹き飛んで地面に着地。そのまま数メートルゴロゴロ転がったところで気絶した。

「王太子殿下の暗殺未遂だ。首謀者含めて全滅しましたってのじゃ収まりが悪いよな？」

「えっ……？」

「それだけのことをやらかそうとしたんだ。キッチリした形で責任を取る者が必要だろうが？　この場の責任者はテメエじゃねえのか？」

「へ……？」

「ああ、後な？　俺の──世話をしてくれていたフレイザーが死んだってよっ！」

　ひざまずいた状態の親父おやじの顔面をサッカーボールに見立て、俺はボレーシュートの要領で思いっきり足を振りぬいた。

「テメエの息子すら殺すような外道に慈悲はねえっ！　縛り首だよテメエらはっ！」

　そうして、「グギッ！」という汚い悲鳴と共に、親父は地面に倒れて、その歯の数本が宙に舞った。
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　そうして僕達の父親は縛り首にされることになった。

　王太子殿下の暗殺なんていうことを計画したのだから、それは当たり前の報いだろう。

　それで、僕達の公爵家なんだけど……当然ながら立場も非常に怪しくなり、お家取り潰しの話もあった。

　だけど、そこはセシリア姉さんが命を張って王太子殿下をお守りしたという事実でお目こぼしがされて……まあ、ギリギリのところでことなきを得たんだ。

　とはいえ、色々とペナルティはあったけど、そこはお家断絶に比べれば遥はるかにマシだ。

　そうして公爵家は当主が死んで、次世代が継ぐことになり、母さんも公爵家の屋敷で一室をあてがわれることになった。

　そして──

　とある山中で僕とセシリア姉さんとモーリア校長は久方ぶりに顔を合わしていた。

「レベル７：魔王炎熱陣エビルフレアっ！」

　僕の魔法で、半径二百メートル内の全てが炭化していく。

　土も猛烈に熱せられて、一部がガラス化している有様だ。

　ちなみにセシリア姉さんとモーリア校長は僕が張った防御結界の中なので一応は安全である。

「レベル７：覇王風神刃カオスウイードっ！」

　今度は周囲の半径二百メートル程度の樹木が一瞬で薙なぎ倒された。

　で、まあ、どうしてこんなことをしているのかというと、この二人はこの前の事件の時に、僕の本当の力を見てしまっているからだ。

　そうなんだ。既に言い逃れができないほどに、理不尽な力を見せてしまっているんだよね。

　ならば、やはり真実を知らせないことには収まりがつかないだろう。

「これは……何という……」

「レベル７のバーゲンセールってか……」

　二人は僕の魔法を見て、信じられないモノを見るようにただひたすらにパクパクと口を開閉させている。

「おい、セシリア？　お前の公爵家はコレを知っていたのか？」

「もしも知っていたなら今頃……世界中が大混乱ですよ、校長。いや、父上の性格からして、エフタルという決戦兵器をもって、公爵家単独による力のみのクーデターを……」

　そうしてセシリア姉さんは、表情に驚きよう愕がくの色を混ぜながらも、いつものように柔和な笑みで僕の頭を撫なでてくれた。

「なるほど。これが本当のエフタルですか」

「黙っていてごめんなさい……姉さん」

「エフタル？　君はどうしてこのような力を持っているのですか……？」

「……」

　そこで姉さんはうんと頷うなずいて、僕の肩をポンと叩いてきた。

「言いたくないのであれば言わなくてもいいですよ」

「……うん」

　そこでモーリア校長もまた大きく頷いた。

「これは俺達三人だけの秘密だ。そういうことで文句はねえな？」

「ええ。異議はありませんよモーリア校長」

「ところで──これからエフタルはどうするつもりなんだ？」

「僕の目的は魔導の探求です。これから魔法学院に入学して設備の整った場所で更に魔術を磨く予定ですよ」

　そこで二人はギョッとした顔を作った。

「エフタル？　君は……今更……魔法学院に通うつもりなのかい？」

「え？　そのつもりだけど……」

　流石さすがに学ぶことはないとは思うけど、魔法適性に関する資料にはあたる必要はあるからね。

「しかしお前……本当に？」

　何を驚いているのかは分からないけれど、まあ、とりあえず僕は行かなくちゃならない。

　これから一年間も修行すれば、前世の力も完全に取り戻せるだろうし、剣術という新たな力も得た。

　もうこれ以上ここにいても一人ではできることも少ないしね。







　それから──

　僕は公爵家の邸宅で一年を過ごした。

　セシリア姉さんとモーリア校長がたまに剣の練習をしてくれるが、二人ではもう僕には教えることは何もないとのことだ。

　で、以前ほどには隠す必要もなくなったので、魔術の訓練も庭で行えるようになったのは嬉うれしかったな。

　まあ、基本的には魔法剣の練習を行ってたんだけどね。ここについてはセシリア姉さんに基礎を教えてもらえたのは大きい。

　前世の僕では全くの門外漢だったしね。

　と、そうして僕の魔法学院の入学試験先も決まり、遂ついに別れの時がやってきた。

「それではエフタル。あまり……やりすぎないようにね」

　公爵の執務室で、僕はセシリア姉さんから含み笑いと共にそう言われた。

　やりすぎないでっていうのは……どういう意味なのだろうか？

「ええ、姉さんも色々と大変だとは思いますが……」

　実際問題としてこの人は暫定公爵家筆頭として多忙を極めている。

　だから、本当の出立は明日だけど、今、この瞬間に正式な別れの言葉を告げているのだ。

　と、いうのも仕事は公爵としての執務だけじゃない。

　それに前公爵は縛り首となったが、それだけでこの家としての責任が終了した訳でなく、今でも方々に謝罪に回っている。

　本当に僕達の父親はとんでもないことをしてくれたものだ。

「姉さん？　僕も家に残ってセシリア姉さんの手伝いを……」

　言葉と同時に姉さんは首をフルフルと振った。

「君には君の人生があるでしょうエフタル。これまで公爵家から虐げられてきた貴方あなたです。これ以上は父上に君に迷惑をかけさせる訳にはいきません」

「でも……」

「いいんですよエフタル。たまには年上の姉らしいことをさせてはくれないでしょうか？」

　そう言って笑う姉さんを見て……今この瞬間が別れの挨拶だと思うと涙が出てきた。

「──姉さんはいつだって……僕に姉さんらしいことしかしてくれてないじゃないか」

「男が人前で涙を流すもんじゃないですよ」

　全く……と僕は思う。

　子孫に窘たしなめられてどうするんだと。

　出来の悪い子孫ばかりだったけど、ちゃんとした人間が育ってくれていた。

　それも合わさって、そして、セシリア姉さんの弟であるエフタルとして、この人を慕う素直な気持ちから──どうにも涙が止まらない。

「はは、本当に……強いのか……それとも頼りないのか分からない子ですね」

「……」

「いつでも帰ってきていいですからね。私だけは何があっても、絶対に君の味方なんですから」

「……はい」

　そう言って姉さんは僕が泣き止やむまで、ずっと抱きしめていてくれたのだった。







　──そして。

　魔法学院の入学試験へと向かう前に、旅装の僕は生家へと立ち寄った。

　公爵家の本宅に慣れたせいか、どうにも酷ひどくみすぼらしく見えるね。

「やっぱり僕達の扱いって最低だったんだろうな」

　そんなことを思いながら、今は空き家となった家の中に入る。

　ちゃんと鍵もかかっていて戸締りもされているんだけど、そこは子供の時から住んでいる家だ。

　秘密の入り口の一つや二つは知っている。

「移り住んでから一年……か」

　うっすらと埃ほこりが積もっている室内を僕はゆっくりと歩き始めた。

「はは。背比べの後だ」

　柱に僕の成長記録が刻まれていて……母さんは身長を記録する度に喜んでくれたっけ。

　──新しく生まれて十五年。

　僕はここで優しく、そして大切に育てられた。

　前世の記憶もあるけれど──雷神皇としての自分だけではなく、母さんの息子であり、セシリア姉さんの弟としての自分も心の中にはちゃんと育まれているんだ。

　胸に溢あふれる思いと共に屋敷の中を一歩ずつ、嚙かみしめるように歩いていく。

　と、そうして僕が屋敷から出たところで──

「母さん？　どうしてここが分かったの？」

「ふふ。貴方は私の子供ですよ？　息子の考えていることの分からない母親がどこにいますか」

「……」

　昔から母さんは妙に勘が鋭い。

　まあ、母親とはそういうものなんだろうね。

「当日──母親に別れも言わずに行く馬鹿がどこにいますか」

「その……照れくさくて」

　いや、違う。

　母さんを見ると絶対に泣いてしまうと思ったから、だから僕はセシリア姉さんの後、母さんの部屋に立ち寄らなかったんだ。

「セシリア様から言われませんでしたか？　男が人前で泣くものではない……と」

　本当に昨日から泣いてばかりだ。

　っていうか、前世でもそうだったんだけど、僕って結構……涙もろいんだよね。

「母さん？」

「何でしょうかエフタル？」

「必ず帰ってきます。僕の目的を達成すれば……必ず」

「目的を達成しなくとも好きな時に帰ってきなさい。ここは貴方の家族が住む国なのですから」

　そうして母さんは懐から小包を取り出した。

「貴方が好きだったパンケーキです。道中に食べなさいな」

「……はい」

　と、僕と母さんは見知った顔を見つけた。

「セシリアに聞いたよ。別れは昨日すませたんだって？　はは、私だけ仲間外れはやめてくれないか？」

「……フレイザー兄さん？」

　杖つえをついた金髪の美丈夫──フレイザー兄さんが僕の頭をワシワシと撫でてきた。

「いや、兄さんには手紙を送ったじゃないか。湯治療法で遠くにいるから……」

「手紙を貰もらったからすぐに帰ってきたんだ。たまには当主として屋敷に戻らないと、いざ完治した時にみんな私のことなど忘れてしまいかねないしね」

　冗談混じりにそう言った兄さんだったが、しばしニコニコと笑った後、表情を固くした。

「私の代理のセシリアが思いのほか優秀で、新人のメイドなんかは本当にそういう風に思っているフシもあるしね」

　と、まあ……フレイザー兄さんはクーデター事件の後、瀕ひん死しの重傷で倒れている所を発見されたんだ。

　当初は生死を彷徨さまよっていて、医者もサジを投げたんだけれど、奇跡的な復活を果たした訳だね。

　最終的に、右足の切断だけで済み、今は全身の切り傷のため湯治療法の最中で、ヨコシア火山地帯の宿に長期滞在をしている。

　けれど、まあ……命に代える覚悟で、王太子殿下を守る為ためにこさえたその傷が、王太子殿下だけでなくオルコット公爵家を守ったと言い換えることもできる。

　それと、フレイザー兄さんとセシリア姉さんに対しては軍部が特に同情的で、ありとあらゆる手段を使って二人を守ってくれたのも大きいという話だ。

　結局、そのあたりは普段からの行いっていうところなんだろうね。

「それじゃあ行っておいでエフタル。お前はオルコット公爵である私と、オルコット公爵補佐であるセシリアの二人から愛されて、そして二人の肉親である弟です。何かあれば公爵家の威信をかけてお前の手助けをすることを約束します」

「うん。ありがとう。兄さん」

「それに──」

「それに？」

「私はお前を手助けしないと、セシリアに殺されます。アレは病的な弟好き……だからね」

「結局、いつまで経たってもあのクセだけは変わらないね」

「アレがなければ素直に良い女だと思うんですけどね」

「ふふ、兄さんもそう思ってたんだ？」

　そうして、僕とフレイザー兄さんは爆笑してしまったんだけど、母さんも「本当にセシリア様は変わりませんよね。困ったものです」と爆笑しているのを見て、僕は急に真顔に戻った。

　と、いうのも──




　──アンタも未いまだに毎晩「一緒に寝よう♪」と枕を持って僕の部屋を訪ねて来るじゃないか……と。




　もっと言うなら、おはようのキスまでせがまれる。まあ、さすがに応じてないけどね。







　と、それはさておき……それから──

　僕はいつまでも手を振ってくれる母さんと兄さんの視線を背後に受けながら、ゆっくりと歩き始めた。

　しばらく歩いて、家と二人が小さく見えるようになったところで振り返る。

　そして大きく大きく頭を下げる。

「……今までありがとうございました」

　頭を上げて、僕は進行方向へと振り返る。

　もう、後ろは見ない。このまま僕は突き進むんだ。

「ここから、僕の魔導の探求の道は始まっていくんだ」

　向かう先は頂点。

　今度こそ、才能の壁なんて乗り越えてみせる。

　もう、あの時のような思いは絶対にしたくない。

　だから、僕は立ち止まらずに歩いていく。

　魔導の頂まで……一直線に。




　──そうして僕は大きく、力強くその一歩を踏み出したんだ。
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　魔法学院のある街へと向かう途中。

　──僕は街道の茶屋でこれからのことを考えていた。

　まあ、とりあえずあんまり目立つのは避けよう。

　僕としては魔法学院の施設を使用できればそれでいい訳だしね。

　何故なぜだか分からないけれど現在の魔法文明のレベルはめちゃくちゃ低いみたいだし、僕の力はあまりにもヘヴィに過ぎるみたいだ。

　上手うまい具合に姉さんとモーリア校長がごまかしてくれたけど、結果的に一人で魔術師団を壊滅させちゃったし……やっぱりショッキングだよね。

　別に僕は英雄とかそういうのには興味ないし、普通に武の頂を目指したいだけなんだから。

　と、それはともかく、茶屋には僕の他に四人のお客さんがいる。

　隣のテーブルの人達は声が大きくて──

「いやあ、このような田舎町に高名な魔術師である……狂炎のエドワーズ様にご足労いただき感謝の極みですよ。是非とも、我が魔術教室の子供達に本物の魔術のご講義をお願いします。冒険者ギルドでＣランク止まりだった私では限界がありますので」

　と、言ったのはみすぼらしいローブに身を包んだ魔術師っぽいお爺じいさん。

　話しかけられているのは、高級そうなローブに身を包んだ銀長髪の魔術師っぽい若い男だ。

「……」

「あの……エドワーズ様？」

　そこで、魔導書に目を落としていた銀髪の男は、うんざりとした感じでため息をついた。

「許可もなく私に話しかけないでいただけますか？　私は読書中なのです。私と貴方あなたの人生の、その一秒一秒の価値の違いは正確に把握しておいてもらいたいですね。私の時間を無駄にするという意味を、まずは正確に認識なさいな」

　うっわァ……これは酷ひどい。高飛車もいいところじゃないか。

　そういえば、昔は弟子のマーリンに口を酸っぱくして慢心の危険性について教えていたっけ。

　戦場では死に直結するし、自分を磨くという意味でもデメリットしかない。

　と、それはさておき、話を聞いてる限りでは銀髪の人の方が魔術師としては格上なんだろうね。

　でも、やっぱり、お爺ちゃんと孫ほどに年の離れている年上の人に言うような言葉じゃないよね。

「申し訳ありませんエドワーズ様」

「よろしい。その謝罪に免じて発言を許可します。ああ、言うまでもないことですが私は二十歳にして冒険者ギルドでＡランクの一人に数えられます。貴方は五十歳でＣランク級で引退した後に、田舎で子供相手に魔術教室を開くのが関の山の──ゴミなのですからね。そこの認識は本当にお願いしますよ」

　本当に何なんだこの人は。いくらなんでもこりゃ酷いね。

「はい。分かりました。ところで今日の歓迎の酒宴のことなのですが──」

「酒宴？　何を馬鹿なことを言っているのです」

「……？」

「今日は私とこの娘にとって特別な日なのですよ？」

　銀髪の男の隣に座っていた女の子がビクリと震えた。

　年は僕と同じくらいだろうか。

　絹のような質感の綺き麗れいなピンクブロンド、華きや奢しやな体つきで顔も可愛かわいらしい。

　この子も魔術師みたいで上等な絹のローブを着ているけれど──

　──首に輪がある。

「ああ、そういうことですか。一週間前に奴隷として買われた……と？」

「ええ。上等な魔族が手に入りましてね。奴隷紋が体に完全に馴な染じむまでの期間も今日で終わりということです。その期間に精を打ち込むと紋の術式が乱れますからね」

「そういう事情であれば酒宴はすぐさまキャンセルさせましょう」

　会話の間、女の子の肩がずっと震えていた。オドオドした感じでずっと視線を伏せて地面を見ている。

　まあ、要は性奴隷を買って、性交渉が推奨されない期間が経過したっていうことなんだろうけど。

　──正直……吐き気がするほどに不快だな。

　前世の愛まな弟で子しであるマーリンも魔族だった。

　魔王城攻略の際に俺が拾わなかったら、この子と似たような道を歩んでいたのかもしれない。

「アナスタシア？　貴方と魔術教室のゴミのような子供を引き合わせるようなことはしませんからね。君は奴隷ですがそれなりには教育を施しますので、そんなことをしたら教育的に悪影響があります。君は戦闘では私の盾となり、夜は私の相手をするのですからね。当然ながらそれなり以上の水準には達してもらわないと……」

　その言葉で再度女の子は肩を震わせ始めた。

　もう僕は一秒でもこの銀髪の男と同じ空気を吸いたくないんだけど……。

　と、その時、街道の向こう側から旅人が走ってきた。

「オークキングだ……オークキングが出たぞっ！」

　その言葉で茶屋内が一気に騒然としたものになった。

「オークじゃなくてオークキングだって？　何かの間違いだろ？」

「誰か騎士団呼んで来いっ！　ギルドじゃ無理だっ！　こんな田舎に少数でオークキングに対処できる冒険者なんていねえっ！」

「それ以前に私達はどうやってオークキングから逃げるんですかっ！」

　みんなが一斉に茶屋の外に駆け出したので、僕も一緒に外に出る。

　見ると、確かに街道の前方に巨大なオークが見えた。

　体高は四メートルほどで、お腹なかが空すいているのかボトボトと涎よだれを垂らしている。

　すると「静粛にっ！」との言葉と共に銀髪男がみんなの前に立った。

「良かったですね皆さん。ここに私──Ａランク冒険者がいますよ！　幸運に感謝なさいっ！」

　と、そこでお爺さんの方の魔術師が大きく頷うなずいた。

「皆さん大丈夫です。オークキングはＢランク級上位の討伐難易度……Ａランク冒険者のエドワーズ様にかかれば心配の必要はありませんっ！」

「おおっ！　Ａランク冒険者がいたのかっ！」

「本当にダメかと思いましたよ」

　そうしてみんなの表情から怯おびえの色が消えていく。

　どうやら四百年後の世界でもＡランク級冒険者ってのは凄すごいみたいだね。

　そうこうしている内にオークキングは地響きを立てながらこちらに走ってきていて、目と鼻の先にまで迫ってきていた。

「それでは私が皆さんに──本当の魔術をお見せしましょうっ！　このような田舎では中々お目にかかれるものではありませんよ？」

　銀髪男は瞼まぶたを閉じた。

「大気に住まう精霊よ。我が術式の呼びかけに応じ──盟約によりてその至高なる爆炎の顕現をっ！」

　そこで、男は目を見開いて銀の杖つえをオークキングへと向けた。

「レベル４：上位炎魔法ホーリーフレアっ！」

　火の玉がオークキングへと一直線に向かい、その頭部で半径一メートルほどの爆発が起きる。

　そうして銀髪男はニコリと笑ってみんなに語り掛けた。

「Ａランク級冒険者の扱う超高位魔法が直撃しました。私の扱える最高位魔法──至高なるレベル４です！　本来であれば無料で見られるような超高位魔法ではありませんよ？　無論──オークキングなら一撃……えっ？」

　そこで銀髪男は絶句し、その表情から血の気が引いていった。

「馬鹿な……無傷……？」

　オークキングの頭部は焦げているけど、銀髪男の言う通りにほとんど無傷だった。

　どうやら男の攻撃魔法はオークキングを怒らせただけだったらしい。

　オークキングは白目を剝むいて、肺の底まで響くような重低音で唸うなり声をあげながら──猛スピードでこちらに走ってきている。

「うわァッ！　やっぱり駄目だっ！」

「逃げろ逃げろっ！　全員殺されてしまうぞっ！」

　みんなは一目散にオークキングがやってきた道と逆方向に走って逃げていく。

　でも、みんなの逃げる速度とオークキングの走る速度を考えると、恐らくは追いつかれて全滅する。

　と、そこで銀髪男は何かに気づいたように、はっと息を吞のんだ。

「あれは……オークキングではない？　そうか──あれはオーク種の最上位個体であるオークバーサーカーかっ！　なるほどそれでは私が勝てる道理はありませんね」

　そう言うと銀髪男はすぐさま杖を構えた。

　でも、それはオークバーサーカーの方ではなく、逃げ出していくみんなの方に。

「大気に住まう精霊よ。我が術式の呼びかけに応じ──盟約によりて堅けん牢ろうなる結界の顕現をっ！　レベル３：聖結界プロテクシヨンっ！」

　僕達の周囲の半径七メートル程度を淡く輝く光の壁が覆った。

　防御結界？　ひょっとしてこの銀髪男……もうダメっぽいこの状況で、みんなを守ろうとしているのかな？

　だとすると、意外にいい人だったのかもしれないねこの人。

　と、すぐに僕は前言撤回することになった。

「淡く輝く半透明の壁……これは結界かっ!?」

「おいおいっ！　結界の外に逃げられないぞ!?」

　そこで銀髪男はニヤリと醜悪な笑みを浮かべた。

「オークバーサーカーは群れの弱い個体から襲って貪り食う習性があります」

「どういうことなんだよっ!?」

「逃がしませんよ？　いや、貴方達に逃げられては困るのですよ──なにせ、貴方達が食われている間に私が逃げようと思っているのですからね……フハハハハッ！」

　本当に何なのだろうかこの人は？

　ゲスいにも程があるじゃないか。いやはや、これは本当に酷いね。呆あきれてモノも言えないとはこのことだよ。

「勘弁してくれよっ！」

「助けて……助けてっ！」

　そうこうしている内にオークバーサーカーが十メートル程度まで距離を詰めてきていた。

　そこで……僕はやれやれと肩をすくめた。

　──流石さすがに皆殺しの現場を黙って見ているのは後味悪いだろうしね。

　ここは、僕が一肌脱ぐしかないだろう。

　僕はオークバーサーカーの方に数歩歩いて、前方に張り巡らされた結界に掌てのひらをかざした。

「レベル６：熾天使の福音セラフ・デイスペル」

　パリンという音と共に結界は四散して消えていく。

　すると銀髪男はその場で腰を抜かしてヘタりこんでしまった。

「──えっ？　解呪……？　詠唱もなしで私のレベル３を……？　って……レベル６……無詠唱？　そんな……そんな馬鹿……な？」

　そうして僕はオークバーサーカーに向き直る。

「どうやら、ちょっとだけ目立ってしまうみたいだね」

　って……いきなりかいっ！

　さっき目立たないって決めたばかりなのにな……。

　まあ、今回は不可抗力ってことで……仕方ないよね？

「ウボァァ[image: ][image: ][image: ]ッ！」

　オークバーサーカーが僕に向けて雄お叫たけびをあげて突進してきた。

「ヒィィッ！」

　背後からみんなの悲鳴が聞こえる。







　どうにもみんなの反応からは、この魔物は相当に強力な魔物らしい。

　でも、オークバーサーカーがどうして強力な魔物なんだ？

　と、それはさておき僕なら簡単に討伐できるんだけど、そこには大問題が発生するんだ。

　いくらなんでも、魔法の一発でそんな凶悪な魔物をやっつけちゃったりしたら……やっぱり目立ちすぎるよね？

「さて、どうするか」

　よし、完璧なプランが閃ひらめいたぞ。

　まず、僕がレベル３くらいの低位魔法でオークバーサーカーの頭に炎を放つ。

　次に炎が直撃すると同時に、レベル９の魔法である次元斬デイメンシヨンエツジをオークバーサーカーの体の中で発動させるんだ。

　そうするとオークバーサーカーの内臓が魔法の剣舞で切り裂かれて……絶命する。

　そうして死亡すると同時に僕が──

　──Ａランク級冒険者のエドワーズ様の魔法が最初にガッツリ効いていたから……元々死にかけているところにトドメを刺す形で何とか倒すことができたぞーっ！　何て僕はラッキーなんだーっ！

　と、説明口調で大げさに大喜びする。

　──すると……あら不思議！　僕がそんなに目立たないっ！

　ふふ、我ながら完璧なプランだね。

　あと、レベル６で結界を解呪デイスペルしたというのは……まあ、適当に口からでまかせで何とかしよう。

　この世界の常識的には、レベル６は個人レベルで扱えるような魔法ではないらしい。

　ならば、その部分については、そんなの使える訳ないじゃないですかのゴリ押しで何とかなるはずだ。

　っと、そんなことを考えている最中に、オークバーサーカーが僕に向けて大口を開いて突進してきた。







　っていうか、うん、セシリア姉さんとの剣技の訓練が生きている。

　いきなりの近接戦闘だけれど、落ち着いて対処できるぞ。

　魔法を除いた近接戦闘だけで言えば、今の僕は前世を超えているのは間違いないね。

　よし、ここだっ！　僕は飛び上がって──

「レベル３：火炎撃フアイアーアタツクっ！」

　僕の掌から炎球が飛んでいき、そしてオークバーサーカーの頭部に命中。

　レベル４の攻撃魔法でビクともしなかったオークバーサーカーだ。

　この程度の魔法ではやっぱりビクともしないだろう。

　僕は魔力を練って、レベル９の次元斬デイメンシヨンエツジを行使しようと──

「アレ？」

　どういうことなのこれ？

　何か……オークバーサーカーの頭部がめっちゃ燃えてる。

「ウボァアアアアアアアッ！　アアアーッ！」

　断末魔みたいな叫び声をあげて、そして地面を転がりまわっている。

　え……？

　本当にどういうこと？

　そこで銀髪男と話をしてたお爺じいさんの方の魔術師が──呆気あつけに取られてこう言った。

「何という魔力の量と質っ!?　レベル３級魔法でレベル５級の威力……ですとっ!?　あの少年はどれほどの魔力練成と精製を行っているというのだっ!?」

　あ、これダメな奴やつだ。

　っていうか、魔力錬成と精製を……銀髪男はまともにやってなかったってこと？

　そりゃあレベル４級の魔法を使っても、２ランクは下の威力になるよ。

　しまったな。

　当たり前すぎる初歩の初歩の次元なので、さっきはそこは全くもって気にして見ていなかったぞ。

　これだったらレベル１の魔法で十分だったじゃないか。

「うーん……」

　絶対にこれ……僕やっちゃってるよね？

　恐る恐るという感じで僕が背後を振り向くと──

　──パクパクパクと、全員が浜辺に打ち上げられた魚のように口を開閉させていた。

　うん。

　やっちゃった。確実にやっちゃった。

　とりあえず、僕はこの場では名を名乗らずに、謎の少年として……そのまま徒歩でフェードアウトする方針に固めた。

「ちょっとそこの貴方あなた？」

「はっ！　はいっ！　な、な、何でしょう……かっ!?」

「エドワーズさんっていうお名前なんですよね？」

「は、は、はいっ！」

「貴方ね？　年上の人はちゃんと敬ったほうがいいですよ？」

　お爺さんの方の魔術師と僕を何度も交互に見て、そして銀髪男は何度も何度もコクコクと頷く。

「あと……そこの魔術師さん？」

　お爺さんの方に話しかけると、震えながらこちらに視線を向けてきた。

　あー……。

　やっぱり僕……化け物だと思われちゃってるよ……。

「な、な、何でございましょうか？」

「さっきのエドワーズさんの聖結界プロテクシヨンによる皆さんの逃亡阻害の件です。確認しますけど、間接的な人殺しになりますよね？　はっきり言えば……重罪ですよね？」

「ええ、そうなります。自己の危険を避けるためにやむを得ずという話にしても……限度がありますから」

　そうして僕は銀髪男に向き直った。

　まあ、化け物と思われているのであれば、ここはそれを利用しよう。

　あんまり目立ちたくないから不本意ではあるんだけどさ。

「と、そういうことですから自首しといてくださいね。もしも僕が貴方のことをどこかで見聞きして自首していないってことになったら……分かってますよね？」

　僕は底なしの笑みを浮かべる。

　すると、銀髪男は「ヒィッ！」と震えながらその場に崩れ落ちた。
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　今、とっても面倒なことになっている。

　あれから僕は逃げるようにあの場から退散したんだけど──

「あのっ……その……えっと……お願いですから私のご主人様になってくださいなんです」

　とりあえず銀髪男は自首させる方向にしたんだけど、問題は彼が連れていた奴隷の女の子なんだよね。

　何故なぜか奴隷の女の子がくっついてきちゃって……。

　まあ、あのままあの場所に残っても居場所がなかったのは分かるんだけど。

　で、絹のような質感の綺き麗れいなピンクブロンドを地面に垂らして、土下座で僕にお願いしているのが現況という訳だ。

「いや、ご主人様って言われてもさ……」

「あのっ、そのっ……」

　っていうか、この子は自分に自信がない感じだね。

　視線は常に下を向いていて、前髪が垂れて表情を摑つかみにくい。それに、終始オドオドした感じとなっている。

　まあ、奴隷として過ごしてきたんだからある程度は仕方ないんだろうけどさ。

「さ、さ、しゃ、しゃきほど……」

「しゃきほど？」

　そこで女の子は顔を真っ赤にして目を泳がせた。

　あ、嚙かんじゃったのか。と、それはさておき──

「あ、あ、あの、その……えと……さ、先ほども言いましたけど、飼い主のいない奴隷には人権がありませんです。このまま私が人のいる場所に行くと逃亡奴隷として捕まえられて、酷ひどいことをされた挙句に奴隷商人のところに連れていかれてしまうんです」
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　この子のいう通り、奴隷と主人は奴隷紋という術式で魂がリンクする。

　逆らうと最悪の場合は死ぬというシンプルイズベストのシステムで、奴隷は主人に絶対に逆らえないんだ。

　そうして、主人が死亡した場合や罪人となった場合、奴隷に刻まれた黒色の奴隷紋は灰色となる。

　罪人になって投獄される場合は体に施された、ありとあらゆる魔法式を消されるので、まあその一環だね。罪人が奴隷を持ってるってのも変だし。

　で、主人が死亡した場合は普通は相続財産として親族が再度、奴隷紋の術式を施すんだ。

　だけど、そういうことができない事情がある場合は、奴隷は自ら新しい主人を探すことになるのだ。

　奴隷に落とされた者は、この世界では余程の手続きを踏まない限りは二度と這はい上がれない。

　奴隷紋を刻まれるということがこの世界では、ある意味では死刑よりも重い刑罰とされるのはそのためだね。

　つまり、彼女は今現在、亜人も含めた人族の誰かを新しい主人に定めなければ……とんでもないことになる。

「貴方は優しそうですし、いや……少なくともあの銀髪男に比べれば百万倍マシなのは間違いないです。後生ですから私のご主人様に……」

「まあ、それはさておき、どうして君は奴隷になったの？」

「私は魔族の王族の末まつ裔えいで……昔に人間の国との戦争で負けたので……」

　まあ、よく聞く話だね。

　それにしてもあの銀髪男、相当に稼いでいたみたいだね。そんなレアな血族の奴隷は恐ろしい値段で取引されるだろうに。

「私はこう見えても魔族の魔法名門校であるアルテナ魔法学院の学長のマーリン様とは遠い縁戚なんです。それで……そういう高貴な血族なんですが……情けないことにこんな状態で……」

　そこで僕は固まった。

　それはもう大いに固まった。

「えと……どうしました？」

「……」

「私が高貴な血族というところで驚いたのです？」

「……いや、違う……そこじゃない」

「……どういうことです？」

「マーリンっていうと……魔族の魔術師マーリンのことだよね？　昔……四皇のエフタルのところで魔術を学んだ……」

　ええ、とアナスタシアは頷うなずいた。

「……そう……そうなんです。伝説の賢者である四皇のエフタル様に育てられた──魔族でも最高峰とされるトップクラスの魔術師です」

　そうか。

　マーリンは魔術師として大成して名門校の学長さんになっていたんだね。

　昔から頑張り屋さんで才能もあったからなあの子。

　そして、今更ながらに魔族というかヴァンパイアハーフの長命には驚いた。

　いや、でも普通に考えれば……そうなるか。四百年程度なら、そりゃあ生きているよね。

　そうして僕は小さいため息を一つついた。

　さすがにマーリンの親戚をこんなところで放置する訳にはいかないだろう。

「仕方ないね」

「私のご主人様になってくれるのです？」

「表向きはしばらくそれで行こう。最終的にどうするのかは今後考えるとして……とりあえず君を一人で放ってはおけないよ」

「あ、あの、その……ありがとうございますっ！」

　と、まあ、そんなこんなで僕達は魔法学院──とは言ってもマーリンが学長をやっているのとは別のところなんだけど──に向かい始めた。
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　さて、僕達はようやく街に辿たどり着いた。

　いよいよ明日は魔法学院の入学試験ということで、何だかワクワクしてくるよね。

　そうして、宿へのチェックインを済ませ、手荷物を部屋に置いた僕達は街の大通りに繰り出した。

　向かう先は宿屋の従業員さんに聞いたお肉のお店だ。

　僕は前世からステーキが大好物なんだよね。今日みたいにワクワクドキドキな気分の時は絶対に大量のお肉を食べていたんだ。

「あの？　ご主人様？」

「何だいアナスタシア？」

「あの、その……えと……ここって高いお店なのでは？　私……お金持ってないです」

　不安げなアナスタシアに僕はニコリと微笑ほほえみかけた。

「遠慮しないで良いよ。僕が出してあげるから」

　セシリア姉さんからは旅でのお金はたくさん貰もらっているんだよね。

　持ち運びやすいように宝石に換えて服にいくつか縫い付けていて、まあ、少なくとも当面の間はお金の心配はせずにすむ感じかな。

　いや、まあ……普通に考えて公爵家の開祖は僕なので、お金を貰っているっていう言い方も変なんだけどね。

　そうして僕は店のドアを開いたのだった。







「いらっしゃいませ」

　と、ボーイさんにテーブルまで案内された僕は促されるままに着席する。

「どうしたのアナスタシア？」

　僕の隣で跪ひざまずいたので、僕は小首を傾かしげてそう尋ねる。

「え？　どうしたと言われましても……」

「どうして座らないの？」

「いや、座っていますが？」

　お互いに首を傾げる。

「いや、アナスタシアの席は向こうだよ？」

　僕の言葉で、アナスタシアは「あっ！」と息を吞のんでこう言った。

「ひょっとして……テーブルについても良いってことです？」

「何を当たり前のことを言っているんだ君は」

「いや、ご主人様？　奴隷はご主人様の傍らで跪いて座り、御用があれば即時に動けるように……というのが常識なんですよ？」

　そこで僕は深くため息をついた。

「なら、そういう常識は僕の前では不要だ」

「いや、でも、その……えと……そんなことは恐れ多くて……」

　再度の深いため息と共に僕はピシャリと言い放つ。

「ほら、主人としての命令だ。テーブルに座ってよ」

　こうでもしないと座らないだろうしね。

　命令とかはあんまりしたくないんだけど、まあこの場合は仕方ないよね。

　そうしてアナスタシアがテーブルに着席すると、僕はメニューに目を通した。

　パチリと指を鳴らしてボーイさんを呼んで、僕は一番高いメニューを指さした。

「このコースを二つお願いします」

　と、そこでアナスタシアは目をパチクリさせて──

「私がご主人様と同じメニューを食べるのですかっ!?　しかもそんな高価なメニューをっ!?　ダメです！　それはダメですよっ！」

　本当に面倒な子だね、と、僕は肩をすくめた。

「良いんだよ」

「いや、でも……」

「僕が良いって言ってるんだから、それで良いんだ」

　その言葉でアナスタシアは渋々ながら口を閉じた。

　と、そこでボーイさんが訝いぶかしげに僕に尋ねてきた。

「失礼ですがお客様？」

「え？　何でしょうか？」

「当店は上流階級の皆様方が使用する高級店となっております。見たところ地方から魔法学院試験を受けにきた学生さんで…‥失礼ながら料金は先払いという形でお願いしたいのですが？」

　これでも一応は公爵家のお坊ちゃんなんだけどね。

　まあ、小汚い格好なのは認めるけどさ。

　苦笑いしながら、僕は財布に使っている巾着袋を取り出して──息を吞んだ。

「あっ……」

「どうしたのですかご主人様？」

　財布の中身がちょっと残念なことになっていた。

　前世では最終的にはお金持ちだったし、一人旅で大金を持たされてタガが外れていたのは自覚はあったんだけど……。

「参ったな。宝石を換金しないといけないみたいだ。このままではコースを一つしか頼めない」

　街の宝石商は宿を取る前に場所を確認しているけれど、確か場所が遠かったはず……。

　さて、どうしようかと思ったところで、再度アナスタシアは僕の隣に歩いてきて、そして跪いた。

「それではやはり私はここで座っておきますね」

「え？　どうしてだい？」

「いや、ですからコースは一つしか頼めないんですよね？」

「うん。そうだね。まあ、とりあえず席に戻りなよ」

　再度、渋々といった風にアナスタシアは席に戻って、そして僕はボーイさんにこう言った。

「一番安いコースを二つで。これで丁度足りますよね？」

　値段は一番高いコースの半分で、今のお財布とほぼ同額だ。

　で、その言葉を聞いてアナスタシアは──

「ご、ご、ごっ……」

「どうしたんだい？」

「ご主人様は神様なんですか？　自分の食べるものを安くしてまで私に施しを……」

　表情を見るに、どうやら真面目に言っているらしいね。

　まあ、元々の大本は僕は日本に住んでいたから……。

　奴隷制度っていうのには思うところはそりゃあ色々とある。

　と、そこでボーイさんが僕に向けてニヤリと笑った。

「失礼ですがお客様？」

「はい、何でしょうか？」

「先ほどもお伝えしましたが、ここは高級店でございます。奴隷をお連れになる場合は作法を守っていただかないと……」

「……どういうこと？」

「奴隷をテーブルに着かせるということは、奴隷をお客様扱いするということ、つまりは上流階級の皆様と奴隷を同列に当店が扱うことになります」

「うん。それで？」

「テーブルに奴隷を着席させるのであれば、お引き取り願います」

　まあ、理屈は通っている。

　普通なら、僕もこの理屈には従って退店するんだろうけど……。

「じゃあ、アレは何？」

　僕が指さした先には、成金大富豪っぽい一団が、ハーレムヨロシク性奴隷や娼しよう婦ふをテーブルにつけて、食えや飲めやのどんちゃん騒ぎを行っていたのだ。

　露出の多い服で奴隷紋も見えるので、あれを指摘されればボーイも反論はできないだろう。

「あちらの方からは多額の料金を頂いておりますので」

　そう聞いて僕はため息をつき言った。

「じゃあ、お金を払えば良いんだね？」

　僕の言葉でボーイさんのコメカミに青筋が走って、危険を察知した僕は立ち上がった。

「だからテメエはさっきそんだけしか金を持ってねえって言ってただろっ！　見るからに小汚いお前らがいるだけで迷惑だって言ってんだよっ！　下手に出ていればつけあがりやがってっ！　いい加減にしろよクソガキがっ！　奴隷がこの店に入店するだけでこっちはイライラするってえのによっ！」

　そうしてボーイさんは僕の胸倉を摑つかんできた。

「あ、あの……ごっ、ご主人様っ！　私は良いですからっ！　帰り、帰りましょうっ！」

　アナスタシアに向けて僕はニコリと微笑ほほえんで──

「大丈夫だから。安心して」

　と、その時、ボーイさんは胸倉を摑んでいる方とは別の腕を振り上げて──おいおい、店内でお客さんを殴るつもりなのっ!?

「まあ、仕方ないか」

　僕は摑まれた胸倉のボーイさんの手を、両手で摑んだ。

　そのまま体重をかけて捻ねじり上げて、立ち関節──脇固めの完成ってところだね。

　柔道をやってた僕の胸倉を不用意に摑むということが、どういうことなのかをサッパリ理解していない。

　いや、まあ……モーリア校長でも目を白黒させてたから、ただのボーイさんが理解してたら怖いんだけど。

「うぎっ！　痛いっ!!　痛いっ！」

　涙目で叫ぶ男の腕を更に捻り上げ、そして尻を蹴飛ばして解放した。

　そのまま僕は服の中に手を突っ込んで、縫い付けていた布ごとひきちぎり、宝石を一つ取り出した。

「お金を出せば文句ないんですよね？　お釣りは要らないから、一番上等なお肉を贅ぜい沢たくに分厚くカットして持ってきて欲しいです。ああ、勿もち論ろん二人分お願いしますね」

　そういって僕はアナスタシアにニコリと笑いかけると、「あわわ……」と言いつつもアナスタシアもまたニコリと微笑んだのだった。

　そうして、手首を押さえて半泣きになっているボーイさんに僕はピシャリと言い放った。

「あと、お客さんに暴力を振るうのは良くないと思います」
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　そして数分後、ニンニクの香ばしい匂いと共に鉄板に載せられたステーキが到着した。

　ジュワジュワと食欲をそそる音が鳴り、溢あふれ出た肉汁が鉄板の上を躍っている。

　肉は分厚く五センチ以上ありそうだね。

　良し良し、これだよこれ。ガブリって感じで豪快に食べるのが僕は好きなんだ。

　そうして、僕がフォークで肉を突き刺すとアナスタシアがすっとんきょうな声をあげた。

「……私……本当にこんな高そうなお肉を食べても良いんです？」

　アナスタシアの言葉に僕は大きく頷うなずいた。

「本当に私が……」

　分厚いステーキに思うところがあるようで、アナスタシアは顔を強こわ張ばらせる。

　と、そこでアナスタシアは両手にナイフとフォークを持ったんだけど、どうにもその手が震えている。

「なんで震えているの？」

「こんな豪華な料理は本当に何年振りかで……緊張……してます……」

「これからしばらく一緒にいる訳だからね。まあ、お祝いみたいなものだと思って遠慮せずに食べてよ。これからよろしくねアナスタシア」

　と、僕の言葉でアナスタシアは──

「あの、その……これから──よろしくお願いしましゅっ！」

　あ、嚙かんじゃった。

　すると見る間にアナスタシアは顔を赤くして──

「あの、その、えと……嚙んじゃって……ご、ご、ご、ごめんなしゃいっ！」

　あ、また嚙んだ。

　そうしてアナスタシアは涙目になってプルプルと震えだしてしまった。

　ってか、二連続で嚙んじゃったか。よっぽど緊張してるんだね。

「まあ、ともかくこれからよろしくね」

「あ、はい！　あの、えと……その……よ、よ、よろしくお願いしましゅっ！」

　と、そこで──僕は思わず吹き出してしまった。

　ああ、うん。また嚙んじゃったのね。

　そこで僕はアナスタシアに優しく微笑ほほえみかけた。

「あんまり緊張しないでね」

　その言葉でアナスタシアは強張った表情を少し緩め、ニコリと微笑を浮かべて「あ、はい……その……す、す、すっ……すみませんでしゅたっ！」と、やはり嚙んじゃったのだった。

「はは、良いよ良いよ。もう嚙んじゃっても良いから」

　僕の言葉でアナスタシアは気恥ずかしそうに笑って、テヘッと舌を出した。

「ところでアナスタシアさ？」

「はい、何でしょうか」

「ああ、食べながらで良いよ。それでさ、君は奴隷として色々と酷ひどい目にあったみたいだけどさ」

「はい。そうなりますね」

「理不尽な仕打ちとかもあったと思うんだよ。僕だって、意図せずに君に対してそういう扱いをすることもないとは言えない。そういう時は怒って良いからね。それが理不尽であるのであれば」

「え？　怒るんです……か？」

「うん、怒って良いんだよ。嫌なことは嫌って言って良いんだ」

「ふむ……？」

　ああ、これは駄目だね。

　虐げられるのが当たり前になってて、反抗という言葉すら知らなそうな勢いだ。

「ああ、でも君は怒り方すら知らなそうな感じだね……あ、そうだ。丁度良いから練習しようよ」

「練習？」

「うん。僕に対して怒ってみてよ」

「いや、でもご主人様にそんなこと……」

「良いから良いから。やってみなよ」

　アナスタシアは何やら考え込んで押し黙った。

　そして大きく大きく息を吸い込んで彼女はこう言った。

「ぷんぷん…………だぞ」

「え？」

　そうしてアナスタシアは再度押し黙った。

　再び大きく大きく息を吸い込むと彼女は再度言った。

「ぷんぷん…………だぞ」

「え？　何だって？」

　僕とアナスタシアは見つめ合う。

「……」

「……」

　するとアナスタシアは意を決したようにこう言った。




「………………こらー」




「……」

「……」

　そしてお互いに押し黙ること数十秒、遂ついに沈黙はアナスタシアの言葉によって破られたのだった。

「あの、その……えと……ごめんなしゃいっ！」

　くっそ……と僕は思う。

　一連のやりとりで、アナスタシアをちょっとだけ可愛かわいいと思ってしまったのは本当に不覚だなと。
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　そして翌日。

　と、まあ、そんなこんなで僕達は魔法学院の入学試験を受けにきたんだけど──







「試験はバトルロイヤル形式だ」

　受験手続を終えて、案内されたのはコロシアムって感じの試験会場だった。

　闘技台の上では、タンクトップの四十代短髪男が仁王立ちを決めている。

　それで、魔法学院の入学試験なんだけど、とにかく倍率が凄すごいんだよね。

　と、いうのも魔法学院の卒業生の進む道は大体三つに分かれるんだ。

　一つ目は宮廷魔術師を筆頭にした宮仕えのエリート。二つ目は魔法大学院へ進んで研究職、あるいは錬金術師系統の技能職。

　そうして三つ目は冒険者ギルド登録。

　冒険者ギルドは常に危険と隣り合わせなんだけど、魔法職は希少なので引く手数多あまたとなって報酬が凄いんだよね。

　宮仕えでも世間的にはエリート層のお金持ちだし、研究職や技能職も難関職業の代名詞となっている。

　と、そういう理由で基本的には魔法学院を卒業すれば、金銭面的には将来の安泰がある程度確定する訳だ。

　だから、入学試験の倍率は恐ろしいことになるんだよね。

　まあ、さすがに倍率が高いといっても、魔法使いとしてはヒヨッコもいいところである受験生を相手にして僕が落ちる訳もないけどね。

　ところで、説明によると第一次試験は総勢三十名によるバトルロイヤルとのことだった。

　模擬剣が与えられて、魔法でも剣でも何でもいいから周囲の人間をやっつけて五人の合格枠を勝ち取れというものだ。

　ちなみに今回の受験生は全部で六百人で、三十人の組が二十に分けられたって寸法だ。

「えと……バトルロイヤル形式です？　あまりにも適当なんです。もしもこの組に合格者レベルが五名いたらどうするんです？」

　と、アナスタシアの当然の疑問に、試験監督はハハッと笑った。

「できる連中は推薦状持参で来ていて一次試験は免除だからな。俺の仕事はゴミの中からダイヤの原石を探すみたいな、途方もないドブさらいみたいなもんなのよ。こちらとしても試験の最初の段階で労力はかけられん」

　まあ、言わんとすることは分かるけど……。

　ちなみにアナスタシアについては天涯孤独ということなので、手に職をつけさせるために一緒に試験を受けることになった。

　っていうか、この子は魔族の貴族の出身なので、あくまでも自称なんだけど普通以上には魔法の素養もあるらしい。

「心配するなクソガキ共。俺はこれでも冒険者ギルドから派遣されているＢランク級のベテラン冒険者で見る目はある。万が一の確率でこの組だけ異常にレベルが高いような不運が起きた場合は、特例で一次試験を合格にしてやるから安心しろ」

　そうして僕達三十人は闘技台に上がるように促されて散り散りになった。

「……ご主人様？　実は私……近接戦闘は全くできないです」

　まあ、そんな感じだよね。体も華きや奢しやだしね。

「分かったよ。それじゃあ僕から離れないで」

「……それでは私は後方で魔力を練って大技を準備します」

　大技？　何のことだろうか？

　とりあえず、僕としては一次試験で魔法を使うつもりもない。あまりにも目立つだろうからだ。

　とはいえ、剣術については純粋に今回の人生の《僕》として身につけたものだ。

　剣の腕については本気で使っても、まあ、言うほどは問題にならないだろう。

「それでは──試験開始っ！」

　そうして、闘技台上の全員が僕とアナスタシアに視線を向けてきた。

「アナスタシア？　何かみんなが僕達を見てるんだけど……？」

「……ご主人様は線が細くて、私は華奢です」

「つまり？」

「弱そうに……見えるんじゃないですか？」







サイド：試験監督




「さて、今年のルーキーはどんなもんかな？」

　俺は闘技台の脇に備え付けられた座椅子に腰掛けた。

　っていうか、これは本当に美味おいしい仕事だな。

　命の危険もなしに、魔物を数体討伐するような報酬を貰もらえるってなもんで、試験監督の仕事は高ランク冒険者の中では毎年奪い合いみたいな状況になる。

　で、俺が厳正なるクジの結果引き当てることができたのは、やっぱり日ごろの行いがいいからだな。

　しかも、俺は今まで二百人以上のガキ共を見てきたが、その中にダイヤの原石なんていた例ためしもない。

　本当にガキの遊びを見ているだけのお気楽な仕事なんだよな。

　よしよし、俺の指示通りにバトルロイヤルが始まったみたいだな。

「あ……」

　俺は思わず掌てのひらをあわせて拝んじまった。

　と、いうのも線の細い男のガキと、華奢な女のガキが他の受験生に囲まれちまったんだ。

　まあ、バトルロイヤルだから、まずは一番弱そうな連中を蹴落とすってのは定石だな。

「これで二名脱落か」

　よってたかっての袋ふくろ叩だたきになるのは目に見えている。

　恐らくは自分で降参するか、闘技台の上から叩き落とされてのリングアウト負けだろうな。

　そして受験生の一人が黒髪のガキに襲い掛かって──




　──人が舞った。




　いや、人が──宙を飛んでいた。

　少年が剣を振れば人が飛び、少年が蹴りを入れればやはり人が飛ぶ。

　少年は背後の少女を守っているようで、その場から動かない。

「一歩も動かずに……？　それほどに圧倒的な実力差があるってことか？」

　今度は少年に向けて、一度に複数人が飛び掛かっていくけれど──結果としては複数の人間が宙を舞うだけだった。

「何じゃそりゃあ……？」

　あの少年……俺よりも剣の技術と身体能力強化の術式がヤバいんじゃねえか？

　あんな化け物みたいな剣士はＡランク級冒険者でもいるかどうかってところだぞ？

「ってか、少年の後方で……レベル３魔法の発動だと……？」

　少年の背後の少女が呪文の詠唱を終えて、レベル３：風圧撃シルフイーズキツスが発動した。

　猛烈な突風が闘技台上で猛威を振るい、囲んでいた十人程度がそのまま場外に吹き飛ばされた。

　おいおいどうなってんだ？　受験生レベルの魔法じゃねーだろ？

　あの少女……どうして魔法学院に試験なんて受けに来ているんだ？

「アナスタシア？　レベル３級の魔法を使えるの？」

「あの、その……はい。魔法は得意です」

　ってか、得意とかそういう次元の領域じゃねーだろ。レベル３だぞ？

「ふーむ……。でも、詠唱って意味あるの？」

「え？」

　少女は驚き、俺も驚いた。

　レベル３に少年は一切驚いた様子も見せずに、それどころか無詠唱が当たり前みたいな感じなのだ。

　何だ……何なんだコイツらは？

「ほら、こんな風にさ。レベル４：烈風撃シルフイーズデイープ」

　受験生達の残った半分が吹き飛んだ。俺の右の鼻からニュルリと鼻水が溢あふれ出る。

「凄い……です。無詠唱でそんな……」

　少女が感嘆のため息をついているが、俺はドン引きのため息だ。

　入学前でレベル４って何の冗談だ？

「さあ、残りも片付けようか。並列起動。もういっちょ……レベル４：烈風撃シルフイーズデイープ」

　で、言葉通りに残りの受験生が全員吹き飛んだ。

　必然的に、俺の左の鼻の穴からニュルリと鼻水が出てくる訳だ。

　これで両鼻から鼻水って訳だな。

　ってかオイオイ──




　──レベル４の並列起動だとっ!?




　どこの有名魔法大学院の研究結果発表会場なんだよっ！　ありえねえだろこんなのっ！

　並列起動なんてエフタル学派の重鎮クラスでようやくってところだぞ？

「まあ、今度……僕が魔法を教えてあげるよ」

「あ、はい。ご主人様はレベル６の魔法を使っていましたですね、凄いんです」

　えーっと……。

　今、何か変な言葉が聞こえたけど……さすがに空耳だよな？

　レベル６って……。いや、空耳ということにしておこう。職業柄、ヤバい香りには敏感なんだ。

　──この連中とは関わるな。何が起きてもスルーしろ。そして……距離を置いてフェードアウトしろ。

　ベテラン冒険者としての俺の第六感が、頭の中でガンガンとアラートを鳴らしている。

　で、周囲の受験生を全員ぶっ飛ばした少年と少女がこちらに手を振ってきた。

「終わりましたけどー？」

　俺は大きく頷うなずいて、なるべくこいつらを刺激しないように精一杯の笑顔でこう言った。

「受験番号四百四十七番、受験番号四百四十八番……一次試験合格だっ！」







サイド：エフタル




　さて、ようやくまともな試験を受けさせてもらえることになったんだけど、二次試験……というか本試験は座学だ。

　一次試験の会場は運動場の一部の施設を利用した形だった。

　実は受験生は一次試験の段階では校舎に入れてもらっていなかったんだよね。

　で、今は僕は大教室にいるんだけど……ここは貴族の子弟も通う名門校で、かなり立派な校舎だ。

　大教室内は受験生で溢れていて、祭りか何かみたいな人ごみの状態となっているんだよね。

　田舎で育った僕としてはちょっとしたカルチャーショックだったりする。

　いや、前世では人ごみの経験もあるんだけど、やっぱりソレはソレでコレはコレみたいなところはあるよね。

　ちなみに、話は全く変わるけど、前世の僕は学者皇との異名を持つほどに座学の鬼だった。

　と、いうか……才能がなかったので、少しでも他の三皇に追いつくために、自分で理論的な技術革新をやりまくるしかなかったんだよね。

　でも、僕が発見した新理論も数年もすれば陳腐化して、やっぱり才能がある連中が有利な訳で……。

　と、そこでため息が出た。

　前世での嫌な記憶がフラッシュバックしてきて、どうにも眩暈めまいがするね。これは良くない。

「よしっ！」

　僕は両掌で両頰ほおをパシンと叩いた。

　前世は前世で──今は今だっ！

「それでは学術試験を開始する」

　と、そんなこんなで四時間にわたる学術試験が始まったのだった。







　そして四時間後──

　キンコンカンコンとベルの音で試験は終了した。

　ってか、何かヤケに問題数が多かったね。

　学者皇としての僕からすると、当然ながら……笑ってしまうような稚拙な問題しかない。

　必然的に、スラスラ解けた。

　けれど、試験終了時間ギリギリまでかかってしまったんだ。

　最後の方は焦ってしまって問題は斜め読みで、解答は省略しまくっての殴り書きみたいな感じになってしまった。

　とはいえ、そこは昔は学者肌の僕だ。

　まあ、ケアレスミスと最後のグダグダを考慮しても……九十五点くらいはいったんじゃないかな？
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「学術試験はどうでしたかご主人様？」

　これで試験は終了なんだけど、食堂でアナスタシアがそんなことを言い出した。

　っていうか、視線が常に下を向いているので、前髪で顔がよく見えない。美人さんなのに本当にもったいないよねこの子は。

「まあ、それなりかな？　アナスタシアは？」

「あ、はい。ちゃんと教育を受けているので……できましたです。二百七十点くらいだと思います」

「ん？　二百七十点？　どういうこと？　百点満点じゃなくて？」

「……設問が全部で二百ありましたよね？」

「うん。とんでもない量だったね」

「西洋魔術と東洋魔術がそれぞれ百五十問と五十問です。更に攻撃魔法系統と回復魔法系統、それから補助魔法……マニアックなところでは錬金術系統とに分かれていました。ジャンルとしては二十ジャンルでそれぞれ十問ずつです」

「うん。古今東西の色んなジャンルがあったよね。最後の方は時間が足りなくて焦ったよ。簡単な問題ばかりだったから全問解答しないと損もいいところだから……頑張って猛スピード解答したもん」

　そこでアナスタシアの表情が蒼そう白はくなものに変わった。

「え……？　全問……解いたんですか？」

「うん。一応は。最後は時間が足りなくてケアレスミスも多いだろうけどね」

「えーっとですね……」

「うん？」

「アレは選択制の試験ですよ？　それも、全体の三割も解答できれば……十分な感じです」

「……はい？　選択制？」

「ええと……自分の専門分野で解くことができる問題を選択して、その上で解答するという趣旨の試験です。受験生の中には……東方の特殊術式の家系で育った人間もいる訳ですしね……基本的には魔術師は専門外の魔術理論は知りませんので……得意分野だけを解答すれば十分に合格点数に達します」

「つまり？」

「全問解答などと……そもそも出題者の想定の範囲外です。満点で千点でしょうけど……私で……その……二百七十点くらいで……受験生レベルではダントツかと思うのです」

　さて……と僕はその場で考え込み始めた。

　僕は不必要に目立つつもりはない。

　一応は魔法学院の生徒としてやっていくつもりだしね。施設を使わせてもらうのが目的だとしても……まあ、やりづらくなるのは嫌だし。

　目立たずにひっそりと授業を抜け出したり、あるいは放課後に図書館なんかの施設を使って魔法適性に関するブレイクスルーの方法を探す。

　それが僕の思い描く理想の学院生活だ。

　そりゃあ、必要があれば目立つことも仕方がないだろうけど、少なくとも入学試験で目立ってもいいことなんて何もない。

　が、しかし……と思う。

　二百七十点くらいでダントツの試験で九百五十点くらいを取っちゃった場合って……。

　うわァ……と僕は思った。

「僕……いきなり……やらかしてしまったのでは……？」

　僕の問いかけにアナスタシアが、やっぱり視線を下にして……前髪のせいで表情が見えないいつもの感じでこう言った。

「あ、はい。多分……そうだと思います」
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　魔法学院内学長室。

　教員の面々が報告書を片手に、驚きよう愕がくの表情と共に言葉を続けていた。

「アナスタシア受験生……学術試験二百八十二点。他を寄せ付けないぶっちぎりの点数です」

　その言葉で学長は満足げに頷いた。

「他の受験生は優秀な者でも百五十点くらいじゃな。中々の麒き麟りん児じのようじゃ」

「ええ、魔族であるのが少し気になりますが──エリート教育を受けていたようです」

「魔族といえばエルフみたいなもんで、ほんのちょいっとばっかし耳が長い程度で後は人間と変わらん。基本的に魔族の方が魔法の素養は高いし、魔族の学院に行かないでウチにきたことを感謝すべきじゃな」

「そして、アナスタシア受験生はぶっちぎりなのはぶっちぎりなのですが……」

「ふむ？」

「一名だけ例外がいます」

「と、言うと？」

　震える声で教員は報告書のページをめくった。

「エフタル受験生。とんでもない生徒がきました」

「エフタル？　雷神皇と同じ名前とは……中々に豪気な両親のようじゃの。魔術を志すワシらからすれば恐れ多いことこの上ないわ」

「ええ、同感です。ですが、この受験生は本当に雷神皇の再来なのかもしれません」

「伝説の四皇の再来？　ハハっ！　馬鹿を言ってはならんぞ？」

「驚かないでくださいね学長。この子は学術試験……九百五十八点。入学試験開始以来の驚愕の点数です」

「九百五十八点じゃとっ!?」

「二百問にわたる設問の全てを解答し、解いた問題の正答率は九十五％オーバー。その内、解答用紙に記載された四割ほどの解答の途中過程は教員も全く理解できず、ただ──答えだけは正解でした」

「なん……じゃと九十五％以上の正答率？　いや、そもそも正答率の問題ではなく……全問解答など……ありえんじゃろ？」

「ええ、私も我が目を疑いました。最後の方は文字も汚いし解答も雑だったので、時間切れギリギリだったのでしょう。恐らく時間があれば限りなく正答率は百％に近かったかと」

　信じられんとばかりに学長は目を見開いた。

「そして一次試験の戦闘試験については……百点満点中……」

「何点じゃったのじゃ？」

「測定不能です」

「測定不能っ!?　どういうことなのじゃ？」

「レベル４の魔法を単独で扱ったみたいです」

「それってもう魔法大学院のレベルじゃろっ!?」

「しかも、並列起動です。二つ同時にレベル４を扱ったようです」




「さすがにそれは冗談じゃろっ!?」




「報告書を信じるのであれば、事実です」

「いやいやいやいやっ！　レベル４を並列起動じゃとっ!?　そんなもんはここの教員全員を探してもできる人間がいるかどうかじゃろっ!?」

「ともかく、試験での動きはタダ者ではなかったとのことです」

「ふむ……。まあ……アナスタシアとかいう受験生も……凄すごいと言えば凄いのかもしれんな」

「ええ、アナスタシア受験生については、普通なら教員全員が麒麟児の入学で大喜びですが……」

「エフタルとかいう子が気持ち悪すぎて……全然喜ぶ気になれん」

　しばし何かを考えて、学長は口を開いた。

「でも……それって……おかしくないか？　ワシらがエフタルっていう子に教えること……なーんにもないじゃろ？」

「……同感です」

　そうして一同は深いため息をついたのだった。

　思うことは全員が同じようだ。

　つまりは──

　──何でそんな面倒くさそうな奴やつが試験を受けに来てるんだよ……ということであった。
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　そして翌日。

　合格発表は魔法学院の掲示板で行われる形となる。

　僕は一抹の……っていうか、思いっきりの不安を感じながら掲示板へと向かっていた。

　──どう考えてもやりすぎだ。

　どうにも、座学で滅め茶ちや苦く茶ちやな点数を取ってしまったようだ。

　目立ってもいいことはないし、極力目立たないようにしたかったんだけどな……。

　まあ、やってしまったものは仕方ないよね。

「本当にご主人様は凄いです」

　と、アナスタシアがやっぱり視線を低くして、前髪を垂らしながら、表情の窺うかがえない感じで……モジモジとしながらそう言ってきた。

「いや、失敗だ。完全にやりすぎてしまった。と、それは良しとして合格発表だね」

　合格発表の掲示板の前に僕達は辿たどり着いた。

「えーっと……四百四十七番……四百四十七番……」

　ん？

　おかしいぞ。試験は基本的に全部順調だったはず……。

　学術試験でやらかしたけど、あれはあくまでもやらかしたということであって不合格理由にはならないはずだ。

　僕は呼吸を整えて、もう一度四百四十七番を探してみる。

　おかしい。やっぱりない。

　と、そこで──

「あの、あり……ありました。特待生クラスで合格です」

　いや、まあ……座学もできたみたいだし、順当といったところだね。

　で、僕はと言えば……。

「あ……ご主人様？」

「番号が……ないんだ」

　あ、うん。そうなんだ。落ちちゃったみたいなんだよね。

　──四皇なのに落ちちゃったみたいなんだよね。

　考えにくいけど戦闘試験でやりすぎちゃったのが原因か？

　それとも、学術試験でまさかの名前の書き忘れ？

「えと……抗議……抗議してきます。さすがにそれはちょっと納得いきませんです」

「いや、恥の上塗りみたいになるからそれはやめてね」

　ってか、まあ、名前の書き忘れとかそういうことなんだろうね。

　そうだとしたらそれは仕方がないことだ。

　とりあえず冒険者ギルドか何かに登録して生活費を稼がないとな……とか、思っているとアナスタシアが口をパクパクさせていた。

「ん？　どうしたの？」

「あの……ご主人様……フルネームは？」

「エフタル……エフタル＝オルコットだけど？」

　すると震える指で、アナスタシアは掲示板に貼られている紙の一番端──受験番号ではなく……合格発表に関する事務的な文章が色々と書かれている部分を指さした。

　そこには──




　──なお、試験結果一位のエフタル＝オルコットは特別待遇生の総代表としての合格とする。




「あ……」

　思わず声が出てしまった。

　あっちゃあ、これはアカン奴だ。

　これは絶対に目立つ奴だ。っていうかもう既に目立ってしまっている奴だ。

　そう、まさかの、受験番号による合格発表じゃなく──

　──名指し合格だった。
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「流石さすがですご主人様。まさかの名指し合格とは……本当に凄いんです」

　何故なぜだかアナスタシアは誇らしげだ。

　控えめな胸を張って、やはり控えめな彼女なりには精一杯に満足げに何度も頷うなずいている。

　僕としては前途の多難を想像して、頭が痛いことこの上ない。

　で、今は学院の中にある事務室で合格者受付に向かっているってのが現状なんだよね。

「その……ご主人様？　特別待遇生の受付はこっちみたいです」

　アナスタシアの指さす方には確かに特別待遇生徒受付と書いてある。

「あの……ご主人様？」

「ん？　どうしたの？」

「特別待遇生の総代表って……本当に物もの凄すごいみたいです。これを見てください」

　アナスタシアから渡された、入学案内の紙に目を通してみる。

「なるほど。確かにこれは物凄いね」

　なんか色々と特典が付くみたいだ。

・授業料無料

・寮費無料

・食事代無料

・給金、特別手当の支給

　どうにも、特別待遇生の総代表については、扱いとしては教職員に準じたものになるらしい。

　総代表生徒というのは学院の顔的な感じで、他校の入学式や政治的なお偉いさんへの挨拶、その他の対外的なイベントには強制的に駆りだされるらしいね。

　他にも生徒でありながら、学院の色んな公務をやらなきゃいけないらしく……だから、給料も出る訳だ。

　ちなみに、紙を見る限りはどうにも拒否権はなさそうだ。いや、ありがたいっちゃあ、ありがたいんだけどね。

　──でも、僕の目的からは大きくズレるよね。特に公務を押し付けられるというのはちょっと……。忙しそうだし。

　あ、それと特別待遇生は全員が学費と食費と寮費が無料らしい。

　さすがに給料は出ないけど、アナスタシアのとりあえずの生活の心配はなくなった。

　と、そんなこんなで特待生の受付へ歩いていこうとすると……。

「……ご主人様？　ご主人様はあちらかと思います」

　ん？　どういうことかな？

　そう思いながらアナスタシアの指さす方を見てみると……。




　──エフタル＝オルコット受付




　と、特設コーナーが設置されていた。

「まさかの名指し受付っ!?」

　しかも、受付のカウンターが僕のだけ妙に豪華だ。

　更に言うと「おいでませ魔法学院へっ！」とか、小さな垂れ幕まで下がっている。

　ああ、うん、僕の受付だけが明らかに浮いている。

　っていうか、「エフタルって誰だよ」的に注目を集めてしまっている。

　これはもう……と僕は肩をがっくりと落とした。

　つまりは──




　──あ……コレ完全にやっちゃってる奴だ……と。







　と、まあ仕方ないので僕は素直に受付に向かった。

　途中、事務室の中を何気なくチラリと覗のぞいて、とある顔を見て……絶句した。

　そしてその場で立ち止まり、僕はしばらく考えてからアナスタシアの顔を凝視した。

「アナスタシア？」

「あ、はい。何ですか？」

「君はマーリン……いや、マーリン……様……」

　弟子に様付けっていうのも変か。うーん……何て呼べばいいんだろうか。

「ともかく、君はマーリン学長の親戚なんだよね？」
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　今は魔族屈指の魔術師として、魔族の名門魔法学院の学長先生をしているとのことなので、この言い方が一番いいだろうね。

「あ、はい。一応はそうなんです」

「親戚って言っても色々あるけど、どれくらいなの？」

「あの……えと……私の……十代前の当主が前魔王様です。マーリン様は……魔王様の娘なので……一応は親戚です」

　おいおい、めっちゃ遠いというか、ほとんど他人じゃないか。

　そうして僕は、再度事務室に視線を向けて「それだけ遠かったら、そりゃあアナスタシアとは似てないよね」と苦笑した。

　流石はヴァンパイアハーフだ。年を取るのが遅いというか、若い期間が長い。

　暦から考えるに四百三十歳ってところだけど、見た目は二十歳前半ってところだろうか。

　ともかく……と、僕の胸はトクンと高鳴った。

　胸はとっても成長しているけど、あの時の面影はちゃんと残っている。

　うん、やっぱり事務室の中を視察するように歩き回っているアレは──マーリンだ。

「アナスタシア？　君はマーリン学長って見たことあるのかい？」

「えと……見たことはないんです」

「ふむ。それじゃあ質問を変えて……僕らの魔法学院の事務室内をマーリン学長が歩き回っているということはありえるかい？」

「人間と魔族の友好という意味で、種族の垣根を越えて……入学式なりに備えて招待するということならあり得ると思うんです」

　なるほど、式典に招待されて、今は学院内の視察って感じなんだろうね。

　で、そこでマーリンがこちらをチラリと見て──




　──僕を二度見、いや三度見して、そこから大きく目を見開いて口をパクパクさせている。




　ああ、うん。

　まあ、そうなるだろうね。

　っていうか、まあ、前世の僕と今の僕は顔がかなり似ている。

　子孫に生まれ変わったんだからそこはおかしくはない。で、自分でも思うんだけど、雰囲気っていうかそういうのはほとんど瓜うり二ふたつで似ている気がする。

　昔の僕を知っている人からすると、若いころはこんな感じだったんだろうな的な、そういう意味においては正にそのままな印象を受けるだろうね。

　と、なると前世の僕を物凄く慕ってくれていたマーリンが、今の僕を見て驚くのは当然の話となる訳だ。

　で、そこで僕はやっぱり思う訳だ。つまりは──




　──さて、どうしよう……と。




　こんなところで四皇の生まれ変わりだってバラしてしまったら大変なことになる。

　確かにいつかはマーリンには事情を打ち明けなければいけないだろう。

　けれど、さすがに不意打ち気味に遭遇してしまったこの場所で言うべきことではないのは間違いないよね。

　と、まあ……物凄い勢いでマーリンはこちらに向かって来て、そして開口一番こう言った。

「単刀直入に問おう。君……君は……雷神皇の関係者か？」

　そうして僕はニコリと笑ってこう言った。

「え？　何のことでしょうか？　あ、アナスタシア！　僕はお腹なかが空すいたなあ……そうだっ！　昼食を食べに行こうっ！」

　多少……というか無む茶ちや苦く茶ちや強引に、そのまま僕はアナスタシアの手を引いて、そそくさとかつての弟子から逃げ出したのだった。







[image: 入学式で、ほとんど人類最強決定戦が勃発したという話]







　──と、まあそんなこんなで入学式だ。




　ここは式典用の建物となっている。

　体育館程度の広さの空間には赤絨じゆう毯たんが敷かれ、椅子が所狭しと並べられていた。

　この場所は各国から重鎮をお招きすることもあるとかで、内装は中々に豪華だ。

　シャンデリアとかもあるし、軽く引くレベルではある。

　公爵家の一員として生まれた僕だけど、正妻の子供ではないので実はどちらかというと庶民に近い感覚を持っているんだよね。

　まあ、そこそこ裕福な商人の息子くらいの生活レベルだったし。

　ちなみに、前世では没落貴族のドがつく貧乏の八男坊で、借金のカタに売られそうになったこともある。

　ともかく……こういうところに庶民の血税は消えていくのね、というそんな感じの場所だった。

　そして特待生クラス、そこに入りはぐれた貴族子弟クラス、それ以外でクラス分けが為なされていて、それぞれに席が違う。

　特待生クラスが一番前で、貴族子弟クラスがその後ろ、一般庶民クラスは更に後ろとなる訳だ。

　床に赤絨毯が敷かれているのは、貴族子弟クラスまでで、この辺りにも露骨な階級社会が垣かい間ま見みえるんだよなァ……。

　と、それは良しとして僕は式典会場の最前列左方の来賓席に視線を向けて憂鬱な気分になった。

「アナスタシア？」

「あ、はい。何でしょうか？」

「僕にはマーリン学長がこっちをチラチラ見ているように見えるんだけど、君にはどう見える？」

「私にもそう見えます」

　やっぱりか。

　うーん……まあ、無む茶ちや苦く茶ちや無理やりに逃げたからなァ……。

　とはいえ、今は他人の空似のレベルで言い訳もきくよね。

　入学式が終わってから、先手を打ってこっちから話をしにいって、誤解を解こう。

　いや、誤解も何もマーリンは僕を雷神皇の血縁者か何かと思っていて……まあ、他人の空似路線で口から出まかせでどうとでもなるだろう。

　実際に雰囲気がそっくりってだけで、若いころはこんな感じとかそういうレベルの話だしね。

　じゃあ何で逃げたの？　って話だけど、どうにも、この時代だと魔術関連は何故なぜか人間より魔族の方が優れていて、魔術学会では魔族の重鎮となればそれはそれはとんでもない尊敬と畏怖の的らしいからね。

　うーん、そうだね。

　ごまかすプランとしてはこんなのはどうだろう？

　まず、僕は突然に物もの凄すごい偉い人に話しかけられてビックリしてしまって逃げた。

　そして、逃げてしまった非礼に後で気づいて、それを詫わびる為ために話しかけることにした。

　その後は口からでまかせで「わー、マーリン様のお師匠様の雷神皇に似ているだなんて光栄だなァー（棒読み）」と、そんな感じで他人の空似の路線でゴリ押し……。

　うん、我ながら完璧な計画だぞ。

　と、そんな僕の思考は無視して入学の式典は進んでいく。

　そして式典は新入生代表の答辞に移り、僕が学長さんから呼ばれることになった。

「それでは新入生代表──エフタル＝オルコット学生」

「はいっ！」

　と、そこで違和感。

　ってか……やっぱり……これって不味まずいよね？　絶対に不味いよね？

　エフタル＝オルコットって言われて、僕が「はい」って答えちゃったら不味いよねっ!?

　雷神皇と同じ名前の僕が、マーリンに注目されているこの状態で「はい」って立ち上がったら不味いよね？

　そうして僕は演台に向かいながら、来賓席のマーリンを恐る恐る横目で見ると──こちらをチラチラどころか、ガッツリガン見している。

　まあ、そりゃあそうだよね。

　っていうか、思いっきり身を乗り上げる勢いで僕の方を見ている。それはもうめっちゃ食いついて、食い入るように僕の顔を凝視している。

　あー……これはちょっと良くないね。

　そうして僕は新入生代表の答辞を終えて、自席に戻った。

　それはもう、マーリンの熱烈な視線を受けながら。そうして、やっぱりそこから式典が終わるまでマーリンは僕の方をジッと見つめていて……。

　まあ、どうにも僕はマーリンの多大なる興味を引いちゃったらしいね。
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　入学式が終わってから、困ったことになってしまった。

　食堂でアナスタシアと一緒に食事を取っていたんだけど、それはもう本当にエラいことになったんだよね。

　と、いうのも食堂にいる教職員生徒一同の視線を僕達は受けることになってしまったんだ。

　──まあ、魔族の学院で学長をやっているマーリンが僕達の横で一人で昼ご飯を食べ始めたんだから当たり前のことだ。

　マーリンはチラチラと僕のことを見て、その度に分かりやすくため息をついたり、頰ほおを若干赤らめたり……。

　そして意を決してこっちに話しかけようとしたり、やっぱり話しかけるのをやめたりと忙しい感じだ。

　っていうか、既に十回くらいは話しかけようとして、やっぱりやめて……っていうのを繰り返している。

　まあ、昔からこの子は知らない人に声をかけるのを恥ずかしがる子だったよね。

　うん、面倒くさい。非常に面倒くさいぞこれは。




　──さて、どうしよう？




　そこで、僕の席の斜め前に座っていた上級生がマーリンを一いち瞥べつし、ニヤリと笑ってこう言った。

「全く……年とし増まのショタコンは見苦しいですわね」

　その言葉でマーリンは一瞬だけフリーズし、そして……小首を傾かしげた。

「年増のショタコンとは……私のことでいいのか？」

「ええ、この場で年増のショタコンと言えば貴女あなたのことでしょうに……オ・バ・サ・ン」

　その言葉でマーリンは再度……しばし固まった。

「新入生代表へのおぞましい熱視線を感じましたわよ？　十五歳の男子に二十歳を超えた女が……何ということでしょうか？」

「……」

「しかも話しかけるタイミングを見計らっている感じで、ナンパか何かをしようとしているつもりですわね？」

「……ナンパ？」

「隠さなくてもよろしくってよ？　そのいやらしい熱視線……汚らわしい性的欲求以外の何物でもありませんわ」

「ところで貴様は何者なのだ？」

「学年の総代表となれば将来を約束されたエリートでございます。つまりは、伯爵令嬢であるこの私──ヴィクトリアにふさわしい相手でございましょう」

　そこでマーリンはクスリと笑った。

「つまりは貴様がこの少年を、女として狙っているだけだという話か？」

　えええっ!?

　っていうか、総代表のパワーって凄いんだね。これは相当にダッシュな展開だぞっ!?

「ええ、早い内にツバをつけておこうと思えば、案の定に他の女め狐ぎつねがってところですわね。まあ、オバサンと言えども女の色香そのものは侮れないようでございますわ。声をかけられてはコロっといってしまうかもしれません。ですので──番犬たる私が貴女様にこのようなことを言わせていただきましたという次第でございますわ」

　伯爵令嬢が言い終えると同時、マーリンはしばし何かを考え、低く落ち着いた口調で──底抜けの笑顔と共にこう言った。

「──黙れ駄犬が」

　今度は伯爵令嬢がフリーズする番だった。

「だっ、だっ、だっ……駄犬ですって？」

「世間知らずのクソガキが自分を犬というのであれば……こちらとしては駄犬という評価以外はできまい」

「あ、あ、あ、貴女──人に向かって駄犬だなんて……何様ですのっ!?　名を名乗りなさいっ！」

「何様というほどではないが……マーリンだ。他所よその魔法学院で学長をやっている」

　その瞬間に伯爵令嬢は土下座の姿勢を取って、大きな声でこう言った。

「も、も、も、申し訳ありませんでしたっ！　魔族の英雄たるマーリン様とは露知らず……っ！」

　変わり身早いなっ!?

　この娘……何という分かりやすい性格なんだ……っ！

　っていうか、本当に魔族の学長さんって尊敬や畏怖の対象なんだね。

　後、マーリンが……昔に比べて性格がキツくなっているような気がする。

　まあ、あれから色々あったからだとは思うけれど、人のことを駄犬って呼ぶような子に育てた覚えは僕にはないぞ？

　と、そこでマーリンはコホンと咳せきばらいをして僕にこう言ってきた。

「……君？」

「何でしょうか？」

「エフタル君……でいいのだよな？」

「はい、まあ一応……」

「なあ、エフタル君？」

　そうしてマーリンは微笑を浮かべてこう言った。

「……君は……生まれ変わりって言葉を知っているか？」

　昔からこの子は勘が良かったんだけど、いきなり核心をつかれてしまったな。

「生まれ変わり？　何のことでしょうかね？」

「君は似ているんだよ。私の大切な人に……」

「似ている？　よく分かりませんが……まあ、他人の空似ってよくあることですから」

「そうだな……他人の空似か……」

　と、そこでマーリンは納得したようにゆっくりと頷うなずいて──

「そんなことで納得できるとでも思ったかっ!?　そもそも何故に一番最初に私から逃げたのだっ!?」

　ご指摘……ごもっともでございます。

　トホホンとなりながら、僕はテーブルの上の紅茶を手に取った。

「エフタル君。試験結果は見させてもらったよ」

「……」

「本当にぶっ飛んでいたね。まるで伝説の四皇がお遊びで入学試験を受けたかのような点数だった」

　不味いな。

　こんなところで試験で自重しなかったツケを払うことになるとは。

「しかもだねエフタル君？　学術試験の答案を見させてもらったが……君はもう少し上手うまく手を抜くということを覚えた方がいい」

「と、言うと？」

「教員のほとんどが君の答案のかなりの部分を理解できなかったんだよ。それもそのはずだ──四百年前の魔術理論に則のつとって解答されている訳だから、現代の魔術師で解答過程が理解できる訳もない」

　あー……。

　そんなことになってたのか。

　簡単な問題ばかりだから気にもしていなかったけれど、僕の知っている魔術理論で解答すれば四百年分のタイムギャップが生まれるのは必然だよね。

「それで……マーリン学長は何を言いたいのでしょうか？」

「生まれ変わりというのは飛躍した話にしても、君は伝説の四皇のエフタル様と特殊な縁がある。私はそう踏んでいる。そして私から逃げたのは……その関係で顔を合わせたくない何かがあったのだろう？」

　生まれ変わりで正解！

　と、言いたいところだけど、それができれば苦労はしない。

「さあ、エフタル君？　君は何者なんだ？　これでも私は雷神皇の直弟子でね？　師に関わる事案であれば私はヘビのようにしつこいぞ？　納得する返答を貰もらうまでは帰らせんからな」

　さて、本当にどうしよう。何かいい言い訳があれば……。

　あ、そうだ！　こんな感じでいってみようか。

「伝説の四皇であるエフタル──彼が山奥の屋敷で死んだことは関係者であれば知っていますよね？」

「ああ、無論だ。なにしろ私がこの手で、師の棺かん桶おけに花を手向けた訳だからな」

「そして……彼は英雄であり魔王討伐の後に公爵の称号を授かった。更に言えば今でも彼の家系は続いている……これも知っていますよね？」

「無論だ」

「実はですね。四皇のエフタルには愛人がいたんですよ。これはご存ぞん知じですか？」

「愛人……だと？　初耳だ」

　まあ、そんなのはいなかったからね。

　そりゃあ初耳だろう。

「彼は魔法の才がなく失意の中で死亡してしまった。これは知っていま──」

　そこでマーリンは血相を変えた様子で僕の口を塞いだ。

「それは一般的には知られていない事項……いや、伏せられている事項だ。四皇という権威そのものに関わる問題であることから、トップシークレットとなっている。師の実力は確かだったが……それでも世間体が悪すぎる。個人的には思うところはあるが……そういうことになっている」

「なるほど」

「しかしそのようなことまで知っているとは……本当にエフタル君は師と濃い縁があるのだな」

　濃い縁もなにも本人だからね。

「彼には愛人との間に子がいました。その子は魔法の適性が抜群で、彼は人知れずに自らの魔導の全てをその子に教え込んでいたのです」

　その言葉でマーリンの表情が驚きよう愕がくに包まれた。

「なん……だ……と……？」

「彼の夢は魔導の頂を目指すこと。彼は自らの子と、その子達に自らの名前と夢を託したのです。彼の子は人里離れた山奥に居を構え、その一族は半ば世捨て人のように世間と断絶して魔導を磨きました。いえ……磨き続けました」

「エフタル君？　君はひょっとして……」

「第十三代：エフタル＝オルコット。それが僕です。世間一般では僕達の存在は知られていないようですが……そういう事情なんです。そして僕達の存在は、ご先祖の直弟子さん達にとっては……少しショッキングでしょう？」

「なるほど……そういうことだったのか。まあ、確かに……師が隠し子を作っていて、私達に知らせもせずにという話であれば……我らがそれを良く思う道理もない。ああ、念ねんの為ために言っておくと、君達の一族に対して不快という訳ではなく、そして師に対して不快という訳でもなく……それを知らされていなかったのは寂しいと……今、私がそう感じているのは事実だ」

　お？　かなり無む茶ちやな説明だったけど納得してくれたようだぞ。

　まあ、この子は昔から素直で騙だまされやすい性格だったからな。

　僕の誰にでも分かる噓うその馬鹿話を大真面目に信じた時は笑ったよな。確か、コウノトリが子供を運んでくるって十歳を過ぎても信じてたんだっけ。後、キスで子供ができるとかも同時期まで信じてたはずだ。

　本当に馬鹿な子ほど可愛かわいいって感じだったよね。

「ところでエフタル君？」

「何でしょうか？」

「私もまたエフタル様から魔導を教わりし者だ。ある意味では君の姉弟子という言い方もできる訳だな」

「まあ、そうかもしれないですね」

「そして私もまた……エフタル様の魔術の系譜において、魔導の頂を目指す者だ」

「……？」

「エフタル様の示した道を進み──最強を目指すのは君の一族だけではないのだよ。そして、魔導を磨き続けてきたのも君達だけではない」

　と、そこでマーリンは僕に対して挑戦的な視線を送ってきた。

「入学式の式典は終了した。午後は新入生総代表と教職員代表による模範魔術戦闘が行われるはずだな？」

「ええ、そう聞いていますが」

　新入生最強と言えども、教職員相手にはまだまだかなわないということを周知するための模擬戦だね。

　ちなみに僕の場合は「試験結果が真実であれば、教員に多分勝っちゃうのでワザと負けてくれ」というオーダーを受けている。

「なあ、エフタル君？　模範魔術戦闘の場で私と──魔術比べをしないか？」

　さて、困った。

　何が困ったかって言うと……絶対にこれは目立つからだ。

　僕とマーリンがぶつかれば、普通に校舎が無事ではすまない次元の話になる。

　まあ、断ればいいっていう話で、非常に簡単な解決策があるんだけどさ。でも、断れないから本当に困ったことになっている。

　なんせ──




　──僕自身が弟子の成長を今すぐにでも確かめたいっていう気持ちになってしまっているんだから。
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「まずは小手調べといきましょうかマーリンさん──レベル６：極炎陣フレアバーストっ！」

　苦笑いを浮かべるマーリン。

　まあ、流石さすがに魔法学院に入学直後の子供がレベル６を小手調べで扱っちゃうとそうなるだろう。

　こんなの僕でも驚くからね。

「なるほど──これが君の小手調べかっ！　フハハっ！　流石だなっ！　レベル７：絶対堅牢パーフエクトウオールっ！」

　極炎陣フレアバーストの火を絶対堅牢パーフエクトウオールが防ぐ。

　魔法を完封したマーリンはニヤリと笑った。

「その年齢でレベル６をこの練度……か。身震いすらするな。驚愕を禁じ得ないぞっ！　ふふ、あの方は……エフタル様は亡くなられてからも私を驚かす意地悪ばかりをなされるのだな……っ！」

「意地悪？　ご先祖は貴女あなたにどんな意地悪を？」

　そこでマーリンは顔を真っ赤にして首を左右に振った。

「……色々だ。あの方は本当に私に意地悪な教育を……されたのだ。その教育のせいで後々に恥をかかされたことは一度や二度ではすまぬ」

　っていうか……キスしたら子供ができるとか以外にも、とんでもない馬鹿なことを散々に吹き込んだもんな。

　まあ、ちょっとマーリンについては……おちょくり過ぎたのは否いなめないかな。

　信じ込んじゃうものだから僕も楽しくなって噓もたくさんついたし、ポニーテールの髪型の時とかは百パーの確率でまとめた髪の毛をクイっと何度も引っ張って遊んでたりしてたし。

　うん、控えめに言っても僕は君が大好きだったよマーリン。

　いやはや、本当に色々と懐かしくなってきたなー。

　と、そこでマーリンは武者震いする体を鎮めるように首を再び左右に振った。

「けれど、私は少なくとも今の年齢の君には負けない、否、断じて負けられないっ！　私にも矜きよう持じはあるのだよエフタル君っ！　君は一族の十三代目かもしれない。けれど私は──初代エフタル様の愛まな弟で子しなのだっ！　私こそがエフタル様の魔導を直じかに授かったオリジナルだという矜持があるのだっ！」

　しかし……あの時のマーリンはちんちくりんで可愛かったのにな。

　今ではセクシーダイナマイトなお姉さんになってしまって……。僕は義理のお父さんみたいな側面もあるから、本当に色々と感慨深いよ。

　と、そんなことを思っているとマーリンの表情が羅刹へと変わった。

「私を相手にして……何故なぜにニヤけているっ！」

　まあ、おっしゃるとおりだ。

　ちょっと昔を思い出して、僕ものほほんとしすぎちゃってたのは否めない。

　っていうか、こんな表情のマーリンを見るのは初めてだな。これはちょっと引き締めてやらないと、足元をすくわれるかもしれない。

「それでは返礼だ。君相手には手加減無用と判断した。怪我けがでもして私を失望させてくれるなよっ！　レベル６：極炎陣フレアバーストっ！」

　なるほど、極炎陣フレアバーストを極炎陣フレアバーストで返してきたか。

　負けず嫌いというか、張り合いたい気持ちが抑えられないのは昔から変わらないようだ。

「なら、僕も絶対堅牢パーフエクトウオールで返そうかっ！」

　再度、極炎陣フレアバーストの火を絶対堅牢パーフエクトウオールが防ぐ。

　普通であれば再度の高位魔法の錬成には時間がかかる。だから、それを込みこみでの、次の魔法までは間があることが前提での戦闘の組み立てとなる。

　でも、僕は知っている。いや、僕達は知っている。

　──互いに、タメの時間などなしで魔法を連打できることを。

　何故なら、僕達は同じ技術を受け継いでいる……同胞はらからなのだから。

　そう、僕の開発した、エフタル学派の技術を極めれば、高レベル魔法の無詠唱と魔法連打ができるんだ。

　元々、僕は他の三皇よりも超高レベルの魔法の扱いが苦手だった。

　いや、正確に言えばレベル10の魔法を行使する際に、魔法適性の関係でタメの時間が三人に比べると長すぎたんだよね。

　その不利を埋めるためにレベル７～８の魔法連打という戦略を僕は確立し、当然ながら僕が確立した伝家の宝刀はマーリンが受け継いでいる。

「これならレベルを上げても怪我はしなそうですねっ！　レベル７：絶対氷結コキユートスっ！」

「……ノータイムでそれができるのは知っていたが……いくらなんでも術式構築が早すぎるぞっ!?」

「お喋しやべりしてたら怪我をしますよっ！」

「ハッ！　怪我だとっ!?　誰に口を利いている……若造が知った口をっ！　レベル７：絶対堅牢パーフエクトウオール」

「術式が甘いです。同レベル防御魔法とは言え、それでは僕の絶対氷結コキユートスは止められないっ！」

「ぐっ……何という練度の魔法式だ……ええいっ！　レベル７：絶対堅牢パーフエクトウオール──同時発動っ！」

　二つの魔術的大障壁に僕の絶対氷結コキユートスが完全に防がれた。

　と、そこで同時発動の魔力酔いによる弊害で、マーリンが軽い脳のう震しん盪とうに陥ったようだ。

　うん、ドンピシャで……意識が飛びかけているね。その表情から血の気が引いているのがよく分かる。

　マーリンがフラついて、僕の動きを注視する瞳が一瞬だけ朧おぼろげなものになる。

「同時発動時は意識が魔法式構築に奪われますっ！　決して相手から目を切ってはいけないと──ご先祖に習いませんでしたか？　レベル６：劣化雷神レツサーエフタルっ！」

「回避……不可っ！　ええいっ！　レベル８：空間転移テレポートっ！」

　僕の背後にマーリンが出現し、僕もレベル８：空間転移テレポートを発動する。

　続けざまの連打で背後から襲われることが確定していたからだ。

「レベル６：極炎陣フレアバーストっ！」

　予想通りに僕がつい先ほどまで所在していた空間が、レベル６の魔炎に焼き尽くされていた。

　そうして、僕はといえば彼女の横五メートルの位置に出現し、マーリンはすぐさま僕に向き直った。

「どうしたんですかマーリンさん？　笑っていますが……？」

「笑っている……？」

　マーリンは口元に手をやって、驚いたような表情を作った。

「そうか、私は笑っているのか……」

　マーリンは何かを諦めたように肩をすくめて、そして小さく頷うなずいた。

「エフタル君、非礼を詫わびよう」

「非礼？」

「君を子供だと舐なめていた。間違いなく、君は私よりも術式の構築が早く、そして魔力の練度が高い。レベル７のぶつかり合いで、私は同時発動をもってしてようやく君に対抗できたのだからな」

「……」

　僕の無言にマーリンは再度大きく頷いた。

「少し昔話に付き合ってくれないか？」

「……昔話ですか？」

「私の師は最強を目指していたのだ」

「ええ、知っていますよ」

　なんせ、今でも目指しているんだからね。

「そして私もまた師の目指した最強の二文字を追いかけていた。この四百年の間、毎日毎日愚直にな。いや、正確に言えば……先ほどまではそう思っていた」

「過去形……ですか？」

「先ほど、私は劣勢を強いられた戦いの最中に笑みを浮かべてしまった。何故だと思う？」

「……分かりませんよ」

「四百年私が磨き続けた師の技が……同じ技を扱う君に負けているという悔しさの感情を私は抱いた」

「まあ、当たり前の感情でしょうね」

「そして、私は……師と瓜うり二ふたつのように技を扱う君を見ることに、懐かしさと喜びの感情を抱いたのだ」

　何とも言えない表情で、お手上げだとばかりにマーリンは再度肩をすくめた。

「そして感情と感情がせめぎ合い、私は笑ってしまった。悔しさよりも……師と瓜二つの君を見て……昔を思い出して……笑ってしまった。昔々の大昔、魔術という遊びで師と共に遊んだあの日の夕暮れを思い出し……嬉しくて……懐かしくて……な」

　今にもマーリンは泣きだしそうな表情になってしまっている。

「私は最強を目指す器ではなかった。私は師匠の残した魔導という玩具おもちやを、かつて師と一緒に遊んだ玩具を……師が私にプレゼントしてくれた玩具を……大事に大事にしていただけだ。君を見て私はそれを理解してしまった」

「……」

「自分でも本当に不思議だ。何故に君に対して、私はこんな不思議な感情を抱いているのだろう？　師の血を継いでいるのは間違いないにしても……君は師……エフタル様ではないのに」

　あー……うん、ありがとう。

　マーリンはそんなにも僕のことが大好きだったんだね。

　何ていうか……うん、この子と再会できて本当に嬉しい。僕の目頭までちょっと熱くなってきちゃったじゃないか。

「とはいえ、やはり私には矜持がある。さあ、エフタル君？　受け止めてくれないか？　次に放つ秘術が私のとっておきだ。これを凌しのぎきれば……敗北を認めよう」

　マーリンはエフタル学派の十八番おはこである雷気を身に纏まとった。

「レベル８……雷神撃トールハンマーですか。今までのやりとりで僕にそれが通用すると思いますか？」

「ああ、しないだろうな？　だからこそ私は──秘術と言っている」

　さて、どうしようか。

　何だかんだでマーリンは僕の愛弟子だ。あれから四百年経たった彼女の秘術という技……。

　僕は最大限の警戒と共に、最速で術式を構成できるように魔力を練り上げる。

「なるほど。勝負を捨ててはいないということですね？」

「そちら側の返礼の準備は整ったと見える。それでは行くぞエフタル君」

「ええ、構いません」

　そうしてマーリンは掲げた右掌てのひらから雷を放った。

「レベル８：雷神撃トールハンマーっ！」

　僕がレベル７の防御魔法を行使しようとしたのを確認したところで、マーリンは左掌を掲げた。

「同時発動っ！　レベル８：雷神撃トールハンマーっ！」

　同時発動か、僕も急いで術式を構築しないと──

　と、そこで僕の背筋に、今日初めての冷や汗が流れた。

「三つ……同時発動だって？」

　更にマーリンは右足を高々と──カカト落としの如ごとくに頭上まで上げる。

「同時発動っ！　レベル８：雷神撃トールハンマーっ！」

　こりゃ不味まずい。

　僕も防御術式を同時発動しないと……と、そこで僕、いや……俺は「ははっ！」と思わず吹き出しちまった。

　次は──左足だった。

　再度、マーリンはカカト落としの如くに左足を頭上まで上げる。

「四つの同時発動か」

「同時発動っ！　レベル８：雷神撃トールハンマーっ！」

　流石さすがに……ここで打ち止めのようだな。

　四つの同時発動という無む茶ちや──脳を過剰に酷使した影響で、猛烈な吐き気に襲われているはずのマーリンは蒼そう白はくの表情でその場に膝をついた。

　ってか、俺の生きた時代でもレベル８の四術式同時発動など存在しなかった。

「なるほどな。こりゃあすげえ。流石は俺の秘蔵っ子のマーリンだ。とてもエフタル坊やじゃあ手に負えないな。ならば俺が全力を出そうかっ！」

　この秘術はマーリンだけのオリジナルだ。

　なら、俺も雷神皇としての俺のオリジナルを出して返礼しよう。

　そうでもしないと、こいつの四百年に対して失礼が過ぎるってもんだ。

「いやはや、弟子の成長を見るってのは悪くねえ。本当に悪くねえな！」

　俺はそのまま掌を頭上に掲げて──




「──レベル10：雷神皇エフタルっ！」




　けたたましい轟ごう音おんと共に雷鳴が鳴り響く。

「はは……はははっ……なるほど……これが……隠し子の……本当の意味での本家本元の血族の……力か……」

　眼前の光景を見て、マーリンは力なく笑った。

　ただただ、呆あきれ笑いしか出てこないって感じだな。まあ、それもそのはずだ。

　マーリンの放った四つの雷気は極大の雷気に一瞬で吞のまれたんだからな。

　そうして、次の瞬間、俺はレベル10の破壊の権化が周囲への被害を起こす前に術式をキャンセルさせた。

　これはただのレベル10ではない。魔力操作精度が究極の状態で扱われたレベル10だ。

　つまりは、レベル８の雷気を吸収した後、刹那のタイミングで術式を途中解除し、電気を大気に安全に散らしたってことだ。

　マーリンが同じ次元での魔術操作をできるかというと、答えはイエス。

　──ただし、レベル５程度の難易度の魔法であれば……だがな。

　と、そこで俺はマーリンの表情が変わっていることに気が付いた。

　それはかつて、幼き頃に俺に向けていた……少しだけ甘えたさんで、あどけないあの頃のままのマーリンの優しげな微笑……。

「まあ、そりゃあ気が付くわな」

　そもそも生まれ変わりがどうのこうのって言ってきたのはマーリンだし。

　それに、今のレベル10の行使は、それこそ、座学のレベルで術式を一番最初の理論から組み立てた者しか行使しえない。

　レベル10：雷神皇エフタルを自己のオリジナルの魔法として術式の裏も表も、全てを知り尽くしたような者でなければ……今の俺の芸当はありえない。

　つまりは、結論として俺以外に、今の次元で雷神皇エフタルの魔法を扱える奴やつは存在しない。

「本当はここでは身バレしないつもりだったんだが……」

　俺は微笑を浮かべながら、マーリンに向けて歩を進める。

「意地悪して噓うそついて悪かったなマーリン。お前が俺に尋ねてきた言葉……生まれ変わりを知っているか……だったか？」

「まさか……エフタル君……君は……」

「ああ、俺だ。今の雷神皇エフタルの魔法を見れば、お前ならオリジナルの俺以外には扱えない精度だってのは分かるよな？」

「ほ、ほ……本当に……エフタル……様の生まれ変わり……なの……ですか？」

「それ以外に説明がつかないのはお前が一番よく分かってるだろマーリン？　あと、お前は……サボってなかったみたいだな。大したもんだ。驚いたよ」

「私はただ、エフタル様の上辺だけの真似まね事ごとを……四百年の時を経へてなお、未いまだ貴方あなたの背中に届いてはおりません」

「いいや、お前は本物だよ。レベル８の四つの同時発動なんざ、俺にもできるかどうかは分からねえ。頑張ったなマーリン。お前は俺の自慢の弟子だよ」

　膝をついているマーリンに向けて──頭を鷲わし摑づかみにして、昔みたいに俺は乱暴にワシワシと頭を撫なでてやった。

「そのお言葉で……私は……私の……私の四百年は報われました」

「泣くなよ。子供かよ」

　気づけばマーリンの目は涙に溢あふれ、その場で膝立ちの姿勢から地面に崩れ落ちそうになり──

「申し訳ありません。ですが、エフタル様の前では私はいつでも……子供のままのようです」




　──そうして俺は、泣き崩れたマーリンを支えて、優しく抱きすくめたのだった。








☆★☆★☆★









　俺の方の僕がすぐに消えて、意識が僕に戻された。

　っていうか、どうすりゃいいのこの状況？

　マーリンは涙を流しているし、アナスタシアはキラキラした瞳で「さすがです……ご主人様……っ！」って恍こう惚こつの表情だ。
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　そして不味まずすぎることにグラウンド中の見物人の全員が──




　──アゴが外れんばかりに大口を開いてフリーズしている。




　数百人が集まっているのに、完全に場が静まりかえって静寂の状況なんだよね。

　いやいや、俺の方の僕よ……貴方は気持ち良くサクッとレベル10をぶっ放してそのまま退場だけど、この状況……マジでどうすんの？

　まあ仕方ないので僕はマーリンに問いかけた。

「えーっとマーリン？」

「はい、何でしょうかエフタル様？」

「えーっと、ちょっと色々あってね？　僕は魔法学院で色々と調べ物があるんだ」

「ふーむ。まあ、そりゃあ色々と事情があるんでしょうね」

「で、もう……普通の学院生活とか絶対に無理なんだけど……」

「まあ、そりゃあ無理でしょうね？」

　うん、まあ……やっぱりマーリンもそう思うよね。

「それで僕は困ったことになっちゃった訳なんだ」

「エフタル様がお困りになられるということは、つまりは私も困るということですね。師の悩み事は弟子の悩み事でもありますから」

　そうして二人して、難しい顔で考えこみはじめて──

「とりあえず、私に案が一つあります」

「案？」

「エフタル様は素性をほぼ明かさずに試験を受けておられますよね？」

「まあ、実家に迷惑はかけたくないからね。名前以外の情報は大体フェイクだよ」

　そうしてマーリンはニコリと笑った。

「──なら、今すぐトンズラかましましょうっ！」

　ニコニコと笑みを浮かべたままのマーリンに、僕はと言えば──

「えええええっ!?　どういうことー!?」

　と、困惑の表情でそう叫んだのだった。
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　結論から言うと、学長権限の私権を発動させて、僕とアナスタシアはマーリンの学校への入学が即時決定ということになった。

　ちなみに、僕もアナスタシアもマーリンの養子の直弟子という身分で書類上は偽装されている。

　更に言えば、僕はマーリンの家に住むことになった。

「は、は、はわわー！　何ていう大豪邸なんですっ！」

　と、そんなことをアナスタシアが言うほどの豪邸なのは間違いない。

　っていうか、マーリンが住んでいる家は元々は僕の家だったんだけどね。

　魔術書や宝物なんかの管理を任せた上で、代わりに土地家屋を好きに使わせるっていうことでマーリンに家をあげた訳だ。

　んー……この説明じゃちょっとしっくりこないな。

　僕も何だかんだでマーリンを可愛かわいがっていたので、何か残してあげたかったっていうのが適切かな。照れ臭かったので交換条件みたいにしたけどね。

　と、それはさておき、転校までに手続きの時間が少しかかるようなのでその間はマーリンというか僕の私邸で過ごすことになったんだけど──

「エフタル様……次のお召し物を」

「あ……うん……」

　これで十回目の衣装チェンジだ。

　服飾の商人を何人も呼びつけて、僕の私服や礼服のチョイスということでさっきから着せ替え人形をさせられているんだ。

　まあ、王侯が着るような仕立ての良い豪華な物を次から次へととっかえひっかえ……となっている訳だね。

「あの、マーリン？」

「何でしょうかエフタル様？」

「服なんてどうでもいいというか……人に見られて変じゃなければそれでいいよ？」

　そこでマーリンは血相を変えてこう言った。

「なりませんっ！」

「え？」

「エフタル様にみすぼらしい格好をさせてしまっては私の面目が立ちません！　ここは慎重に選ばなくては……っ！　あっ！　この服可愛いですよっ！」

　えっ？　可愛い？

　そうして僕は男の子でも女の子でも着ていておかしくない中性的な服を着せられた。

「やはり可愛いっ！」

「あの……」

「この服も可愛いですよっ！」

　あ、なんかマーリンの目がキラキラしている。

　っていうか、ほぼイキかけている感じの目だねこれは。そういえば昔からこの子は着せ替え人形とか可愛いものが好きだったからな……。

　幼少期に人形の服に異常な興味を持っていたので、心配になっていたことを覚えている。

　ってか、今……マーリンの持っている服。それって僕が着ちゃ絶対にダメな奴だよね？

「ねえマーリン？　その服は完全に女性用……」

「エフタル様は中性的な美少年なので──お召し物には気を遣うべきなのですっ！」

「女装の趣味は僕にはないんだけど……着ないからね？　絶対に着ないからね？　って、あ……やめ……あっ……ア[image: ][image: ][image: ]ッ！」

　そして僕はマーリンの着せ替え人形としての悪夢の一時間を過ごすことになったのだった。








☆★☆★☆★









　──翌日の朝。







「怪我けがをせん内に帰った方がいいぞ」

　長い長い螺ら旋せん階段を降りて、地下の宝物庫に辿たどり着いた僕達は開口一番にそう言われた。

　今、僕達の前にはランプの魔人と呼ばれる上級の使い魔が立っている。

　アラビアンナイトとかアラジンとかで出てきそうな……っていうか、まんまそんな感じの姿だ。

　地球の神話や伝説上の生き物なんかが結構この世界ではリアルにいたりするんだよね。

　何故なぜかは分からないんだけど、ひょっとしてこっちとあっちって繫つながっていて……目撃談や体験談が地球の神話や伝承になったとか？

　まあ、興味はつきないけど、それはさておき。

　昨晩からマーリンは公用で私邸を空けていて、予定では今日の昼頃に帰ってくることになっているんだよね。

　と、それはさておき。

　朝食を食べ終えた僕はアナスタシアを誘って「僕も剣を使えるようになったから、一振り欲しい剣があるんだ」ってなもんで、宝物庫にきた訳なんだけど──

　恐らくはこれはマーリンの使い魔で、宝物庫の番人としては非常に優秀だ。

　盗賊の撃退から、宝物のメンテナンスまで何でもこなすって感じだね。

「で、盗ぬす人つとのクソガキ共？　言うに事欠いて雷らい切きりが欲しいだと？」

　クソガキって……。

　あまりにもなモノ言いに僕は呆気あつけにとられる。

「伝説の四皇であるエフタル様が魔王城から持ち帰った伝説の刀だぞ？　希少価値はＳＳＳランクとなっていて、同価値のものはどこの大国の宝物庫を探しても滅めつ多たにお目にかかれるシロモノではないのだ」

「まあ、そうだろうね」

「貴様らはマーリン様が地域の子供達のためにボランティアで催している……魔術教室の生徒なのだろう？」

「……？」

　魔法学院の学長以外にも個人的にマーリンはそういうボランティアもやっているんだね。

　魔法を学ぶ機会がない子供達って結構多いから、そういう子達のために個人的な慈善活動を……。

　昨日は着せ替え人形にさせられて、育て方を間違えたかとも思ったけれど、ちゃんと真っすぐにいい子に育っているみたいで僕は嬉うれしいよ。

　と、そこでランプの魔人はアナスタシアを見て小首を傾かしげた。

「しかしおかしいな？　マーリン様の魔術教室は……十歳から十六歳の美少年揃ぞろいのはず。黒髪のガキは分かるがピンク頭のメスガキがどうして……」

　前言撤回。

　ああ、マーリン……。

　ショタを集めて一体君は何をしているんだ……。

「黒髪のガキもおかしいな。着せ替えをさせられていない……普通の服だ」

　昔は人形の着せ替えで、今は美少年の着せ替えか……。

　人の趣味に口出しする気はないけど、ちょっと引いちゃうよね。

「それはともかく、宝物庫を開いて欲しいんだけど？」

「だからそれはならん。マーリン様の魔術教室のガキということで、盗みに入ったことは目を瞑つぶってやる。若気の至りで宝物を検分したかった、戯れだったということにしておいてやるから……とっとと消えろ」

「いや、だから……」

「そもそもこの宝物庫はマーリン様のモノだがマーリン様のモノではない。伝説の四皇であるエフタル様から保管管理をマーリン様が任されたというだけのことだ」

「だからこそ僕にはその権利──」

「黙れクソガキが。マーリン様ですらこの宝物庫のアーティファクトの数々はおいそれとは持ち出せないのだぞ？」

　ああ、駄目だこりゃ。

　聞く耳をそもそも持ってないし、話をしても絶対に分かってくれないな……。

「時にクソガキよ。今日はマーリン様は？」

「公用で昼までは戻らないみたいだけど？」

　そこでランプの魔人はニヤリと笑った。

「なるほど、マーリンは今はいない……いくら地獄耳でも屋敷の外にまでは聞こえんだろう。よし……おい、クソガキ？　そろそろいい加減にしろ。もうハッキリ言ってやろうか？」

「ハッキリ？」

「年とし増まのババアのお気に入りの美少年らしいから甘い顔をしていたが──そろそろぶち殺すぞクソガキがっ！」

「……え？」

「あのババアは私を使い魔にしてからというもの……人使いが荒いんだ。それにな？　師匠のエフタルとかいうのは魔法適性のない無能だったという話で、そこからしてそもそもマーリンはうさんくさいんだ。どうせ師匠は汚い手を使って実力ではなく、権力争いの政治の世界から圧力をかけて四皇の立場を手に入れたのだろうよ」

「……」

「マーリンのババアは未いまだにエフタルとかいうジジイに入れ込んでいるようだし、当時の幼いマーリンは……よほどエフタルとかいうジジイに夜に可愛がられていたと見えるな。ロクでもないロリコンだったのだろう」

「……」

「まあ、幼少期に夜の虐待を受けたせいであのババアは歪ゆがんでしまったのだろうな。と、いうことでさっさと帰れ」

「……雷切の場所は？」

　そこでランプの魔人は醜悪に笑って、宝物庫の奥を指さした。

「あそこだが？」

　そうして僕は台座に突き刺さっている淡い蒼そう銀ぎん色に輝く刀に向かって歩を進めた。

　この刀はその昔に僕が魔王城から持ち帰ってきたもの……いや、魔王軍のナンバー２の悪魔大元帥が使用していた刀だ。

　レベル10の雷神皇エフタルを真っ二つに切られた時は本当に焦ったのを覚えている。

「君が何と言おうと持っていくからね？」

「フハハっ！　今まで黙っていたが……ここの宝物は全て魔術的に保護されている。安置の魔術がかけられていて、並の盗賊や魔術師では手すら触れられんぞ？」

　僕はゆっくりと台座の剣に手を伸ばした。

「無駄無駄無駄っ！　マーリンのババアのレベルでないとどうにもならんよっ！」

「……レベル８：完全解呪パーフエクトデイスペル」

　そうして僕は刀を台座から、するりと引き抜いた。

「そんな……馬鹿な……っ！」

　ランプの魔人が大きく目を見開いた。

　そのまま魔人は腰を抜かし、打ち上げられた魚のようにパクパクと口を何度も開閉させる。

　──と、そこで、宝物庫の扉がギィと開かれた。

　はたして、そこにはコメカミに幾つも幾つも青筋を立たせたマーリンが仁王立ちを決めていた。

「マ、マ、マ……マーリン様……？」

「貴様……外の螺旋階段にまで聞こえていたぞ？　おい、もう一度言ってみろ……誰がババアだ？」

「あ、あ、あ……あわわ……」

「マーリン？　使い魔の躾しつけはちゃんとしてた方がいいと思うよ？」

　マーリンは片膝をついて、僕に頭を下げてきた。

「申し訳ありませんエフタル様。不快な思いをさせてしまったようで……」

「エフタル……？」

　僕の顔と、引き抜いた雷切をマジマジと交互にランプの魔人は眺める。

「エフタル……？　まさか……」

　ランプの魔人は「あっ」と大口を開いて──

「も、も、申し訳ありませんでしたああああっ！」

　と、土下座の姿勢に入ったが、マーリンのコメカミにエゲつない量の青筋が浮かんでいたので──

「南な無む阿あ弥み陀だ仏ぶつ」と僕は片手で念仏を唱えたのだった。







　その日の夜──

「エフタル様？　少しお耳に入れたいことが……」

　僕の寝室にマーリンが訪ねてきた。

　ちなみに僕の部屋は前世で使っていた部屋で、四辺の壁の本棚に敷き詰められた蔵書の数々は可能な限りにそのままに残されているようだ。

　忘れかけている知識も多いし、本当にありがたい。

　一冊一冊に丁寧に保存魔法が定期的にかけられているのが分かるし、術式も相当に高度なものだ。

　これは恐らくマーリンが自分の手で一冊一冊──途方もない冊数を時間をかけてメンテナンスしてくれていたのだろう。

　うん、僕はいい弟子をもった。僕の残したものだからと、本当に大事にしてくれていたんだね。

「屋敷をくれてやる代わりに管理を任せた」という僕の言葉を愚直に……。

　と、不覚にも僕の目頭が熱くなった。

「エフタル様？　どうなされました？」

「いや、なんでもないよ」

　で、僕はマーリンとメイド一名を招き入れて、応接ソファーに座った。

　メイドは茶器をセットすると一礼と共に退室していった。

「で、何なんだいマーリン？」

「アナスタシアのことなんですが……」

「ん？　アナスタシアがどうかしたの？」

「今日、彼女と大浴場で湯あみをしたのです」

　ああ、なるほど。

　そうなると……まあ、僕の部屋に来て話をしたくなるよね。

「本題に入る前に聞いておきたいんだけど、どうしてアナスタシアと一緒にお風呂に？」

「ああ、そのことですか。検分ですよ」

「──検分？」

「エフタル様に夜のご奉仕をするに値すべき肉体か否いなかの検分です」

「えーっと……ちょっと何を言っているのか分からない」

「一流の男子は一流の女を抱かなければなりません。当然、エフタル様の一番弟子である私のチェックは必然でありましょう。無論、私でも構わないのですがエフタル様は今はその気はないようですので……」

「ちょっとマーリン？　こっちに来てもらってもいいかな？」

　手招きすると、マーリンは素直に僕の近くまでやってきた。

　そうして片膝をついて床に座り、頭を下げた。

「何でございましょうか？」

「そろそろ本気で怒るよ？」

　ゴツンとゲンコツを落とすと、キャインとマーリンは涙目になった。

「いや、しかしですね。あの娘がエフタル様に毎晩抱かれている以上は、性病のチェックから３サイズから色々と確認をしなければ」

　再度、ゴツンとゲンコツを落とすと、再びキャインとマーリンは涙目になった。

「僕とアナスタシアはそんな関係じゃないから」

「えっ!?　それじゃあどうしてアレを拾ったので？」

「まあ、なりゆきで……」

「ああ、エフタル様のいつもの癖ですか。私も魔王城で拾われたという話ですし」

「そういうことだね」

「ところで、件くだんのアナスタシアですが──あの特殊奴隷紋を見た上で本当に手元に置かれるおつもりで？」

「そのつもりだけど？」

　そうしてマーリンはゾッとするような冷たい視線を僕に送ってきた。

「──手元に爆弾を抱え込むのと同義……。時限式の爆弾のカウントダウンは既に始まっている。それはご理解なされていますよね？」
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　そこで俺は肩をすくめてマーリンに言った。

「グダグダうるせえ。俺が決めたことだ」

　その言葉でマーリンは安あん堵どの表情を浮かべる。

「失礼いたしました。エフタル君ではなく……エフタル様のご判断だったのですね」

「ああ。一度拾ったもんは仕方ねえ。ケツまで面倒見るしかねえだろ」







　さて、そんなこんなで僕達はマーリンが学長を務めるアルテナ魔法学院へと入学することになった。

　かつてはここは人間の魔法学院だったんだけど、魔王討伐後の不安定な世界で勃発した大戦争の影響で今は魔族の魔法学院となっている。

　ちなみに、屋敷からも通える距離なんだよね。

　で、その昔──村人なのに地上最強の男の人が在籍していたという由緒正しき魔法学院だったりする。

　まあ、実際には籍を置いているだけでほとんど通ってなかったらしいんだけどね。

　と、魔法学院の歴史はさておき、転校生である僕とアナスタシアは魔法学院の門を潜くぐろうとしたんだけど──

「君？　見ない顔だね？　制服はウチのモノではあるが……」

　門に詰めている衛兵が僕にそう尋ねてきた。

　耳が長いし、魔族の人みたいだ。まあ、ここは魔族の国なのでそれは当たり前のことだよね。

「ああ、転校生なんですよ」

「転校生？　そういえばそういう報告を受けていたね。ちょっとここで待っていてくれ」

　そうして衛兵は詰め所に戻って書類を取ってきた。

「ふむ。エフタル＝オルコット……」

　映像記憶魔術で顔の画像を書類に転写しているみたいだね。

　衛兵は書類と僕を見合わせて小さく頷うなずいた。

「そしてアナスタシア……氏は不詳」

　不詳？

　そういえばフルネームを聞いたことはないけれど、どうしてなんだろうか。

　いや、アレが原因なのかな。

　と、そこで衛兵はアナスタシアに「肩を見せて貰もらってもいいかな？」と声をかけた。

　アナスタシアは一瞬だけ渋面を作るが、器用に制服をずらして、首筋と肩を見せる。

「この紋……」

「何か問題でもございますか？」

　まあ、そりゃあ引っ掛かるだろうね。それは奴隷紋の中でもちょっと特殊な紋なんだから。

「いや、入学を許可された以上は私が口を出すことではない。ところでエフタル君？」

「はい、なんでしょうか？」

「帯剣は許されてはいるが、一応は許可制となっている。君の剣を許可登録したい」

「剣じゃなくて刀ですけどね」

　右手を差し出してきたので、僕は鞘さやごと刀を衛兵に渡した。

　衛兵は鞘から刀を引き抜いて──見る間にその表情が変わっていく。

「エ、エ、エ、エフタル君？」

「はい、何でしょうか？」

「こ、こ、こ、この剣はひょっとして──」

　僕はニコリと笑ってこう言った

「はい、雷切です」

「かつて悪魔大元帥が所有していたという……希少度ＳＳＳランクの……っ！」

　それだけ言うと衛兵は泡を吹き、貧血症状のようにカクンと膝を折ってその場で倒れ込んでしまった。

　まあ、ちょっと……普通の人には刺激が強かったのかもしれないね。







　で、僕達は教室に向かった訳だ。

　転校生なのに職員室や事務室ではなく、普通に教室に向かったんだよね。

　と、いうのもマーリンがそうしろって言うからそうしている訳だけど……。

「ちょ……なんで人間が転校生でやってくる訳？」

　僕の前の席に座っている金髪の女の子がヒソヒソとそう言った。

　ちなみにアナスタシアは僕の隣の席だ。

「もう一人の方は魔族みたいだけど……ってか、もっかい聞くけどどうして人間がこんなところにいるワケ？　意味分かんないんだけど？」

　で、その問いかけに応じたのが右斜め前の席にいた魔族の銀髪の男だ。

　結構な長髪で細身……イケメンと言ってもいいだろう。

「おいおいマリア？　テメエもエルフ族だろうによ」

　ってか、この金髪の女の子はエルフか。

　まあ、確かに魔族に比べて色が滅め茶ちや苦く茶ちや白いし、耳も更に長い。

「つっても人間って魔法は不得意なハズでしょ？」

「年中発情期で数だけは多いからパワーバランスはギリギリ保ってるけどな。少なくとも俺達の魔法学院には人間は不釣り合いだ」

「昔は魔族と人間が肩を並べて魔法を学んでたって話だから前例はないことはないんだろうけど……でも、本当にどうして？」

「ああ、そういえば四皇の時代は人間もそこそこ魔法を使えたってウワサもあるわな。まあ、そんなことはどうでもいい。ともかく今は人間って言ったら魔法はダメダメなのは定説だろうがよ」

「で、どうして人間がいるのよ？」

「大方──人間の権力者か何かなんだろうよ。学校内の幹部に口を利いてもらって無理やりにこのエリート校にねじ込んだんだろうさ」

　あながち……間違いでもないので少しだけ気まずい。

「まあ、そんなトコだろうね」

「で、人間とか言う魔族より劣等なゴミクズちゃんは、このエリート校の教育についていけるとでも思ってるんだろうかね？」

「ちょっとエイブ……さすがに言い過ぎだし聞こえるよ？」

　そこでバンとエイブは机を叩たたいた。

「アァ？　聞こえてもいいだろうが？　ってか聞こえるように言ってんだよっ！　こっちがどんなふざけた倍率の試験を勝ち抜いてここに入学したと思ってんだ？」

「ちょっと──ダメだって！」

「臭気を放つ『人間』なんかと机を並べ仲良く勉強しろだァ？　納得できる訳がねーだろうよ！　ここは魔族やエルフみたいな優等種だけに許されたエリート中のエリートの学校だぞ？」

　なるほど。

　中々に素敵な性格みたいだね。

　エイブは何も言い返さない僕に対してニヤリと笑った。

「こんだけ言われて何も言い返してこない腰抜けなら……これから俺様のパシリとして決定だ。まあ、言い返してくるような野郎でも、校舎裏に呼び出してボコってパシリ決定だがな」

　僕が睨にらみつけると、エイブは「ヒュウ」と口笛を吹いた。

「あ？　何か言い返すつもりなのか？　人間ごときが？」

　と、そこでマリアというピンク髪の子がエイブにゲンコツを落とした。

「いい加減にしなさい」

「いや、そう言うけどよ？　俺はみんなの気持ちを代弁──」

　そこでマリアは掌てのひらでエイブを制した。

「アンタの言いたいことは分かる」

　そのままマリアは僕に視線を向けてこう言った。

「過激っていうか下品な表現になったのは……エイブが悪いと思うケドさ」

　そうして吐き捨てるようにマリアは言葉を続けた。

「人間って……良く思われてないのは事実だから。私は人種で差別はしないけど、実力主義での差別主義者ではあるわ。出来損ないと同じクラスなのはプライドが許さない。貴方あなたはどうせロクに魔法を行使できないでしょうし、それを含めた上で、できるだけ私達の視界に入らないように生きるのをオススメしておくわね」

　周囲を見ると──確かに白い視線が僕に向けて飛んできている。

　そこで僕は深く深くため息をついた。

　──こりゃあまた前途多難な魔法学院生活が始まりそうだ……と。







　で、朝のホームルームが始まった。

「それでは転校生の紹介の前に、担任の変更のお知らせだ」

　スラリとした長身に腰までの銀髪。

　ピッタリとしたスーツが良く似合う、見た目二十代前半の──って、おいおいそれは不味まずいでしょ？

「光栄に思え。貴様らの学長であるマーリン＝オルコットこと私が直々に貴様らに教きよう鞭べんを執ってやる」

　ってか、マーリンって僕が養子にした時から苗みよう字じを変えてないんだね。

　で、当然ながら教室内がシンと静まり返り、そのしばらく後にクラスメイト達がざわめき始めた。

「おいおい、どういうことだよ？」

「魔族の英雄が……？」

「そもそもあの人は名誉職みたいなもんで、名前だけ学長として置いているみたいなもんだろう？」

「でも、普通に考えてラッキーじゃない？　マーリン様に教えてもらえるなんてっ！」

　と、そこで先ほどの銀髪イケメンのエイブが手を挙げた。

「質問よろしいでしょうかマーリン学長？」

「あ？　何だ……？　えーっと……」

「エイブです。エイブ＝ポルテス」

「ああ、興味のない学生の名前はまだ覚えていなくてな」

　その言葉で一瞬だけエイブは怒りを表情に混ぜたが「生ける伝説からすれば今の俺はそんなものか……」と、気を取り直したように言葉を続けた。

「どうして学長が我々の担任に？」

　そうしてマーリンは僕の方を見て、ウインクした後にこう言った。

「特殊な生徒が入学したからだ」

　えーっと……マーリン？

　それは非常に良くないと思うよ？

「特殊……とおっしゃいますと？」

「あまりにもレベルが違い過ぎる異分子が混ざっては色々と大変だろう。その調整を私がやるということだ」

　その言葉でエイブは何を勘違いしたのか失笑した。

「なるほど。コイツはよほどの権力者の息子と見える。わざわざマーリン様がそのようなことをしなければならないほどに過保護を施さなければならないと？」

「ふむ。貴様にはそのように見えるか？」

「ええ、それ以外には見えません。私には彼は普通の人間──劣等なものにしかね」

「なあ、人間が魔族の魔法学院に入学することがそんなにおかしいか、エイブ学生？」

「我々は選ばれし種族の選ばれしエリートなれば……」

「まあ、確かに人間はこの時代では、平均的に我々に比べて個々人の魔術技量は劣勢ではあるな。そういう側面があることは私は否定しない。魔術とは真理の探究であり、事実を捻ねじ曲げては真理は見えぬからな」

「ええ、おっしゃる通りでしょう」

「しかし、凝り固まった固定観念でしか事象が見えないというのは魔術師としては三流だ。いいか？　魔術とは──通常ならざる奇跡を操る術だ。そこにある──あるがままを見る眼めこそが魔術師としての基礎と知れ」

「おっしゃる意味が分かりかねますが……？」

　そしてマーリンは僕に再度ウインクをしてきた。

「貴様も……転校生のあの少年について、色々と観察することだな。貴様らの思う──人間という種族に関する固定観念を吹き飛ばしてくれる絶好の機会となることは間違いない」

　そうしてマーリンは僕に対して深々と頭を下げてこう言った。

「それでは……我が校の馬鹿者共に対して……お手柔らかにお願いします」

　それだけ言うと、マーリンは「ホームルームは以上だ」と言い放って教室から去っていた。

　そうして僕は思ったのだった。




　──ねえマーリン？　僕に平穏な学生生活をさせるつもり……きっとないよね？




　で、クラス内全員の視線が僕に集まってきたところで、一時間目の講師が入室してきたのだった。







　そうして一時間目の授業が終わって中休み。

　エイブが血相を変えて僕の席に向かってきた。

「テ、テ、テ……テメエ……何者だっ!?」

　と、そこで僕は素直に『まあ、そうなっちゃうよね』と思ったのだった。

「何者って言われてもね……ただのエフタルとしか言いようがないんだけど……」

　ゲンナリしながら僕がそう言うと、エイブは僕の胸倉を摑つかんできた。

「マーリン様がああいう風に言うってことは何かあるんだろうがよ？」

「いや、だからね……」

　と、そこでエイブが何かに気づいたように「フッ」と笑い、僕から手を放した。

「ああ、そういうことか」

「そういうことというと？」

「マーリン様……いや、マーリンは美少年にボランティアで魔術教室を開いているって話だったな」

　そういえばそういう話もあったね。

　まあ、人の趣味なのでマーリンにとやかく言う気はないけれど。っていっても、軽く引いてるけどね。

「ああ、そうみたいだね」

「テメエはマーリンの愛玩具おもちやってところなんだろう？　いやはや、四百歳でショタコンってのもどうかと思うが……あのババア……っ！」

　あー……そういう風に解釈しちゃったのね。

　まあ、それならそれで別にこの人にどう思われようとどうでもいいけどさ。

「……ババアっていう言葉は良くないと思うよ」

「アァ？　俺様に意見するってのか？」

「いや、そういう訳じゃないけどね」

　ってか、本当に面倒くさそうな人だな。できれば僕に今後は関わってもらいたくない感じだ。

「ああ、なるほど。テメエはあのババアに手を出されて……惚ほれちまってんのか？　初めての女は特別になっちまうからな、気持ちも分からんでもねーぜ？　あのババア、性欲も強そうだしネチっこそうだし。俺はノーサンキューだが、テメエはそういうのが良かったのか？」

「……」

　できればじゃなくて、是非とも僕に関わり合いになってもらいたくなくなってきた。

　っていうか転校早々にどうして僕は変なのに絡まれるんだ。

　と、そこでキンコンカンコンとベルの音が鳴って、二時間目の授業が始まった。







「それではクラス活動の時間を始める。本日の議題はクラス対抗戦のメンバーについてだ」

　アルテナ魔法学院は徹底した実力主義となっている。

　僕達のいる一年次の一番最初には特にクラス分けは存在しないけれど、四か月ごとにクラス分けが行われる訳だ。

　ちなみに入学式から数えて今は一か月なので、具体的にはクラス分けは三か月後となる。

　当然ながらクラス分けは成績に左右されるのでみんな必死な訳だね。

　で、定期試験の成績は勿もち論ろんのこと、クラス内で選抜された五人のメンバーによる月一のクラス対抗戦の成績もクラス分けの重大な指標になる。

　まあ、そもそもが選抜メンバーの五人に選ばれること自体で大幅な加点対象なんだろう。

「まずは魔法剣士枠だな。えーっと……前回はエイブ学生か」

「はいマーリン様。私の前回の成績は三戦二勝と勝ち越しております」

　さっきまではババアとか言ってたのに……。何というか世渡り上手な人みたいだね。

　で、担任のマーリンが「魔法剣士か……」と、ニコリと笑って僕に視線を送った。

　おいおいマーリン、頼むから強権発動はやめてくれよ。いや、本当に。

　しかしマーリンは僕から視線を切った。僕がほっとしていると──

「エイブ学生の他に立候補はないか？　自薦でも他薦でも構わんぞ？」

　よし、完全に僕が魔法剣士枠になる目は消えたみたいだね。

　勝負ごとになるともう一人の僕は……熱くなっちゃうフシがあるので何が起きるか分からない。

　学校内でレベル７とかレベル10とかをぶっ放すと、もうさすがに言い逃れできない。

　──僕は静かな学校生活を送りたいんだ。放課後に図書館を何となく利用させてもらえればそれで……いいんだ。

　と、その時、僕の隣の席のアナスタシアが手を挙げた。

　あ、そういえばアナスタシアもレイピアはそこそこ使えたよね。

　君は魔法剣士の適性はあるから、立候補もいいことだと思うよ。

「どうした駄犬……いや、アナスタシア学生？」

「あの、えと……わ、私はご主人様……いや、エフタル様を推薦します」

　その言葉で教室内は凍り付き、野獣のようにエイブがアナスタシアに嚙かみついた。

「アァ？　転校初日で何も分かんねーくせに何言ってんだお前？」

「えと、その……クラス対抗戦は選ばれた優秀な者が出ると聞いてます」

「だ・か・ら！　魔法剣士枠で俺が出るんだろうよ？」

「えと……だから、優秀な者が出るべきだと私は言っている訳で……」

「アァ？　テメエにはこの人間ごときが俺よりも優秀に見えんのか？　そう言ってんのかテメエは？」

「いや、でも……えと……その……」

　ん？　ちょっと様子が変だな。

　アナスタシアってこんなに自分の意見を貫くタイプだったか？

　と、そこでマーリンが楽しげに肩をすくめた。

「ここは実力主義が校風だ。分かりやすくここは模擬戦で決めればよかろう。魔法剣士枠を争うのは二名……エフタル学生とエイブ学生でいいか？　他に立候補者はいないのか？」

　マーリンの言葉に教室はシンと静まり返り、そうしてエイブが僕を睨にらみつけた。

「やってやるよ。バケの皮を剝はがしてやるからな──このゴミクズがっ！」

　さて……と、僕はその場でフリーズを続けていた。

　──どうしてこうなった……と。







　と、いうことで僕達は模擬戦をやることになった。

　クラス対抗戦の魔法剣士枠選抜のためなんだけど……いや、でも僕はそんなものには出るつもりはないんだけどね。

　が、まあ、こうなっては仕方がない。

　運動場に描かれた半径十メートル程度のサークル内で僕はエイブと向き合った。

「それではエフタル学生？　お手柔らかにお願いするぞ？」

　審判はマーリンで、サークルの外ではクラスメイトが「エフタルは一体どれほどの実力を……」みたいな感じで、めっちゃこっちを見ている。

　正直、僕は勝ち負けはどうでもいい。みんなにどう思われたって、まあ、実害がなければそれでいいんだ。

　でも、勝てば目立っちゃうのが確定するのでそれは不味まずいね。

　けれど、ここで簡単に負けてもマーリンの顔を潰すことになる。

　エイブはマーリンの美少年好きという性癖をやたらとディスっていたし、僕のこの扱いの上でアッサリと負けちゃったら……。

　後であることないこと言われるのは明白で、むしろ勝っちゃうよりも面倒なことになりそうだ。

　さて、どうしよう……。

　模擬剣を握りながら、僕はしばらく思案した。

　そこで名案が思い付いた。

　──よし、適当に互角……いや、ちょっと負け気味な感じで戦ってから「いやはやエイブ君は強いね。これじゃあ僕はとても敵かなわないや」とか、適当なことを言って勝負を打ち切ろう。

　ふふん。我ながら完璧なプランだね。

　エイブは実力者みたいだし、四対六くらいでちょっと負け気味の善戦をしておけば僕の実力もそこそこ認められるだろう。

　必然、マーリンの顔も潰さない。

　と、そこでエイブが僕に声をかけてきた。

「おい、人間？」

「え？　何？」

「テメエは俺様の剣の腕を知っているのか？」

「いや、知らないけれど……」

「実は俺様は魔法自体は大したことねえんだよ。つっても人間からしたら超絶の次元だろうがな」

「あ……そうなんだ？」

　そこでエイブはニヤリと笑った。

「だが、俺はこの学院で五指に入る剣術の達人だ」

　なるほど。

　どれくらいのレベルかは分からないけど、剣の腕には自信ありってことみたいだね。

　とはいえ、僕も剣術には自信がある。

　指導者が良かったので、大人の達人相手でも引けを取らない自信もあるんだよね。

　よし、自分でこれだけ自分が凄すごいって言ってるんだから、油断しすぎると僕も痛い目をみそうだな。

　魔法なら絶対負けないけど、剣術となるとね。まあ、とりあえずは五割くらいの力で様子を見るか。

　と、その時──

「それでは模擬戦始めっ！」

　マーリンの言葉と同時に僕はエイブに突進した。

　そうして大上段に剣を構えて──




　──フェイントからの前蹴りだっ！




「ぐっ……っ！」

　エイブは後ろに吹っ飛んで、そして片膝をついた。

　あれれ？　ノーガード状態で思いっきり入っちゃったぞ？

　とはいえ、最低限の加減をしているからすぐに起き上がってくるだろう。

「負けねえぞ……っ！」

　エイブはプルプルと震えながら立ち上がろうとして──

「グフッ！」

　そうしてエイブはそのまま地面に崩れ落ちて、仰あお向むけに倒れた。

「……えっ？」

　そこでマーリンが誇らしげに頷うなずいて、高らかにこう宣言した。

「エイブ学生は戦闘不能っ！　勝者──エフタル学生っ！」

「……え？」

　そうして僕が周囲を見渡していると、ホームルーム前に僕に絡んできたピンク色の髪の少女──マリアが大口を開いてこう言った。

「人間種は近接戦闘だけは強いって話……本当だったんだ……っ！」

　えーっと……。

　つまりは……そういうことなの？

　魔族ってのは魔法だけで……肉体は弱くて……僕の五割の力は……。

「凄い……流石さすがはマーリン様の……！」

「あんな素早い動きを見たことないぞっ！」

「とんでもない手て練だれだっ！」

　うん、目立っちゃってるね。

　と、僕はその場で頭を抱えて叫びだしそうになった。
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　もう、どうしてこうなっちゃうのっ！！！！？




　──そうして僕はガックリとうなだれたのだった。




「しかし、本当に何なのアイツ……？　凄すぎるじゃないのっ!?」

　呆ぼう然ぜんとした表情で僕を見ながら、そこで「あっ！」という表情をマリアは作った。

「いや、そういうことか……っ！　稀き代たいの剣士が魔法学院に入学したからマーリン様は……アイツを規格外の特別扱いをしているんだ」

　そこでギャラリーの男がマリアに語り掛けた。

「どういうことなんだ？」

「恐らくマーリン様は我が校全体の魔法剣士のカリキュラムの改良を考えてらっしゃるのよ。そこで人間種の中から特別な剣士を転校させたのよ」

「なるほど！　そういうことかっ！」

「ええ。人間種は魔法はからっきしだけれど、上位の剣士の近接戦闘の実力だけはマジで半端ないって話だからねっ！」

「マーリン様は俺達のクラスを実験場に選び、自らが担任となって魔法剣士カリキュラムの改良の実験をしようと……？」

「そういうことよ！　それ以外には考えられないわっ！」

　──凄い思い込みの激しい人達みたいだ。

　ともかく、まあ目立つのは目立ったのだけど……筋肉馬鹿のイメージがつく程度なのでここはマリアのその案に乗っかっておこう。







　そうして翌日の夕方。

　僕は屋敷でアナスタシアと一緒に食事を取っていた。

　三十人くらいの規模なら晩ばん餐さん会かいを開けそうな大きさの部屋で、中央には長い長いテーブル。

　で、部屋の隅にはメイド達が控えている。

「……あの……その……ご主人様？」

　牛フィレ肉のステーキにナイフとフォークを入れながら、対面の席に座るアナスタシアが僕に上目遣いに言葉をかけてきた。

「ん？　どうしたの？」

　アナスタシアはうつむいて、意を決したように顔を上げた。

「えと……いつも思っていたのですが……私が一緒に食事をしてもいいのです？」

「っていうと？」

「その……私の身分は未いまだに奴隷です。奴隷は床で食事を取るのが通例で、あまつさえ……料理も同じというのは……」

「気にしなくてもいいよ。奴隷っていうのはあくまでもそういう身分ってだけで、僕はそうは思っていないから」

「……それにご主人様と同じ学校に通うというのも……やはり変だと思います。ご主人様はマーリン様と元々ただならぬ関係を持っているみたいですし」

「君はまだ子供だ。ちゃんとした教育を受けて、いつかは独り立ちできるようにならなくちゃいけないんだ」

「えと……変だと……思います。あの、えと……まるで大人が子供を諭しているような……。ともかく、私としては今の厚待遇を申し訳なく思っている部分もあります」

　アナスタシアにはまだ僕が四皇のエフタルだとは伝えていない。

　言っても理解してくれないだろうし、魔法の応酬をやって肌で僕が僕である……いや、僕以外にはありえないと気づいたマーリンとは事情が違うんだ。

「とにかく君は申し訳なく思う必要はないんだよ。マーリンの縁戚っていう話だし……僕としても乗りかかった船だしね」

　そこでアナスタシアは涙目を作った。

「……優しいです。ご主人様は……」

　まあ、昔から変なものを拾う習性はあるからね。

　決戦の魔王城で、魔王の娘でまだ赤子のマーリンを拾うくらいだから。

「ねえ、もうご飯が冷めちゃうし早く食べた方がいいよ？」

「……ご主人様？」

「ん？　何？」

「……それでも……やっぱり私はご主人様に拾われて、恩も返さずにこのままというのもいけないと思うんです」

「だから気にしなくていいって」

「本当に……本当に私はご主人様に拾われて良かったと思っています。だからこそ、やはり自分にできる恩返しはしなくちゃいけない……と」

「だから、もうそれはいいから。そういう話は止やめようよ」

　そうして僕は赤ワインのグラスに口をつけて、アナスタシアは覚悟を決めた表情でこう言った。

「あ、あ、あの……えと……わ、わ、わっ……私は……処女です。性奴隷としての仕事なら……できないこともないと思うんです。私……今夜……ご主人様の部屋に行っても……よ、よ、よ……よろしいでしょうか？」

　と、そこで僕は「ブーッ！」と赤ワインを噴き出したのだった。

　ゲホゲホと気管に入ったワインでむせ返る。

「奴隷紋がついているからって……そういう風に自分を安く扱うもんじゃないよ？」

「あの……えと……ごめんなさい。でも、ご主人様は本当に優しいです。そういうご主人様ですから……私もそれでいいと思ったんです」

「……」

「……」

　そうして真っ赤に染まったアナスタシアは視線を伏せた。

「あの……ご主人様？」

「何？」

「えと、前から思っていましたが……ご主人様は強い力を持っていますです？」

「まあ、今まで君が見てきた通りだね」

「その……そんな強い力を持つご主人様……もしも力ではどうにもならないことに直面した時にどうします？」

　何やら改まってこんな話をしているってことは、特殊奴隷紋絡みのことで思うところがあるんだろう。

　どうにもこの娘は僕がそのことに気づいていないと思っているみたいだ。

「なら、どうにもならなくないようにすればいいさ」

　そこでアナスタシアは一瞬だけ呆ほうけた表情を浮かべて、そうして小さく儚はかなげに笑った。

「強つわ者ものの、回答です。自分ではどうにもならないことなんてない……という風に思っているということですか？」

「ううん。違うよ。僕にだってどうにもならないことはあった。それこそ……失意のどん底に叩たたき落とされるようなどうしようもないことがね」

　魔術の才能がないと知った時はそれはそれは奈落の底に叩き落とされた気分だった。

「けれど、僕は立ち上がって今ここにいる。どうにもならないことを乗り越えて……いや、今まさに乗り越えようとしてここにいるんだ」

「それは結果として、どうにかなりそうな問題だった……ということだと思います」

　やはり儚げにアナスタシアはそう言った。

「結局君は何が言いたいんだい？」

「……ご主人様……私は……」

　そうして彼女は首を左右に振った。

「ごめ……ごめんなさい。なんでもないんです。少し赤ワインを飲み過ぎて饒じよう舌ぜつになっていたようです」

　一瞬だけ、僕は特殊奴隷紋に関することを口走ろうとしたけれど……思い直して首を左右に振った。

　──まだいい。

　彼女が僕に助けを求めてこない以上、具体的な問題が発生するまでは……僕が介入するようなことでもないと思うから。

「……ご主人様？」

「何？」

「あの、えと……ご、ご……ご主人様に拾われて、良かったと思っているのは本当です。それだけは信じてください」

　そう言ってアナスタシアは憂いを帯びた微笑を浮かべたのだった。







　そして翌日──

　荒らされた宝物庫で、僕とマーリンは頭を抱えていた。

　ちなみに、門番であるランプの魔人はマーリンが念入りにお仕置きをしたせいで今は機能していない。

「アナスタシアは？」

　しばし考え、僕は肩をすくめてこう言った。

「雷切を含めてアーティファクトを数点奪われたよ。もうここには戻らないだろう」

「……なるほど。まあ、それはあのタイプの特殊奴隷紋の宿命でしょうからね」

　通常の奴隷紋には二タイプある。

　それはすなわち、労働奴隷と性奴隷の紋なんだよね。

　奴隷だからって主人がどんな命令をしたっていいって訳じゃなくて、奴隷の取扱いについては一応はルールが定められている。

　当然ながら犯罪に抵触するような命令はできないし、奴隷の命を奪うみたいな命令もできない。

　あくまでも労働や売春の商業契約の一種で、逃げられないためやボイコットを防ぐために奴隷の紋で縛るという形なんだ。

　だが、アナスタシアの奴隷紋には偽装を施されている。

　一見は性奴隷の紋に見えるんだけど……見る人が見ればそれは邪法による特殊奴隷紋だとは一発で分かる。




　──闇奴隷紋。




　主人の命令とあれば犯罪行為すら従わなくてはならないという、厄介な縛りだ。

　僕の生きていた時代でも、その紋を施すことは犯罪行為とされていたし、一部の犯罪組織や宗教上の過激組織なんかには重宝されていた。

　特殊奴隷紋にもランクがあって、殺しの仕事を強制できるようなものもあったんだから、そういう組織にとっては本当に便利なシロモノだったのは想像に難くない。

　そうしてアナスタシアに刻まれていたのは盗みの紋だ。

　恐らくは最初に僕と出会った時にエドワーズ家の男と一緒にいたのも、エドワーズ公爵家の宝物庫が狙いだったんだろう。

「それでどうなさるおつもりなのです？」

「いつかはこうなることを承知の上で拾って、そして一緒にいた訳だからね。泣き寝入りでもいいんだけど……それじゃあ何も解決しない」

「解決？」

「ああ、無理やりに誰かに盗みを命令されているのは間違いないだろう。平気で僕を裏切れるような性格の子でもないし……放っておけないよ」

「特殊奴隷紋の術式は……商用ではありません。金を積んだりといった方法での奴隷の所有権譲渡等はできませんよ？　元々はマフィアの絶対上下関係や、信奉者が神に恭順するための覚悟を示すために使われたものですから」

「いや、それは分かっているさ。所有権譲渡が可能にしても……例えばマフィアのボスの代替わりや教祖の代替わりなんかの限定で、予あらかじめそういう風に術式も組まれているはずで部外者はそこには入れないはずだ」

「で、あれば根本的な解決は不可能なのでは？」

「全ての契約は神の力によって担保されるのは知っているよね」

「契約獣ですね。契約破棄によって数十年前に小国が神に蹂じゆう躙りんされたのは記憶に新しい」

「まあ、普通の方法で特殊奴隷契約を破棄できないなら──普通じゃない方法を取ればいい」

　そこでマーリンはニヤリと笑った。

「……なるほど。相変わらず派手なことがお好きですね」

「まあ、発案は俺のほうの僕だからね」

「しかし、雷切を一時的にとはいえ盗まれて本当によろしいのでしょうか？」

「アナスタシアには追跡の魔法を施している」

　そこでマーリンはあっと息を吞のんだ。

「最初から泳がせていたのですか？」

「流石さすがにランプの魔人が不在状態なのが想定外だったとしたらマヌケに過ぎるだろう？」

「ええ、それは確かに」

　マーリンがクスリと笑うと、僕も小さく頷うなずいた。

「そろそろ本当の主人のところに戦利品を届けている頃だろうね。一緒にいるだけじゃあ黒幕の場所も分からなかった。だから、僕はエドワーズ公爵家の宝物庫を狙っていたと思われるあの子に、その代わりとなるような財宝──つまりは雷切をあの子にわざわざ見せたってのもある。まあ、狙い通りと言ってもいいね」

「しかし……エフタル様を裏切った訳ですよ？　どうしてあの娘にそこまで……？」

「君を拾った時と同じだよマーリン。昔から僕は変なモノを拾う癖があって、そして拾ったからには最後まで面倒を見るよ」

　そうしてマーリンは呆あきれたように、けれど確かに優しく笑った。

「そうですね。貴方あなたはそういうお方です」

「苦労をかけるね」

「ええ、本当に」

　そのままマーリンは立ち上がると、宝物庫のドアを開いた。

「どこへ？」

「武装……いや、支度をしてまいります」

「一人で大丈夫だけど……？」

「極力……私はエフタル様の側そばを離れないと決めたのです。また、いつものようにフラッと……どこかに行かれても困りますから」

　そうして僕はハハッと笑って肩をすくめた。

「まあ、僕一人じゃ骨が折れるだろうしね。優秀な魔術師は一人でも欲しいのも本当のところだ。感謝するよ」

「今、私を優秀な魔術師……であるとおっしゃいましたか？」

「うん」

　そうしてマーリンはうっすらと涙を浮かべて、そして頭を下げた。

「今まで誰に優秀と褒められても何も感じませんでしたが、エフタル様に言われると……言葉の重みがやはり違いますね。それでは私は急いで支度をしてまいります」

「これからも不出来な師匠が君に迷惑をかけると思うけれど、よろしくね」







サイド：アナスタシア




　庶民の血税を搾り取り、豪ごう奢しやで煌きらびやかに飾った空間──ポルテス家の屋敷。

　今まで何度この場所に来たかは分からないです。

　仕事を終えた時、あるいは途中経過報告でここに来ると罪悪感と吐き気がするのはいつものことですけど、やっぱり慣れません。

　そんな屋敷の一室で、私はポルテス家の代表であるエイブさんと話をしていました。

「しかし転校生でお前が来た時には驚いたぜ」

「あの……えと……私も……です。まさか本家の血筋の方がアルテナ魔法学院に入学しているとは……。しかも、模擬戦を行うために……敢あえて二人を戦わせるために仕向けさせられるなんて……」

「名演技と言えば名演技だったが、お前は知っていたのか？」

　ご主人様……いえ、エフタル様の力のことだと思います。

　無論、知っていました。「闘うのはやめておいた方がよろしい」とも、それとなく何度か言いました。

　けど、私の言葉に聞く耳を持たずに、あの場で模擬戦を行う流れにしろと強制させたのはこの人です。

「……まさか……人間があれほどの力を持っているとは……思ってなくて……」

　とはいえ、今になって知っていたと言ったらどんな逆恨みをされるかは分かりません。

　ここはこういう風に言うのが無難だと思います。

「まあいい。しかし、あいつ……雷切を授けてもらうとは、マーリンのクソババアに本当に気に入られてやがんな」

「あの、その……今回で本当に終わりにしてもらえるのですか？」

「まるで俺達の言うことを聞くのが嫌みたいに聞こえるが？」

「……ごめんなさい……。気持ちのいい稼業ではないです」

「特殊奴隷紋の呪い……我がポルテス家の裏稼業請負人か。はは、まあ、こうなっているのは三百年前に当家相手に戦争で負けたお前らが悪いわな」

「……一族郎党の断首と引き換えに貴方達に従う……それが当家と貴方達との……その時からの特殊契約なんです」

「で、魔法剣士の家系である俺達が欲しているモノは手に入れたのか？」

　そうして私はエフタル様から掠かすめ取った雷切を差し出しました。

「……エドワーズ家に派遣され、かつての魔王の装備を盗み取るという仕事は完遂できませんでした。ごめんなさい」

「ああ、その件は構わん。こちらとしてはモノが手に入れば文句はないぜ」

　そこで私は再度エイブさんに尋ねました。

「……これで本当に終わりですか？」

「ああ、その予定だ。一世代につき五回のアーティファクトの献上……一応はこれで約定は免除だ」

「やっと……やっとこれで……」

「ただし、血筋に植え付けられた奴隷紋は消えない。次の代ではまた同じことをやってもらうがな。とにもかくにも良くやった。父上に今後のお前の処遇も含めて報告と相談をする。明朝まで待て……あと、褒美として今日はこの屋敷に泊めてやる」

「私が……？　この家に泊まっても……いいのですか？　この家にとって私は普通の奴隷以下の……いや、そもそも私は世間一般的には罪人ですよ？　私と特殊奴隷紋のつながりがあることすら他家に知られてはならないはずで……」

「ああ、その通りだ。だから、泊まるなら馬小屋だ」

「……あ、はい。やっぱりそうですよね」

「はは、冗談だよ冗談。ってか、納得すんなよな。まあ、確かに今までそういう扱いだったが……雷切を持ってきた奴やつを邪険には扱えない。今夜だけは客人として扱ってやるぜ」

「……ありがとうございます」

「しかし、お前の喋しやべり方はどうにかならんのか？　あと、そのオドオドした態度さ、見てるとイラつくんだが？」

「……ごめんなさい」

　どうすれば、こんな自分に自信を持てるというんです？

　強制とはいえ、盗みを業なりわいとしている自分を……。でも、それを言うともっとこの人をイライラさせてしまいます。

「いつもみたいに殴り飛ばしたいところだが、今日は優しくしてやるよ」

　そうして、私は豪奢な客室に通されました。

　フカフカのベッドに腰掛け、テーブルには新鮮なフルーツまでもが盛られています。

　これも今まで、ポルテス家の命令に従ってノルマである五品のアーティファクトを献上してきた成果です。

　姉が三つで私が二つ。その全てが命の危険を張った上で、時間をかけての盗難品です。

「エフタル様を裏切ってしまったです……」

　金持ちと言えばロクデナシというのは世の常です。

　だから、今までは罪悪感も薄かったのですが、今回はまともな人間を裏切る形になってしまった。

　気分は最悪で、先ほどメイドが置いていった紅茶と茶菓子すらも喉を通りません。

　今日のこの豪華な部屋での宿泊が、裏切りの対価と考えると……どうにも気分だけが滅め入いります。

　でも、それでも私にはこの選択肢しかなかったのです。

　そうして私はベッドに入って明かりを落とし……ゆっくりと瞼まぶたを閉じました。

　──今日もあの夢を見るのでしょう。

　でも、これで終わりです。

　私の贖しよく罪ざいは……これで終わったのですから。

　そうして、私は深い眠りへと落ちていったのでした。







　──私には姉がいました。

　年の十歳離れた姉。幼いころ、姉はいつも私に辛つらく当たっていました。

　と、いうのも──高齢出産で母は私を産んで、数日後に息を引き取ったというのです。

「貴女あなたのせいで母さんが死んだ。貴女は生まれてこなければ良かったのに」

　物心がつくと同時に、私はいつもそう言われて傷ついたのを覚えています。

　当然ながら、私も色々なことを理解できるようになるにつれて、姉を毛嫌いするようになりました。

　──そして私が七歳の頃。

　姉は村を離れて外の世界に出稼ぎに行くようになりました。

　私達の家は昔は貴族の家柄ということでしたが、今は没落してしまってお世辞にも裕福とは言えません。

　そうして、半年に一回程度……姉は実家に戻るようになったのですが、どうにもお金を家に入れているフシもありませんでした。

　けれど、姉の服はいつも綺麗で、髪の毛だってきちんと手入れされていて。

　父は毎日農作業で朝から晩まで働いているのに、本当に恥知らずの馬鹿な姉だと思ったものです。

　オマケに「貴女のせいで母さんが死んだ。貴女は生まれてこなければ良かったのに」と、小言だけは私に言ってきます。

　そんなある日、私が十二歳になった時……いつものように姉が私に小言を言ってきた時──

「お姉ちゃんなんて大嫌い。もう二度と家には戻ってこないでください」

　と、私は姉に言いました。

　姉は気の強い方だったので大おお喧げん嘩かになるかと思ったのですが、ただただ優しく、そして悲しげに──けれど嬉うれしそうに。

「……私みたいな人間にならないようにね」

　と、言ったのでした。

　言いたいことを言った私の気持ちはその場ではスッキリとしましたが、まさか本当に姉が生きて帰ってこないとはその時には思いもよりませんでした。

　結論から言うと、数か月後に姉は死体となって家に送り届けられました。

　そうして、その時に私は父から本当のことを教えてもらったのです。

　一つ、姉はアーティファクトの盗難に失敗して報復として拷問の上で亡くなったこと。

　一つ、我が家系はかつては小国の王族であり、戦争責任として特殊奴隷紋による呪いを受けていること。

　一つ、当代の直系の人員の中から特殊奴隷紋の呪いを受ける者を決めなければならないこと。

　一つ、それは別に長女でなく妹であっても構わないということ。

　つまり、姉は私に何の相談もないどころか、何も知らせずに自分が矢面に立って家系の呪いを一手に引き受けていたのです。

　そして、自分が家からいなくなることで私が悲しまないように、あるいは盗賊として捕まった時にもショックを受けないように……わざと私に嫌われるように仕向けていたと。

　綺き麗れいな服や髪の手入れにしても、アーティファクトを盗むという仕事上……女としての色を武器に使うために、やむなくだろうということでした。

　その話を聞いて、私は思ったのです。

　──本当に恥知らずの馬鹿な姉だ……と。

　最終的に妹に知られてしまっては……そんなことになってしまえば……。




　──残された者にどれほどの後悔と悲しみが残ると思うのです？




　深い深い愛情に包まれながら、そのことに気づかずに私は最後に姉を罵倒してしまいました。

　もう、私が吐いた最後の罵倒の言葉は……取り返しがつかないのです。

　そうして、ただただ私は姉の亡なき骸がらに向けて涙を流したのでした。







　──そして翌日

　朝食が終わると、私はエイブの部屋に呼び出されました。

　やはり、無駄に豪奢で趣味の悪い部屋で、若干の吐き気すらも覚えます。

「俺も知らなかったことだから、お前が知らないのも当然なんだが……一つの世代で五つのアーティファクトを献上すればその代では放免ってことだよな？」

「えと……確かに姉が三つで私が二つです。これで私達のノルマは終了したはずです」

「確かにそれで自由を勝ち取った者も何人かいるんだが、それって実は昔の代での、あくまでも個々人同士の個人的な約束の話でな」

「……？」

　私が小首を傾かしげると、そこでエイブは口元を歪ゆがませて、愉快そうにニヤけ面を作りました。

「親父おやじ曰いわく、雷切を持ってくることができるような、そんな優秀な奴をここで終わらせるなって話だ」

「……どういうこと……です？」

「どういうことも何も、しばらくは同じことをやってもらうってことだ」

「……だとすると何のために……姉は死んだのでしょう？」

「ああ？　お前の姉なんて俺は知らねえよ」

「……私達の代で都合五つのアーティファクトを献上しました。その内の三つは姉が用意したものなんです」

「それで？　何が言いたい？」

「えと……姉は……私のために、無む茶ちやな形で形なり振ふり構かまわずに盗みを働いて──結果として亡くなったと思うんです」

　私の言葉を聞いたエイブは、なおもニタついたままの表情を崩しません。

　そう、死人の思いを伝えてもなお、この男は……。

「あの……その……えと……ごめんなさい。もう一度尋ねますね？　姉は何のために死んだのでしょうか？　ノルマを達成すれば解放に近づくと、それだけを信じた姉の気持ちはどうなるのでしょうか……？」

　私がエイブの肩を摑つかんで、再度エイブに問いかけようとすると──

「知るかよ！　放せよ犬がっ！」

　腹に蹴りを入れられてそのまま私はその場に倒れ込んでしまいました。

「そ……んな……」

「ともかくだ。残り五つのアーティファクトを献上し、次にお前が子供を産んで、次の犬に奴隷紋を刻めば今度こそ解放してやる。これは本当に約束してやるから」

　嘲笑するようなニヤついた表情のまま、最後にエイブはこう言い放ちました。

「と、いうことで次の仕事に取り掛かれ」

　ポルテス家が欲するアーティファクトの一覧の書かれた紙束が、バサリと跪ひざまずく私の眼前に投げ捨てられました。

「…………」

「返事は？」

「……あの、えと……えと……わた……私……」

「返事は？」

「えと……その……あの……わたし……姉……その……」

「これ以上は言わねえぞ？　返事は？」

　奴隷紋は絶対です。逆らえば死が待っています。

　でも……。

　その時、私の中に、胸の奥底に、熱い感情が灯ともりました。

　肺はい腑ふの底から「ッ──っ！」と、声にならぬ慟どう哭こくが、魂の叫びが、すぐ喉元まで溢あふれ出そうになっています。

「ああ？　何だよその反抗的な目は？」




「……う……ゥ……ゥ──っ！　ゥゥィゥゥゥ──っ！」




　けれど、私の怒りは意味のある言葉にはならず、それは……か細い唸うなり声にしかならない訳で。

「あ？　泣いてやがんのか？　顔真っ赤にしてよ？　あ？　泣いちゃったの？」
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　言われる通り、気づけば私の頰ほおを涙が止めどなく伝っていきます。

「ははっ！　マジでウケんだけど？　ガキじゃねえんだから──って、おいっ！」

　睨にらむことしかできず。

　泣くことしかできず。

　言い返すこともできず。

　殴り返すことなんてできる訳もなくて。

「待てよオイっ！」




　──私はただ、その場から逃げ出すという選択肢しかとることができませんでした。




「まあ良い。お前は逃げられない。奴隷紋がある限りは、お前はすぐに戻ってこないと死ぬんだからな。タイムリミットは三日ってところだ。その間に頭を冷やすんだな」

　背中に浴びせかけられた言葉を聞き終えると同時、私は部屋のドアを開いてその場から立ち去ったのでした。







　それから──

　あてどなく、ただ半ば朦もう朧ろうとした意識の中でずっと歩いていました。

　考えがまとまらず、ぼんやりとした意識の中で、ただただセピア色の景色だけが流れていきます。

　そして、気が付けば時刻は夕暮れを大きく過ぎていました。

　大通りの中央部分の噴水公園。

　私はベンチに腰を落ち着けて、星空を見上げます。

　──これで解放だと思っていたのに、あっさりと約束を反ほ故ごにして……。

　私や姉が……どんな気持ちで……っ！

　奴やつらは私達を人間だとは思っていません。いや、はたして犬として扱っているかすらにも疑問が残ります。

　ともすれば、涙が零こぼれ落ちそうになってきます。

「こんな夜更けに女が一人ってのは不用心だな」

　と、そこでいつの間にか私を取り囲んでいた男が三人……声をかけてきました。

「……」

　ナイフをチラつかせながら、男は私の肩を摑みました。

「怖くて言葉も出ないってのか？」

「……」

「なあに、殺しはしねえよ。二時間ほど、俺らと楽しんでくれれば解放してやるから」

　その言葉で自嘲気味に私は笑いました。

「……あの……えと……解放ですか？　その二時間の後に……私が本当に自由になれるという保証はどこにあるんです？」

　そうです。

　このまま連中の言うことを聞いたとして、私にはやはり解放の保証はないのです。

　ただ一つ確かなことは、私の次の世代に奴隷紋が受け継がれると、その子に同じ思いをさせてしまうということだけです。

　──結局、先祖代々の特殊奴隷紋がある限りは……私達に未来はありません。

「まあ、ともかく……ちょっと路地裏まで来てもらおうか」

　腕を摑まれ、半ば引きずられるようにして私は路地裏へと連れ込まれていきます。

　抵抗する気力すらも今の私からは奪われています。

　何もかもが億おつ劫くうで、そして何もかもが曖昧な感覚。

　自分の体が自分の体ではないようで、少し離れたどこかから、自分を他人のように傍観しているような……そんな気分です。

　もう、何だっていい。もう、何がどうなってもいい。




　──このまま流れに身を任せるというのもいいかもしれない。




　やけっぱちな気分になっていて、今の状態が良くないというのも分かっています。

　でも、私はただただ──脱力感に包まれて。

　そうして路地裏に引き込まれ、男達はズボンのベルトをカチャカチャと鳴らし始めました。

「これだけの上玉が一人で歩いてるなんてラッキーだったな」

「本当だな。日頃の行いがいいと……こういうこともあるんだな！」

「いやいや、俺らは日頃の行いは最悪だろうがよ！　まあ、ともかくラッキーだ！」

　世界は悪意に満ち溢れています。

　この世界の理不尽は……時が変わり、場所が変わってもそれはきっと変わらずにそこにあるものなんです。

　と、その時──私の脳裏にあの方の顔が浮かびました。

　あの方だけが、私の目の前に現れた悪意の数々を打ち払ってくれたんです。

　そう、あの方だけが……目の前の理不尽を、全てを吹き飛ばせる力を持っていたんです。

　あの方のような圧倒的な力があれば……私は……いえ、あるいは全てを打ち明けてあの方を頼っていれば……。

　しかし、全てはもう今更です。

　私はあの方を裏切ってしまったのです、もうその資格はないんです。

　そうして男の一人が私の服を力任せに引きちぎろうとしたところで──
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　嫌な予感がしたってなもんで、俺はアナスタシアを探して街に出たんだが……。

　──ドンピシャだったな。

　っていうか、本当に嫌な予感ってのだけはどうしてこうも当たるものなのか。

　ともかく、精神を朦もう朧ろうとさせた状態のアナスタシアがゴロツキに襲われているっていう状況だ。

　当然、見過ごせる訳がねえ。

　俺はゴロツキ達に向かって行き、アナスタシアの服を引きちぎろうとしていた男の手首を持った。

「悪いがそれは俺のツレだ」

「グギャッ！」

　手首を捻ひねってそのまま折る。

「テメエッ！」

　後ろから襲ってきた男に、振り向きざま右ストレートを顔面に一発。

　拳にグニャリと嫌な感触。一撃で鼻骨を粉砕ってとこだな。

「さて、残るは二人か」

　蹴りと手刀を右膝と鎖骨に。

「ガッ！」

「ハギィッ！」

　それぞれ、骨の折れる感触と同時に汚らしく悲鳴をあげてくれた形だ。

　ドサリと男達の崩れ落ちる音が路地裏に響き渡り、俺は放心状態のアナスタシアに声をかけた。

「なあ、アナスタシアよ？　お前は本当に面倒な奴だな？」

「あの、えと……面倒……？」

　っていうか、本当に心がここにないって感じだな。

　よほどショックなことがあったのだろう、瞳に力……いや、色が無い。

「どうして俺から雷切を盗んだ？」

「……それは……特殊奴隷紋で……」

「俺の質問が悪かったな。じゃあ聞きなおそう。どうしてお前は俺に何も言わなかった？」

「……奴隷契約は社会システムの根幹をなす絶対的なものです。たとえエフタル様にお伝えしてもどうにもならないのは明白で……」

「どうにもならないのは明白だって？　なあ、アナスタシア？　俺はエフタル＝オルコットだ」

「……知ってます」

「伝説の四皇の一人だと言い換えてもいい」

「伝説の……四皇？」

　何を言っているんだコイツは？　的にポカンとした表情をアナスタシアは作る。

　まあ、伝説の雷神皇は四百年前に既に没している訳だから、その反応は当然なんだけどな。

「なあ、アナスタシア？　社会システムの根幹をなす契約の術式？　それがどうしたんだ？」

「……え？」

「これでも俺は人より何百倍も努力している。なあ、アナスタシアよ？　お前程度の常識で……俺を測るな」

　俺はこの前、魔術比べをやった後にマーリンに向けたソレと同じく、一点の曇りもない笑みを浮かべた。

　そうして、やはり俺は無遠慮にアナスタシアの頭に掌てのひらを置いてガシガシと乱暴に撫なで回してやった。

「──雷カミナリ様をあまり舐なめるんじゃないぜ？　俺はお前を拾った。全部分かった上で拾ったんだ。ケツはちゃんと持ってやるから安心しろ」

　徐々にアナスタシアの瞳に色が戻っていく。

　そうしてアナスタシアの表情は、やはりマーリンがそうだったように安あん堵どしたようなものに変わっていく。

「……ねえ、ご主人様……？」

「どうした？　アナスタシア？」

　そうしてアナスタシアは涙を浮かべて、困ったような顔をして俺にこう言った。

「……その……あの……もう……どうにもならないんです。ごめんさい。私を……私を……助けてください」

「ああ、後は俺に任せろ」

　そうして、俺はドンと自分の胸を叩たたいたのだった。
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　そしてその後──

「なるほどな、大体は想像通りだがそういう事情があったのか」

　エフタル様の屋敷の晩ばん餐さん室。

　私は涙を流しながら今までの事情を説明しました。

　と、そこでコトンと私の前に湯気の立ち込めるティーカップが置かれました。

「……飲め」

「あの……その……マーリン様？」

　差し出されたティーカップからはハーブティーのいい香りが漂ってきます。

「同じことを二度言わせるな。体が冷えているのだろう？」

　初めて、この人が私に向けて慈しみの微笑を見せた気がします。

　まあ……やはりマーリン様は情に厚い方なのでしょう。そうしてご主人様がパンと掌を叩きました。

「よし、それを飲んだら始めるぞ」

「えと……始めるって……何をなんです？」

　私の言葉にうんと頷うなずいてご主人様はこう言いました。

「解呪だよ」







　屋敷の長い長い螺ら旋せん階段を降りていきます。

　そうして数分程度地下へと降りていくと、私達三人は広い一室に辿たどり着きました。

「ここは？」

　一辺が百メートル程度の白色の空間。

　壁際に高度な防御魔法陣が描かれている部屋でした。

「あ……何……これ……？　こんな防御魔法陣……見たこと……ないです」

「レベル10の防御魔法陣だな」

「あの、その、えと……レ……レベル10……？」

　そこでマーリン様が小さく頷きました。

「四皇全員で施した永年術式。まあ、炎神皇は相当に渋っておられましたが……」

「はは、まあ、アイツは協調性がなかったからな。ポーカーの負けをたてにとって無理やり呼び出すのも苦労したもんだ」

「エフタル様は昔からポーカーは無敵でしたからね」

　と、そこで私は絶句しました。

「あの、その……マーリン様……？」

「ん？　何だ？」

「えと……ご主人様が伝説の四皇っていうのは……本当の本当に？」

　そうしてマーリン様は誇らしげに大きく頷きました。

「ああ、事実だ。転生という奴やつらしいがな。逆に言えばこの私がかしずくなど、エフタル様ご本人以外にはありえないだろう？」

「いや、でも……非常識に過ぎるというか……」

「なあ、貴様に何が分かると言うのだ？」

「……？」

「直弟子の私がそれ以外には説明がつかないと結論をつけた。魔術と魔術で肌を合わせた瞬間に私はそう思ったのだ」

「いや、でも……」

「貴様の常識で──我が師を測るな」

　そこで私はクスリと笑ってしまいました。

　いや、本当にご主人様は伝説の四皇の生まれ変わりなのですね。

　何しろ、師と弟子で同じ言葉……「私の常識でエフタル様を測るな」と言ったのですから。

　それに、マーリン様ほどの英傑がそれ以外に説明がつかないと言った事実があります。

　あの時の魔術比べで思ったということですから、信しん憑ぴよう性せいは高いと判断せざるを得ないでしょう。

「……ご主人様？　それでここは？」

「ああ、世界屈指の地下魔法実験室だ。なんせ四皇の儀式魔法で施した耐久魔術だからな。ここ以上の耐久度の施設はそうはない。内弟子同士、あるいは俺と内弟子の模擬戦でも重宝したもんだ」

　そうしてご主人様は私に近寄って「上を脱げ」とぶっきらぼうに言い放ちました。

「……脱ぐ？」

「いいから脱げ」

　言葉通りに私が、上半身下着となったところでご主人様は肩口の奴隷紋に触れられました。

「あの……本当に何をするつもりで……？」

　そうしてご主人様はニヤリと笑って──

「──力ずくだ」

　と、そうおっしゃったのです。正直、何を言っているのか理解ができません。

　ともかく、ご主人様は奴隷紋の解呪の術式を私に施していきます。

　この解呪術式自体は私でも行使は可能です。

　しかし、契約主と奴隷との間での、奴隷契約解放条件が達成していないのにこんなことをしてしまったら……。

　そんなことをしてしまえば、奴隷紋の中に潜む契約獣が現世に現れて……強制解除に対する裁きがくだされるはずなのです。

「……ご主人様？　マーリン様？　このままだと……」

「ああ、その通りだ。現世に契約獣が現れて、契約遂行の邪魔をする者達は消されるだろう。少し前に国家の総意として小国が契約を反ほ故ごにしようとして……国そのものが消されたらしいな」

「……まさか……神と同義とされる……契約獣と真正面から戦うつもりなのです？」

「その通りだ」

「いや、でも……そんなこと……人間でどうにかできるシロモノではないからこそ、社会システムの根幹として魔導契約が織り込まれている訳ですよ？」

　そこでマーリン様が愛用の杖つえの点検をしながらこうおっしゃりました。

「何を言ってるのだ貴様は？」

「……いや、でも……契約を力ずくで破棄などと……神の奇跡の御み業わざ以外には……」

「エフタル様がやるとおっしゃっているのだ。そして、私が補佐をする訳だ。ここまでお膳立てが揃そろっているのだぞ？　つまり──」

　一度マーリン様は押し黙りました。

　そして大きく大きく息を吸い込んで彼女はこう言ったのです。

「──これから起きることは奇跡ではなく、ただの必然なのだ」

　本気で神と一戦を交え、そして勝つつもりなのだ。

　私は微笑を浮かべる二人を見て、ゴクリと唾を吞のんだのでした。

　でも……と、私は思います。




　──神。




　人間よりも一つ上のステージの霊的領域に住まう者の総称です。

　それはつまり、どこにでもいて、どこにもいない存在ということです。

　と、いうのもそれは肉の体を持たずに精神存在として大気と共にあるからです。

　神というのは非常に概念的な存在であり、人々の集合的無意識が大宇宙の意思に干渉して自然発生したというのがそもそもの成り立ちで……まあ、細かいお話は止やめておきましょうか。

　ともかく、神とは人々の精神的活動によるエネルギーを糧に生きる概念生命体なのです。

　端的に言うと、こういう存在がいればいいな。あるいはこういう存在がいれば怖いな。

　そういった人々の無意識による羨望や恐れが具現化したものと考えれば一番近いのかもしれません。

　例えば、慈悲の女神は疫病の蔓まん延えんする地域で稀まれに奇跡を見せます。

　あるいは破壊の神は大地震を起こしたり、隕いん石せきを振らせて大森林を荒野に変えたり。

　一般的には信仰や畏怖という形での精神活動によってエネルギーを得ることが多い彼らですが、当然ながら神の世界もシビアです。

　人々に認識してもらい、敬ってもらったり畏れてもらったりしなければならないので、そもそも知名度が低い神様は……まあ、色々と大変なようです。

　要は、完全に人々の認識から消えてしまうと、存在自体が消えてしまうということですね。

　さて、話を契約獣に戻します。

　かつて、東方の島国に四聖獣と呼ばれる守護獣がいました。

　ゲンブ

　スザク

　ビャッコ

　セイリュウ

　それは本来は超自然災害から国を守護するとされている神でした。

　が、千年ほど前に国自体が消えてしまい、信仰する者である民草が一気に数を減らしていきました。

　そんな折、とある大魔術師が消えゆこうとしている彼らにコンタクトして、新たな役割を提案したのです。

　──それが契約システムの守護。

　今もそうですが、この世界では道徳観念が著しく低い者が多いのです。

　当然、かつてのこの世界では約束や契約というものは破られるためにあり、社会システムとしてはかなり不都合の多い状態となっていました。

　そこで一人の天才魔術師が大商会から依頼を受けて、契約を守らせるという基本的な社会システムの構築に乗り出したのです。

　四聖獣に天才魔術師が新たに与えた役割は、厳格な神として契約違反者に罰を与えること。

　どこにもいない存在でありながら、けれど確かにそこに……彼らは確かにどこにでもいるのです。

　なおかつ、絶対的な力を持つ彼らにとっては、人間に力をもって罰を与えるということは造作もないことです。

　罰の種類は契約の種類にもよりますが、指を一本飛ばすところから始まり、最も重い罰は私と同じく死となります。

　まあ、そういった事情で彼らは超自然災害から国を救い、敬われる存在から畏れられる存在へと転身した訳ですね。

　そうして世の中では契約は絶対となり、四聖獣は人々に忘れられて消えていく運命から脱しました。

　いえ、違いますね。

　人々に広く契約獣として周知され、常に自分の存在を意識させるということに成功し……むしろ力を強めました。

　──当然ながら、その力はかつての聖獣……消滅しかけの下級神のそれではありません。

　当たり前の話ですが、人間の手に負えないので神として畏れられ、そして敬われる訳です。

　けれど、マーリン様は言いました。

「──これから起きることは奇跡ではなく、ただの必然なのだ」

　しかし……と、やはり私は思うのです。

　本当にこの方々は神相手に喧けん嘩かを売って……勝つつもりなのか……と。
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　百メートル四方の室内に魔素が満たされていく。

　と、同時に断続的にバチバチと室内に紫電が走った。

「契約術式への強制干渉で、奴やつこさんもお怒りのようだ」

　契約獣と呼ばれる神は都合四体で、通常はその中のどれか一体が個々の契約を守護している。

　奴隷紋から察するに今回の契約を司つかさどっているのは恐らく──

「ふむ……矮わい小しようなりし人間よ。よくぞ我らが守護する契約紋に不正な干渉をしようとしたものじゃ」

　突如として現れた、体長七メートル程度の細長い体が宙に浮いていた。

　胴体の直径は五十センチくらいで、見た目が蛇っていうかドラゴンだ。

　まあ今回ご足労頂いたのは、言わずもがなの青せい龍りゆうってことだな。

「昔から気に食わねえことは力でぶっ飛ばすことにしてるからな」

　俺の言葉で青龍は大口を開いて「クック」と愉快そうに笑った。

「神に対してその態度……その胆力には敬意を払おう。たとえそれが無知に起因するとしてもだ」

「無知……だと？」

「契約術式が広く知れ渡ってから久しい。ここ数百年は人間どもは我らを畏れ敬い……逆らうような馬鹿者もおらんかったのだ」

「ほう？　それで？」

「少し前に小国丸ごとを消したのは記憶に新しい。国全体での反逆ならばまだ理解はできる。が、個人で我らに逆らおうとはここまでモノを知らぬ奴やつも珍しい。まあ、無知故に我らの恐ろしさが分からんだけじゃろうが」

「無知……か」

　そこで俺もまたフッと笑った。

「なるほど。確かに言う通りだ。無知というのは恐ろしいな」

「ああ、その通りじゃ。実際に相対し、我の圧倒的な魔力を感じてはさすがにもう実力差は理解しておろう？　今更に命乞いをしても遅いぞ？」

　確かに圧倒的な魔力量だな。

「命乞い？　どうしてだ？」

「本当に動じない男であるな。いや、圧倒的魔力による生命の危機は等しく誰にでも分かるもの……なるほど、強がっておるだけじゃな。しかし、そこの小娘のように素直に恐れておれば少しは可愛かわいげもあるのだがな」

　後ろを振り向くと、アナスタシアが青龍の魔力を感じ取って腰を抜かしてしまっているようだ。

「強がりかどうかは試してみればいい」

「ふふ。そうであるの。久しぶりの下界じゃ。余興として見せてやろう」

「余興？」

「うむ。物を知らぬ田舎者の瘦せ我慢を嘲あざ笑わらってやろうということじゃ。実力差を見せた後、四肢を食いちぎって生きたままに少しずつ腸はらわたを喰くろうてやろうぞっ！」

　青龍は小さく頷うなずいて念を込めた。

　すると、室内の大気に溶け込んだ──元から自然に含まれている魔力や気が青龍に流れ込んでいく。

「この術式は……」

「ほう。分かるか？　これは貴様らの扱う身体能力強化と似たような術式じゃ。もっとも性能は桁違いであるがの」

　青龍から溢あふれ出る魔力量が爆発的に上昇する。

　そうして後方からアナスタシアの「ヒッ」という悲鳴が聞こえてきた。

「これぞ神域強化っ！　流石さすがにこの魔力量を見せつけられては瘦せ我慢もできんじゃろう？」

「……なるほどな」

「ふはははっ！　この期に及んで顔色を変えぬだとっ!?　本当に愉快な人間じゃっ！　しかし、右腕を食い千切られてもなお──同じことが言えるかな？」

　そうして青龍は大口を開いて俺に向け、正に神速と呼ばれる速度で突進してきた。

「人間を超越せし神の力を思い知れっ！」

　対する俺は身体能力強化の術式を展開させた。

　筋肉に魔力を流してその性能を数十倍から数百倍に。

　そして小脳に魔力を流して、人間ではありえない反射神経を実現させる。

「神域強化だったか？　偉そうな名前だが、結局のところはただの身体能力強化だろうがよ？」

　当然ながら俺の身体能力強化は今回の人生で近接戦闘を学んだことから、前回の人生よりも飛躍的なレベルアップを遂げている。

　元々の俺が自前にもっている魔力操作と、剣の達人と言ってもいい領域であるセシリア姉さんとモーリアから学んだ高度身体能力強化術の運用が合わさったものだ。

　必然、その効果は究極のレベルと言っても差し支えのないものとなる。

　そう、俺が今やっているのは究極の身体能力強化だ。

　つまりそれは──




　──神域強化と呼ばれるものと同義でもある。




　迫りくる青龍の大口の顎アギト。

　確かに速いが、見切れないことはない。

　いや、前世の俺なら対処はできなかっただろう。

　まあ、昔の俺なら……近接戦闘に持ち込まれる前にカタをつけるがな。

「──なっ!?　何故なぜに人間が神域強化をっ!?」

　バクンと閉じた大口が空を切る。

　牙による攻撃を避よけられ、青龍は大きく目を見開いた。

「なあ、神様よ？　人間を超えた力だったか？」

　そのまま、カウンターとばかりに俺は雷気を帯びた拳で──青龍の顔面を思い切りに殴りつけた。

「グアアアアアアアッ！」

　力任せに殴られ、数十メートル吹き飛んで青龍は部屋の壁に打ち付けられた。

　ドゴオオオオオオンとけたたましい衝突音が鳴ると同時に、俺は肩をすくめてこう言った。

「悪いが俺もとっくの昔に人間やめちまってるんだよな」

「人間が……人間が神域強化だとっ!?」

「身体能力強化は人間でも扱える。それの精度が上がっただけだろう？　何もおかしなことはないはずだ」

　青龍は狼ろう狽ばいした声でプルプルと体全体を震わせる。

「そんな馬鹿なっ!?　ありえぬ……いや、ありえていいことではないっ！　認めぬ！　我は認めぬぞっ！」

「俺が神域強化を扱うことにお前の許可なんざ必要ねえだろうが？」

　つってもまあ、半分は反則的な方法を使ったってのもあるんだけどな。

　結論から言うと、俺は神域強化を使用することはできる。

　魔力操作は俺の本職だが、筋肉や気の関係は近接戦闘職の領分だ。

　今回の人生で相当に修練はしたけれど、さすがにそれはやっぱり神域と呼ばれる世界なのだ。

　当然、達人よりも遥はるかに高い精度での身体と気の運用が必要となる訳だな。

　ぶっちゃけ、今の俺は近接職の技術はセシリア姉さんよりもかなり上程度なので……魔力と同時にそっち関係の調整をやっていると時間を食う。

　ってことで、神域強化を使うには数秒のタメが必要なんだ。

　しかも、身体能力強化関係は瞬間的、爆発的に強化するっていう性質のモノなので、戦闘中に常時、効果が現れるものでもない。

　合間合間にタイミングを計って、瞬時に発動させなければならないんだな。

　無論、数秒のタメがあるような技術はまだまだ実戦には投入できない。

　じゃあ、どうして先ほどは咄とつ嗟さに発動できたかというと……。

　魔力関係の制御をマーリンにアウトソーシングして、今俺は身体運用と気の調整だけをやってりゃいいって感じになってんだよな。

　全ての精神障壁をマーリンに開いて、脳のう味み噌その中の魔術回路を遠隔で操作されてるってのが現状。

　やろうと思えばマーリンは精神汚染関係の術式もかけ放題だ。

　信頼しているマーリン以外には任せられないし、そもそもこの次元での魔力操作を遠隔だなんてマーリンしかできない。

　っつーことで、普通は他人に体内の魔力制御を任せるなんて無理なんだが、そこは愛まな弟で子しのおかげだな。

「クソ……人間風情が……調子に乗るなああああああああっ！」

　青龍が俺に向けて突進してきた。

　先ほどとは比べ物にならない速度で、神域で強化されている反射神経でも視認するのがやっとだ。

　大きく真横に跳んで、龍の顎アギトをギリギリのところで避ける。

　いや……避けきれなかった。頰ほおが少しだけ切れて、血が伝ってるのが分かる。

「フハハッ！　先ほどの攻撃は油断していただけだ！　本気を出せば汝なんじなど……っ！」

　再度の突進を再度の跳躍で避ける。

　今度はギリギリで避けきったが……あー、こりゃあ音速超えてるな。

　衝撃波と音が後からやってきやがった。

「伊達だてに神は名乗っちゃねえな。とんでもないスピードだ」

　相対する青龍は満足げに頷いた。

「人間相手に本気を出さねばならんというのも大人げのない話だがな。光栄に思え人間よ。我が──神の全力をもって対たい峙じしておるのだからな」

「ああ、そりゃあどうも」

　そして更なる突進。

　やはり大きく真横に跳んで避けるが、反撃まで手が回らない。

　リーチのある剣があれば避けると同時に一いつ閃せんをくれてやることもできるが、アナスタシアに雷切をもっていかれているので今は丸腰だ。

　ってか、素手でも何とかなると思ったんだがな。さすがに分が悪い……か。

「フハハッ！　防戦一方かっ!?　いや、我の攻撃を避けることができるという事実だけで驚嘆に値しよう！　冥府で己が力を誇るがいいっ！」

　確かに奴の言う通りに防戦一方だ。

　魔法を使えば簡単に仕留めることもできるだろうが、今回は近接戦闘の実験っていうテーマがあるからな。

　さあ、どうするか……と思っていたところで俺は諦めたようにため息をついた。

　──さすがに近接戦でノーダメージ狙いってのは相手を舐なめすぎたか。

　ならばアレをやって素手で仕留めるか……と、覚悟を決めて俺は身構えた。

「防戦一方じゃないってところを見せてやるよ」

「ほう？　何かをするつもりか？」

「ああ、見せてやる……人間の技って奴をなっ！」

　その言葉で青せい龍りゆうは楽しげに、そして高らかに笑った。

「フハハッ！　それでこそ強つわ者ものよっ！　神の領域にまで自らを叩たたき上げた至高の拳聖よ──！　そこに至るまでの汝の修練に敬意を表し、我は汝の心の臓が止まるまで──全力をもって対峙することを約束しようぞっ！」

　ん？　至高の拳聖？

　俺が一瞬戸惑ったところで、青龍は本日の最高速度で俺に向けて突進してきた。

　流石に速えなっ！　目で追いきれる限界を超えてやがるっ！

　が、何度も単調な攻撃を受けて、多少速度が上がった程度で……通用するほどには俺も甘くない。

　半ば勘。ただし、半ば確信。

　これまでの攻撃から先読みして、先に動いて回避行動を取る。目で追えないのであれば、先に動くしかないって訳だ。

　で、俺は今度は横には跳ばずに、上半身を動かして俺の頭めがけて迫ってくる龍の顎アギトを避けた。が、完全には避けきれない。

「クハハッ！　一撃とはいかんかったが肩を貰もらったぞっ！　このままでは失血で戦闘不能になるぞ？」

　言葉通り、右肩の肉を少し持っていかれた。

　血もドバドバでているし、戦闘継続可能時間は……五分ってところか。

　けれど、これは最初から想定内だ。最初から攻撃を避けきれるとは思っていないし、肉を切らせて骨を断たせてもらうことが俺の狙いなんだからな。

「──なっ!?」

　俺は肩の肉をもっていかれると同時に、青龍の背中に馬乗りになった。

　まあ、ハタから見た感じだと、宙に浮かぶ大蛇に乗ってるって感じだろうな。

　で、俺はそのまま青龍の頭部の少し下──人間で言うと首の部分に両手を巻きつける。よし……決まった！　想定どおりだ！




　──裸絞めチヨークスリーパー




　この世界じゃ寝技の概念が存在しない。つまりは、関節技はおろか、絞め技の概念も存在しない訳だ。

　相手が神とは言え、物理的肉体をなして現世に降臨している訳だから、当然ながら内臓もあれば脳味噌もある。

　血流と内臓器官が存在する以上、絞め技は有効なはずだ。つっても、首の直径がかなりエゲつないんでギリギリだけどな。

　ともかく、俺がこの世界に生まれ変わる前にやっていた柔道の技……こいつからすればチョークスリーパーは異次元からの刃やいばのような戦法のはずだ。

　俺は神域に強化された腕力で青龍の首をギリギリと絞め上げていく。

「グッハッ……！」

　ドンと宙に浮かんでいた青龍が地面に落ちた。よし！　効いてる！

「見事也なり……人……間……よ……っ！」

　更に俺は力を込めて絞め上げていく。

　そうして青龍は最後の力を振り絞って大声でこう言った。

「が、残念だったな？　我は……物理攻撃型……であるが──魔法も扱える！　くは……くははっ……ははははっ！　物理特化の拳聖よ……汝では……これから我が仕掛ける魔法攻撃を防げる道理は……ない……っ！」

　そのまま青龍の体表が光り輝いて、莫ばく大だいな魔力が流れ始めた。

　どうやら密着状態で俺に向けて魔法攻撃をするつもりみたいだ。

　が、しかし……物理特化の拳聖？　と、そこで俺はやれやれとため息をついた。

　──ああ、こいつ勘違いしてやがんだな……と。

　しかし、室内に溢あふれ出た魔力なんだが、これは雷気か？

　ってか、よりによってこの馬鹿……俺相手に雷系魔法をぶっ放そうとしてやがんのか？

「おい、お前……この魔力って……」

「フ……フハ……ハッ！　拳聖よ？　驚い……たか？　我は……物理と魔法の両方を扱えるのじゃ！」

　いや、そりゃあ驚いた。

　まさか、ここまでの身の程知らずとは……。

「これから行うのは……自爆攻撃……也。我も電撃を受けるが……密着した状態で電撃を貴様もろとも……我に流す……っ！」

「おいおい、本気で言ってんのか？」

「ク……ハハハッ！　物理特化の貴様と我では……魔法耐性は……桁違い……っ！」

　いや、まあ……そりゃあ桁違いだろう。

　ってか、相当な力場が発生してやがるな。さすがに神を名乗るだけはあって、相当レベルの魔法を使用するようだ。

　で、俺も当然ながら電撃に対抗するために魔法を練り始める。

「喰くらえ拳聖よっ！　レベル９：雷神乱舞トールランスっ！」

　俺と青龍目掛けて無数の電撃の槍やりが迫ってくる。

　と、同時に俺も魔法を発動させた。

「レベル10：雷神皇エフタルっ！」

　雷の術式を行使している俺は、そのものズバリで雷神と化す訳だ。

　そうして、当たり前の話なんだが……雷神に雷の術式が通用する訳もない。

　雷神皇エフタルの術式は雷関係の防御魔法としても有用っていうか、俺と同等以上、レベル10以上の雷魔法じゃないと完全に無効になる。

　このあたりはマーリンとの決戦の時と理屈はまったく同じだな。

　いかなる術式もレベル10の雷神皇エフタルに同化・吸収されるという寸法だ。

　ちなみに雷神皇エフタルの魔法については、部屋の隅に向けて放っている。

　近接戦の訓練という目的もあるので、魔法で仕留めても意味がないからな。

　で、結果的に何が起きるかというと──

「グアアアアッ！」

　青龍は自分が放った雷に打たれて、結構なダメージを受けたようだ。

　当然ながら俺はノーダメージなんだが……。

　青龍は一向に首を絞める俺の力が弱まらないことに狼ろう狽ばいしながら叫んだ。

「何な……故ぜだ？　何故に……効いていないのだっ!?　それに部屋の隅に放たれたこの魔法は……っ!?　この魔法はまさか……まさか……まさか……？」

　ようやく状況を理解してくれたようだな、と、ため息混じりに俺は口を開いた。

「契約破りの常習犯──踏み倒しのエフタルって言ったら分かるか？」

「エ、エ……エフタルだとっ!?　しかし、アレは四百年前に死んだはずで……」

　そこでマーリンがたまらずにその場で噴き出した。

「ハハッ！　いや、まあ、四百年も前のことでも……貴様らの中では語り草だろうな」

「ど……ど……どういうこと……なのだ？」

「直接対峙したことのある朱雀すざくと玄げん武ぶと白びやつ虎こであれば、あるいは最初にエフタル様だと気づいたかもしれんが……まあ、最も早はや手遅れだ。しかし、エフタル様が四百年後に以前と同じことをするとは思いもしなかったな」

「ああ、そうだなマーリン？　あの時──違法な高利貸しから金を借りるだけ借りて、踏み倒して契約まるごと吹っ飛ばした時は本当にケッサクだったな？」

「しかし、私としては踏み倒した全額を、孤児院や慈善事業に寄付するのはどうかと思いましたけれどね」

「汚い金とはいえ、それで私腹を肥やしたらさすがに外道すぎんだろうが？」

「まあ、それはそうなんですが……」

　アナスタシアはポカンとした表情で口を開いた。

「あの、えと……その……マーリン様？　どういうことです？」

　その言葉に俺が笑い声と共に応じた。

「だから、昔に俺は腕試しにこいつらとやりあったことがあるんだよ」

「……え？」

「まあ、あの時は契約破った瞬間、こいつらが出現すると同時に俺の極大魔法の開幕ぶっ放しだったがな」

「エフタル様？　内弟子全員の総出による開幕儀式魔法ぶっ放しも忘れられては困ります」

「ともかく、出現と同時にハメ殺しされた……連中の表情っつったら本当にケッサクだったな」

「あの、えと……ご主人様……？　マーリン様？　何を言って……？」

「言っただろ？　お前の常識で俺を測るなってさ──始祖の四皇は理不尽な契約には縛られないんだ」

「……あの、えと……つまり？」

「そもそも契約ってのは、自分と相手との信頼関係によってなされるものだ。何世代も前の戦争責任で誰かに強制されて、子孫がそれに縛られるなんて俺は認めない。初代の雷神皇の名において、そんな外道は通してやらねえ」

　その時、俺が首を絞めている青龍から力が消えて、泡を吹きながら地面にグタリと倒れこんだ。

「四皇……エフ……タル……馬鹿……な……」

「で、青龍さんよ？　ガチガチの魔法職に素手の絞め技チヨークスリーパーで落とされる気分はどうだ？」

「……無……念」

　そうして青龍はグッタリとして、そのまま動かなくなった。

「つっても、神の降臨のための肉体を壊しただけだがな。まあ、俺がいると分かったら……連中はもうアナスタシアにちょっかいはかけてこないだろう」

　そのまま俺は青龍から距離をとる。

　そうして、火炎魔法で青龍の肉体を黒焦げにした後、パンパンと掌てのひらを打ち鳴らした。

「ま、ともかくこれで一件落着だ」








☆★☆★☆★









　──そして土日を挟んで三日後の月曜日となった。

　魔法学院にアナスタシアと僕は一緒に登校して、その途中で僕達は見知った顔に出会った。

　と、いうのも不思議そうな顔をしてポルテス家のエイブがこちらに向かってきたんだよね。

「おい、アナスタシア？　どういうことなんだ？　いや、どうしてお前が人間なんかと一緒に……？」

「……」

「何で黙ってんだよ？　どういうことなんだよ？　なあオイ？　どういうことなんですかコレはよ？　まさか命令を忘れてんじゃねえだろうな？」

　その言葉でビクッとアナスタシアは肩を震わせた。

「あの、その……えと……」

　まあ、今までこの一族に好き勝手に従わせられていたので、この反応も無理はない。

「おい、テメエもテメエだぞ？」

「ん？　どういうことかな？」

　するとエイブは僕の胸倉を摑つかんできた。

「色仕掛けか何かは知らねえが、アーティファクトを盗んだ女と再度の仲良しこよしってか？　テメエはそれでも男か？　股にアレをぶらさげてんのか？　オイッ!?」

　うーん……。こいつは馬鹿なのだろうかと僕はうんざりと肩をすくめた。

　アーティファクトの盗難事件の裏で糸を引いてますって、自分で喧けん伝でんしてどうするんだよ……と。

「えーっと、雷切が消えたのは事実だけど、つまりは君の一族が先導して盗難を？」

　僕の言葉でエイブは慌てて胸倉を摑んでいた手を放した。

「あ？　盗難？　何のことだよ？」

「今更過ぎるんだけど……それに僕がアナスタシアから何も聞いてない訳ないだろう？」

　そう言うとエイブは口元をゆがめてニヤリと笑った。

「アァ？　証拠はあんのかよ証拠はよ？　クソアマの証言だけで、魔貴族たるポルテス家にあらぬ疑いをかけんのか？　侮辱罪で逆にテメエを追い込んでやるぞコラッ！」

　開き直りの恫どう喝かつか。とことんまでのゲスみたいだねコレは。

　そうして今度はアナスタシアの胸倉をエイブは摑んだ。

「このゴミクズに何かを期待して事情を打ち明けたみたいだが……分かってんだろうなテメエ？　契約に抗あらがえばテメエはボロ雑巾みたいに死ぬだけだぞ？　人間の剣士なんかに何がどうこうできるワケもねえっ！」

「……」

「黙ってちゃ分からねーんだよっ！」

「……あの、えと……もう、私は貴方あなた達には従いたくない……です」

「アァ？　ついにおかしくなりやがったか!?　ってか、命令違反や契約違反の懲罰で死なれてもこっちも困るんだよっ！　オイ、説明しろ！　どういうことなんだコレはよっ!?　本当に死にたい訳じゃねーんだろっ!?」

「……その、えと……ご主人様が……もう我慢しなくてもいいって……」

　そうしてアナスタシアは不安そうな表情で僕に視線を送ってきた。

「そういえばお前はこの人間には特別な感情を抱いていたみたいって……オイオイ!?　ラブロマンスか何かで死を選んだとかそういうオチか？　マジで勘弁してくれよっ!?　足し算引き算くらいはできるだろうがよ!?　死ぬのと命令に従うのと、どっちが得かくらい分かるだろうが？　どんだけアホなんだよっ!?」

「……」

「そもそもこんなヤツのどこがいいんだよ？　頭おかしいんじゃねーのお前？　馬鹿なの？　どんだけアホなのっ!?　マジで信じられねえんだけど──」

　アナスタシアは大きく息を吸い込んで──




　──パシィンッ！




　と、乾いた音が鳴り響いた。

　それはアナスタシアが思い切りエイブの右頰ほおに平手打ちを決めた音だった。

「……ア？」

　信じられないという風な顔をしてエイブは叩たたかれた右頰をさすった。




「もう私は貴方達には従いませんっ！」




　更に追撃で──呆ほうけたままのエイブの鼻っ面にアナスタシアの右ストレートが突き刺さった。

「ぐはっ……！」

　ナイスだ！　大人しそうな顔して、やる時はやる子みたいだね、この子。

　そうして、切れた唇と鼻から血が流れていることを確認して、エイブはポカンと大口を開いた。

「オイ、コラッ！　ど[image: ][image: ][image: ]いうことなんだコレはよおおっ!?」

　青筋を立たせて激怒するエイブ。

　一歩も引かずに、アナスタシアはエイブをキッと睨にらみ付けた。

「私を侮辱することは構わないです。けど、ご主人様への暴言……これ以上は捨て置けないです」

　そうしてエイブは肩をワナワナと震わせ始めた。

「どうやら本当に殺されたいみてーだな」

　エイブの右拳に魔力が集中していくのが分かる。

　あー、コイツ……女の子を殴る気だ。それも全力で。

　しかも魔法学院レベルだったら戦闘技能は高いみたいだから、これは駄目だね。

　そうしてエイブはアナスタシアの腹部にパンチを入れようとして──

「はい、そこまで」

　僕が間に入って、エイブの右拳を正面から片手で受け止めた。

「劣等種っ!?　テメエは関係ないだろがよっ！」

　あー、本当に面倒だな。

「とことんまで──うっとうしいガキだな」

　ってことで、ちょっと痛い目にあってもらおうか。

　握っているエイブの右拳に、ちょっとだけ力をこめる。

「あぎゅっ……ぎゃあああああああああああっ！」

　そうして手を放してあげると、エイブはその場を転がりながら「あぎゃあああああ」と叫び続けた。

　ってか、大げさな野郎だな。別に握りつぶしたって訳でもあるまいに。

　──ただ、ミシッていう感触はあったからヒビくらいは入ってるだろうがな。

「ご愁傷様だな。魔法剣士学科みたいだけど、しばらく剣は握れないぜ？　まあ、金輪際……この学院で剣を握ることはできねえだろうがな」

「剣を握れないっ!?　ど、ど、どういうことだっ!?」

「土日の間に……お前の家の帳簿関係は洗わせてもらった。あと、蔵もな」

「ハァ？」

「盗品のアーティファクトがドッサリ出てきたし、賄賂関係の裏帳簿……あと、裏で麻薬の密売にも一役買ってるよな？　口利きってレベルじゃなくて、胴元で捌さばいてやがるのは明白だ。言い逃れはできねえぞ。そういうブツが大量にでてきてるからな」

「テ、テ、テメエッ!?　どういうことだっ!?」

　やれやれとばかりに俺はため息をついた。

「俺は昔から敵対した連中には徹底的にやることにしてるんだよ。で、俺は基本的に汚え奴やつ以外とは喧けん嘩かしねえからな。叩けばホコリの一つや二つは出てくるもんだ。今回もドンピシャだった。マフィアのマルクスファミリーとのやりとりの書類を残してたのは失態だったな。百％言い逃れはできないぜ？」

　マルクスファミリーとの言葉にエイブは大きく目を見開いた。

「お前、まさか……本当に屋敷に忍び込んだのか？」

「だからそう言ってんだろうが？」

「厳重な……警備だぞ？」

「俺にとっちゃあ、あんなもんは紙同然の警護だ」

「ありえない……そんな馬鹿な……」

「家に帰ってから金庫の鍵を開くんだな。ゴッソリと証拠書類が消えているはずだ」

「しかし、そんなことをすればお前も盗難で……」

　そうして俺はエイブを鼻で笑いながらこう言った。

「さっきの言葉をそのままお返しする。俺が盗んだっていう証拠はあんのか？　あるいは、二日前に盗みに入って未いまだに書類が奪われていることをお前らは気づいてすらいないレベルらしいのに、証拠が出せるとでも思うのか？」

「……馬鹿……な……？」

「ああ、そうそう。匿名の義賊がマーリン学長の部屋の前に証拠を置いていってな。曲がったことが大嫌いな学長は今頃……王都の貴族査問機関の連中と話をしている最中だろう」

「そんなことをすれば我が家は……」

「ああ、その通り」

　俺は右手を突き出して親指をたてた。

　そのままクルリと手を反転させて、親指を地面に向ける。

「終わりだ、テメエはよ。俺は俺の身内を泣かせる奴は絶対に許さねえ。ってことで、お引き取り願えるよな？」

「馬鹿……な……」

　その場で呆ぼう然ぜんと立ちすくんでいるエイブに向けて、俺は強い口調で再度──同じ言葉を言った。

「お引き取り願えるよな？」

　そうしてエイブはその場で膝を突いて、地面を両手で叩きつけながら叫んだのだった。

「何もかも終わりだっ！　クソ、クソ……クソがあああっ！」








☆★☆★☆★









「あー！　スッキリしましたねっ！」

「ああ、そうだな」

　さて、それじゃあ魔法学院に向かおうかと歩き始めたところで、アナスタシアが俺の右手の裾を摑んできた。

「あの……その……ご主人様？」

「ん？　どうした？」

「少しだけお話を……しませんか？」

　と、俺はアナスタシアに手を引かれて歩き出したのだった。







　円形広場の噴水場。

　朝の冷気の中で、暖かい陽光が心地いい。

　で、俺達は広場のベンチで朝食を取っていた。普段は学院の食堂で飯を食うんだが、今日は寄り道ってことでこの形だな。

　と、そんなこんなで俺達は慌ただしく人々が仕事や学業に行き交う様子を眺めながらサンドイッチを頰ほお張ばっていた。

「あの……ご主人様？　私は思うところがあるのです」

　いつものように視線を伏せて、前髪が垂れているので表情は窺うかがえない。

「思うところ？」

「はい、姉は定めに従って亡くなりました……そんな中、私だけが解放されて……幸せになってもいいのかなって思うんです」

　遠い目で空を見上げるアナスタシアに、俺は小さく首を左右に振った。

「それでいいだろ」

「でも……」

「お前は掃はき溜だめ……汚い道をずっと歩いて生きてきた。なら、俺と一緒にこれからは汚いものを掃除しながら、綺き麗れいな道を生きればいい」

「けれど、姉は……」

「一緒に生きてるだろ？」

「一緒に……？」

　俺は拳を作って、アナスタシアの左胸を軽く叩いた。

「お前の姉さんは……ココにちゃんと生きてる。お前の心の中でな。そうであれば、姉さんと一緒に……これからは綺麗に生きていけ。姉さんに胸を張って生きられるように、とことんまでにな」

「……それは精神論ですよ。実際には姉はもう……亡くなって……」

　そうして俺は首を大きく左右に振った。

「──理屈じゃねえんだよ」

「……理屈ではない……？」

「俺の……四皇としてのエフタルの人生は戦いの連続だった」

「あ、はい。そうだと思います」

「魔王城でも、それ以外の場所でも……俺の戦友もたくさん死んだ。全ては人類の決戦兵器である四皇を疲弊させずに……魔王の元に無傷で送り届けるためにだ。それはもうたくさん死んだ。けど、連中は……俺のココにちゃんと生きているんだ」

　俺は自分の左胸をドンと叩いた。

「なあ、アナスタシア？　俺を生かすために死んだ奴らにさ？　お前らのおかげで生き延びた俺は、今、不本意で不幸せな道を歩んでいますだなんて……そんなことが言えるか？　言えねえよな？　だから、ならなくちゃいけないんだよ、幸せにな」

　しばし何かを考えて、アナスタシアは儚はかなげな表情のまま頷うなずいた。

「……はい」

「笑え。これからはお前の姉さんの分まで……たくさんな」

　再度の頷きと共にアナスタシアは立ち上がり、ベンチに座っている俺の眼前に一歩を進める。

「あの……ご主人様？」

「何だ？」

「……本当にご主人様は私を驚かせてばかり……です。本当の本当に……貴方あなたは私を驚かせて驚かせて驚かせてばかりで……心臓に悪いです。ひょっとして嫌がらせでやってますか？」

「まあ、こっちは意地悪でやってる訳じゃないんだがな」

「あの……実のところ、そんなご主人様が少しだけ私は──気に食わなかったのです」

　そのままアナスタシアは俺に顔を近づけて──

　──ピトリとアナスタシアの唇が俺の唇に優しく触れた。

「……ふふ。これで少しは私もご主人様を驚かせることができましたかね？」

「お前な……」
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「あの、その……えと……」

　そうしてアナスタシアは顔を上げた。

　恐らくは、出会ってから初めて、正面から俺を真まっ直すぐに見据えて、けれど──顔を真っ赤にして。




「大好きです。ご主人様」




　参ったなと、俺は思った。

　ここまでストレートに好意をぶつけられると、流石さすがの俺も……どうしていいか分からない。

　と、俺が黙っていると、アナスタシアは恥ずかしげに再度、視線を地面に落とした。

「その……私、今……決めたんです。私は……これからたくさん笑って生きていこうと思います。ご主人様と……一緒に」

　ったく……。完全にしてやられたな。

　今回のオチは小娘にしてやられて、困ってしまった雷神皇カミナリ様ってところか。

　くっそ……こんなこっちゃあ他の三皇に見られたら末代まで笑われちまう。

　そうして、まあ……仕方がないので、俺は照れ隠し代わりにアナスタシアの頭をガシガシと乱暴に撫なでてやった。

「ふふ、乱暴ですけど……やっぱり優しいです。マーリン様もこれをされて喜んでましたが、理由が凄すごい分かります」

「馬鹿言ってんじゃねえぞ」

　やっぱり垂れた前髪で、アナスタシアの表情は見えなかったが、顔を真っ赤にして照れくさそうに笑っているんだろうな……と、俺はそんなことを思ったのだった。
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　──そして。

　その日の夕食、晩ばん餐さん室で僕は兼ねてから疑問に思っていたことをマーリンに尋ねてみた。

「ところでマーリン？」

「はい、何でしょうか？」

「どうして君は……僕との模擬戦の時にレベル９以上の魔法を使わなかったの？」

「……と、おっしゃいますと？」

　引越しやら転校やらアナスタシアの奴隷紋やらでグチャグチャしていたので、今までは敢あえて尋ねてなかったけど……。

　っていうか、魔法文明の衰退なんかにも関係しそうで、それを聞いちゃうと更にややこしいことになるって感じていたんだよね。

　で、色々と一段落がついたので、このタイミングで聞いてみたという訳だ。

「そもそも、どうしてマーリンはレベル８の四つ同時発動なんていう面倒な技術に手を出したんだい？」

　同時発動はタメ時間が長いんだよね。

　マーリンの四つ同時発動はレベル10を行使する時間に匹敵していた。

　僕が確立したエフタル学派の連打闘法はあくまでも、二発か三発の連打で相手の術式構築の邪魔をするという意味合いだ。

　小技で大技を潰して、何もさせずに勝つという戦術な訳だからね。

　──結局のところ、僕やマーリンのレベルの大魔術師同士の決戦の場合、レベル10の一発が先に発動さえしてしまえばそれで勝敗が決するといっても過言ではない。

　同時発動はあくまでも戦局に応じて臨機応変に対応する技術となる。

　防御をしながら攻撃、あるいは攻撃をしながら回復。

　防御が突破された場合の緊急避難のテレポート、あるいは前面の防御と対空防御の並立……まあ、どちらかといえばサポートに便利な技法だね。

　四門を同時に開けるのは凄すごいというか僕でもできないけど、それで全門で攻撃とするなら、威力的にはレベル10を練ったほうが早いし効率的だ。

　少なくとも……あの時、全力をぶつけるという意味合いで僕に使用するのは不適切だ。

　と、そこで沈痛な面持ちをマーリンが作った。

「ひょっとすると……今回の育った環境から察するに、エフタル様はご存ぞん知じないかと思っていましたが、やはりですか。もしも事情をご存知なら、嫌なことを思い出させるだけだと思いお伝えすることは自重していたのですが……」

「どういうこと？」

「そのことなのですが──結論から言うと現在、この世界中でレベル10を扱えるのは私の知る限りで……エフタル様しか存在しません」

　しばし、僕はフリーズした。

「……え？」

　そうして、僕はそのまましばらく固まってから、マーリンに向けて大声でこう叫んだ。

「え、え、えっ!?　えええええええっ!?」

「やはりご存知なかったのですか」

　一ひと頻しきり叫んだあと、僕は放心状態に陥ってしばらくのフリーズをした。

　そうして、かなりの時間固まってから、口を開く。

「どういうことなんだいマーリン？」

「正確に言えば、エフタル様と、あと一人を除いてレベル10を使用できる者はいないのですけれどね。それはおいおい説明するとして……今を遡ること四百年ほど前、それはエフタル様が前回に亡くなられた時から数えて十年後になります」

「うん」

「ある日突然──レベル９以上の魔法の存在は消失しました」

「……だから、どういうことなんだい？」

「マギアバーストですね」

「マギアバースト……？」

「マギアモノリスをご存知でしょうか？」

　確か、数万年以上前に滅んだ超古代魔法文明の遺跡に見られる謎の石碑だね。

「うん。知っている」

「モノリスが爆発し、ヒト種のアストラル体に変容が生じました。目には見えない、魔術的な汚染波動が全世界に広がる形で──それを我々はマギアバーストと名付けたのです」

「魔術的な汚染だって？」

「ええ。その結果、人間、魔族、エルフ、ドワーフ。大きな括くくりとしてのヒト種の脳が……ある日を境に変わってしまったのです。いえ、正確に言えば脳という器官に収まっている魂、あるいは霊体……魔術用語で言うとアストラル体ですね」

　脳細胞が集合したものが大脳となり、大脳は個々の人格、あるいは意識を作り出す。

　その意識と呼ばれるものの深層には個人の霊格、あるいは霊体と呼ばれるアストラル体が潜んでいる。

　そうして、魔術師は訓練によって脳内に魔術回路を作り、魔術回路がアストラル体に働きかけて、霊格の力による超自然現象──すなわち魔術を発露する。

「基礎魔術書の一番最初に書かれている基本中の基本だ。僕が知らない訳がない。結局、マギアバーストの暴走によって、アストラル体が変容して弱体化したってこと？」

「ええ。魔術とは霊的な力の行使ですが、ヒト種のアストラル体はレベル９以上の魔法の行使に耐えることができなくなってしまったのです」

「……当時、既にレベル９以上の魔法を扱えた人はどうなったの？」

「不相応な力の行使の結果、アストラル体が破損し、魔法の行使と共に廃人になりました。以降のヒト種はレベル９以上の魔法を習得することすらできなく……私もそのクチです」

　エクストラレベルと呼ばれるレベル11級魔法。

　魔王を倒した四皇の力を結集した儀式魔法の際にも、本来は人類の扱えない魔法ということでアストラル体が受け皿として耐えきれず破損するというリスクはあった。

　だから、マーリンが何を言っているのかは理解できるけど……。

「でも、モノリスの爆発って……それでそんな現象が起きることは……まあそれは結果として起きちゃったって話なんだろうから良いけどさ。どうして突然に爆発が起きたの？　二千年を超える魔術史でも、そんなことは一回も起きていないよね？」

「そのことについては、一人の人物が関与していることは確定しています」

「一人の人物？」

「エフタル様もよくご存知の御お方かたですよ」

「僕の知り合い？」

　ええ、とマーリンは大きく頷うなずいた。

「マギアバーストの中心部となったモノリス……その爆発の前日に、当時の四皇の内の二人と、そして当時の魔術学会の精鋭による調査団が遺跡に派遣されていましたが、結局は調査から誰も戻らなかったのです」

「モノリスの爆発に巻き込まれたとか、そういうことなの？」

「いいえ、違います。遺跡に残された死体には爆発に巻き込まれた痕跡は認められませんでした」

「死体だって……？」

「ええ、当時の氷神皇と調査団員の全ての死体です」

「氷神皇が殺されたってっ!?　あの冷静沈着で用心深い男がっ!?」

「そして、モノリスの破壊に使用された魔法はレベル10：炎神皇クリフ……小規模核爆発魔法です」

　マーリンの言うことの何もかもが信じられない。

　いや、そんなのありえないだろ？　あいつは誰よりも優しくて、魔王との戦争も最後まで誰よりも反対していて……年上の俺から見ても四皇のリーダーにふさわしいと認めざるを得ない奴やつで……。

「何故なぜ、何故だ……？　ありえねえだろ？」

「なるほど。ここから先はそちらのエフタル様……ですか。調査団を皆殺しにされ、レベル10：炎神皇クリフでモノリスは破壊されマギアバーストが生じました。そして、残された死体の中には炎神皇の姿は確認されませんでした。私が知るのはここまでです」

「炎神皇は……クリフは？」

「状況証拠的に、まず間違いなくマギアバーストの原因は彼でしょう。そして、今でも炎神皇は……恐らくご存命です」

「ありえねえだろっ!?　クリフは普通の人間で……長命の亜人の血も入っていないはずだぞっ!?」

「どのような方法かは分かりませんが、それらしき人物の目撃談が時代を変え、場所を変えて魔術学会の報告に上がっています」

「いや、でも四百年だぞっ!?」

「レベル10を扱った形跡もありますので……間違いありません。時には辺境国一つを焦土に変えた極悪人、時にはカイザードラゴンを屠ほふった英雄。蔓まん延えんする疫病を治癒したり、大規模な強奪を行ったり……行動にも一貫性がないのです」

　そうして俺はため息をついた。

「……本当に何から何までが分からねーな」

「ともかく、現時点でレベル10を扱えるのはエフタル様と炎神皇のみとなります」

「つまり、逆に言えばクリフにとって俺は？」

「唯一、単独で自身に対たい峙じできる厄介な存在となるでしょう。危険と認識されるのは間違いありません」

　いよいよこれは目立つことができないな。

　まだ、俺は前世の俺を超えることもできていない。当時の俺でも全くかなわなかったクリフと相対しろなんて無む茶ちやもいいところだ。

　今はまだ、あいつに俺の存在を察知される訳にはいかねえな。

「それと……エフタル様？　魔法適性についてですが……」

「何だ？」

「元々、炎神皇が魔法適性の測定方法を作り出したのはご存知ですよね？」

「ああ、当然だ」

　なんせ、知らなくても良いことを知って、最悪な気分で俺は死んだ訳だからな。

「炎神皇の学術的研究分野をご存知でしょうか？」

「魔法適性の関係と……あっ！」

　と、そこで俺の頭の中で一本の線のように何かがつながった。

「古代文明についての研究だな」

「ええ、メジャーな分野でもなければ、金にもなりません。けれど、炎神皇の常軌を逸した研究に対する取り組み姿勢は当時の語り草でした」

「一日二十七時間の研究って揶や揄ゆされてたよな。本当にいつ寝ているんだって……」

「半ば頭が働いていない状態だったらしいですからね、けれど──」

「ああ」と俺は頷いた。

「だからこそ分かりやすい。魔法適性と古代遺跡とマギアバースト。この三つに関連があるんだ」

「ええ、炎神皇が世界を敵に回し、魔術師の全てを弱体化させて尚なお……求めた何かが恐らくはそこにあるのでしょう」

「マギアバースト……人のアストラル体を変容させる弱体化。そして魔法適性もまた……アストラル体の性質の問題だ」

「そうです。恐らくはエフタル様の魔法適性の問題を解決させるカギになりうる話で──」

　皆まで言うなと俺はマーリンを右掌てのひらで制した。

「しかし、厄介な奴がカギを握ってるみてえだな」

　今はまだ、俺は奴にはかなわないだろう。

　けれど、それは俺には魔法適性という枷かせがはめられているからだ。

　それさえなければ、クリフと同じ土俵で勝負できるのであれば……俺は、魔導に捧ささげた俺の全てが奴に劣っているとは思わない。

　いや、そんなことは認めたくないし、認めない。

　魔導の頂は今回の人生では俺が踏破させてもらう。他の誰でもない……俺がな。

「まあ、そういう事情ならクリフにいつかはこっちから挨拶しにいかねえとな」




　──そうして、波乱の予感と共に学院生活が始まったのだった。
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　と、いうことでオラオラ系に特化した異世界転生主人公最強モノでした。如何いかがでしたでしょうか？

　内容解説としましては、本作は文庫ライトノベル的なカッコよさ（オラオラ）というのを相当念頭に置いて、書いてるこっちが「やりすぎなんじゃないか……」と止めてあげたくなるくらいに、主人公のエフタル君が外道共にオラオラするお話です。

　しかし、普段から主人公がオラオラしていたら、ただのおかしい子になってしまいます。




　ということで、時代劇の暴○ん○将軍で言うと「おい、悪代官？　余の顔を忘れたか？」くらいのタイミングで、過去の自分の人格が強く出てオラオラが始まるという具合です。

　それで、私は色々と異世界小説を出版させていただいておりまして、異世界料理モノとか異世界農業モノとか、コメディ主体の異世界モノとか、あるいは最近ではゲーム転生悪役令嬢モノなんかにも手を出したりしているのです。

　全部異世界やないかいっ！　というツッコミもあると思いますが、実はこれ、それぞれ本当に面白さの要素や魅せ方が全然違って別ジャンルです。

　それで、私の代表作の「村人ですが何か？」も主人公が異世界転生主人公最強オラオラ系のカッコつけだったりします。これは同ジャンルです。

　つまりは原点回帰的なところもあるのですね。




　何故なぜ「村人ですが何か？」の名前を出したかと言うと、身も蓋もない言い方をすると買って欲しいからなんですね。（笑）

　シリーズ50万部くらいでヒット作と言っても怒られないレベルかと思いますので、好きな人は確実に好きな内容だと思います。

　なお、小説版がマイクロマガジン社：ＧＣノベルズ様で、コミック版がＫＡＤＯＫＡＷＡ：ドラゴンエイジ様となっています。




　と、買って欲しいという冗談（？）はさておき、似たようなオラオラ系作品を２作品書いている訳です。

　それで他のジャンル作品についても色んな面白さの要素等の分析をして書いているのですが、やはり本ジャンルのようにゲスい敵役を圧倒的な力で派手に成敗するというお話って、カタルシスが他ジャンルに比べて凄すごいなと共通して思います。

　漫画媒体でも異世界最強系が一大ブームとなっておりまして、文庫でも未いまだに根強い人気の感があるのは、そういう普遍的なジャンルとしての面白さがあるのかな……と、本作を書いてて思ったことが印象深いですね。




　と、とりとめのない話になりましたが最後に謝辞です。

　美麗な表紙で飾っていただいたイラスト担当の魚うおデニム様、ありがとうございます。

　また、本作につきまして鬼のような改稿で品質向上（本当に改稿が凄かったですが、その分絶対良くなってます）にご尽力いただいた担当編集者様、ありがとうございます。

　なお、本作はスクウェア・エニックス様においてコミカライズする予定です。そちらについてもよろしくお願いします。

　とにかく絵が上手うまい漫画家様ですので、一見の価値ありです。




　それでは最後に、本作をお買い上げいただいた読者様に御礼申し上げます。


白しら石いし　新あらた





















落らく第だい賢けん者じやの学がく院いん無む双そう




～二に度ど転てん生せいした最さい強きよう賢けん者じや、400年ねん後ごの世せ界かいを魔ま剣けんで無む双そう～








白しら石いし 新あらた
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